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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　はじめまして、あるいはお久ひさしぶりです。

　本書の著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。

　はじめましての方には、ちょっと自じ己こ紹しよう介かいをさせていただきます。

　これまで、『ダブルクロス』リプレイの『デザイア』、『デイズ』などを担たん当とうさせてもらい、本作が三つ目のシリーズとなります。

「三度目の正直」とか「仏ほとけの顔も三度まで」とか、三度目というのは重要ですね。

　慣なれてきたと同時に、気を引ひき締しめたいと思います。




　さて、本書ですが『ダブルクロス The 3rd Edition』というＴＲＰＧのリプレイです。

『ダブルクロス』って何？　ＴＲＰＧって何？　リプレイって何？　という方に向けて、それぞれ説明していきましょう。

　すでにご存ぞんじだという方は飛ばしていただいてかまいません。




●ＴＲＰＧ

　ＴＲＰＧとは、Table talk Role Playing Game───テーブルトークロールプレイングゲームの略りやくです。ロールプレイングゲームとかＲＰＧというと、コンピュータゲームのジャンルになっているのでみなさんもご存じかと思います。

　ＴＲＰＧは、その先せん祖ぞに当たるゲームです。コンピュータが一いつ般ぱんに普ふ及きゆうする前に産まれた遊びで、紙と鉛えん筆ぴつ、サイコロ（ダイスといいます）を用意し、会話や宣せん言げんで進行します。コンピュータゲームのＲＰＧは、これをコンピュータに処しよ理りしてもらって遊べるようにしたものです。ですから、プレイヤーはキャラクターを担当して世界を旅したり、ストーリーを体験したりする、あんな感じの遊びをイメージしてください。

　ＴＲＰＧは、コンピュータに頼たよらず、数人で集まって遊びます。そのうちのひとりが、ゲームマスター（ＧＭ）という司会進行役になり、他のプレイヤーは自分が操そう作さするプレイヤーキャラクター（ＰＣ）を作成、ＧＭが語る物語の中で障しよう害がいを乗のり越こえたり、敵てきと戦っていくのです。で、これらが成功するか失敗するかはルールがあってダイスを振ふって決めます。




●リプレイ

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んだ様子（みんなで集まってＴＲＰＧを遊ぶことをセッションをするといいます）を読み物として書き下ろしたもののことです。

　会話を中心に書かれていますが、読みやすく編へん集しゆうしてあり、実じつ際さいにどうやって遊んだかがわかるようになっています。

　ですから、ＴＲＰＧに興きよう味みがあるという方にもお奨すすめです。




●『ダブルクロス The 3rd Edition』

『ダブルクロス The 3rd Edition』(以下『ＤＸ３』)は、現げん代だいを舞ぶ台たいに、レネゲイドウィルスという特とく殊しゆなウィルスによって変へん異いして超ちよう能のう力りよくを持ったＰＣで遊ぶＴＲＰＧのシステムです。ＰＣは〝オーヴァード〟と呼よばれる者たちで、人類側からも超ちよう人じん側からも〝裏うら切ぎり者もの〟という立場になります。タイトルのダブルクロスは、そこに由来します。

　初しよ版はん発表以来好こう評ひようを博し、現げん在ざい版を重ねて第三版ぱんとなっています。




　以降で本書で使用される特殊な単語についてご説明させていただきます。

　また次の見開きでは、『ＤＸ３』の書籍紹介をしております。それらの解説が不要な方は、本ほん編ぺんに進んでください。ぜひ、最後までお付き合いのほどをお願いいたします。




セッション：参加者が集まり、解かい散さんするまでの一回のゲームプレイのことを指す。

ＧＭ：ゲームマスターの略。ゲームの管理および進行役を担になう参加者のこと。

プレイヤー：ＧＭ以外の参加者。各自ひとりのキャラクターを作成してゲームに参加する。

ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。プレイヤーが作成したキャラクターを指す。

ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外のキャラクターを指す。

ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ３』では十面体ダイスを複ふく数すう使用する。本文では「Ｘ個この十面体ダイス」を「ＸＤ」と表記する。

レネゲイド：『ＤＸ３』の世界に存そん在ざいする未知のウィルス。レネゲイドウィルスが侵しん蝕しよくすることで、様々な超能力を身に着ける。

オーヴァード：レネゲイドに侵蝕され、超能力を得たキャラクターを指す。その存在や情じよう報ほうは世界的に隠いん蔽ぺいされている。

ジャーム：レネゲイドの侵蝕によって理り性せいを失い、日にち常じよう生活を送れなくなったオーヴァードを指す。こうなってしまうともはや元には戻もどれない。

侵蝕率：オーヴァードがどの程てい度どレネゲイドによる影えい響きようを受けているかを表わす数すう値ち。この数値が一定以上のままでゲームを終えると、ＰＣはジャームとなって失われる。

ロイス：キャラクターが持つ人間同士の繫がり、絆きずなを表わす。守るべき家族や大切な仲間、憎にくむべき敵など。










　　　　『ダブルクロス The 3rd Edition』書しよ籍せき紹しよう介かい




　以下に、本リプレイで用いている『ＤＸ３』のルールブック・サプリメントを紹介する。

　多様に存そん在ざいする『ＤＸ３』の書籍の購こう入にゆうガイドも兼かねているので、どの本から買おうか迷っている方は活用して欲ほしい。




●『ダブルクロス The 3rd Edition ルールブック１』

●『ダブルクロス The 3rd Edition ルールブック２』

『ＤＸ３』の基き本ほんとなるルールを解かい説せつしているルールブック。分ぶん冊さつで二冊発売されている。『ＤＸ３』を遊ぶうえで必ひつ須すの書籍である。




●『ダブルクロス The 3rd Edition 上級ルールブック』

『ＤＸ３』の上級ルールブック。キャラクターに特とく異いな設せつ定てい・能のう力りよくを与あたえるＤロイスを紹介。その他ほか『ＤＸ３』の世界を詳くわしく解説するワールドガイドも掲けい載さいしている。『ＤＸ３』をより深く遊びこむための一冊だ。




●『エフェクトアーカイブ』

　もっとも最近に発売されたサプリメントである。オーヴァードの持つ特とく殊しゆ能力──エフェクトのデータ集だ。エフェクトのデータ及および、ルールが再さい構こう築ちくされ、再さい定てい義ぎされている。本リプレイでも、この本で提てい示じされている環かん境きよう下でセッションを行なっている。現在の『ＤＸ３』を遊ぶうえで、特に重要かつ便利なサプリメントである。




●『インフィニティコード』

『ＤＸ３』のサプリメント。新たなシンドロームであるウロボロスシンドロームの他、ＦＳ判はん定ていのルールなどが掲載されている。




●『レネゲイズアージ』

　オーヴァードの衝しよう動どう（アージ）に身を任まかせることで操あやつることができる強力なエフェクト〝アージエフェクト〟などのルールが掲載されている。




●『ユニバーサルガーディアン』

　オーヴァードを管かん轄かつする組そ織しき〝ＵＧＮ〟について解説するサプリメント。ＵＧＮをはじめとしてさまざまな組織に所しよ属ぞくすることで、得られる利り益えきを表わす〝エンブレム〟ルールなども紹介している。




●『パブリックエネミー』

　世界の敵てき、秘ひ密みつ結社ファルスハーツを紹介するサプリメント。本書を導どう入にゆうするとこれまでＰＣたちにとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であったファルスハーツ所属のＰＣを作成可か能のうとなる。




●『ディスカラードレルム』

　巨大学園〝オーヴァードアカデミア〟、魔ま街がい〝デモンズシティ〟など新たな冒ぼう険けんの舞台〝ステージ〟が掲載されている。『ＤＸ３』の基本的なステージとは赴おもむきの異なる冒険を楽しみたいあなたにお勧すすめだ。




　これらの書籍の詳しよう細さいは、『ＤＸ３』公式サイトもご参照いただきたい。

　公式サイトＵＲＬ：http://www.fear.co.jp/dbx3rd/



















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆君の名は




　それは寒い冬の日であったように記き憶おくしている。

　平へい穏おんに日々を過すごす筆者のもとに、一本の電話があった。スマートフォンのディスプレイには、発信元である「鈴吹太郎すずふき・たろう」（Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社社長）の名が表ひよう示じされていた──。




鈴吹太郎（以下、鈴吹）：どうもお世話になっております、鈴吹です。

加納正顕かのう・まさあき（以下、加納）：あ、社長。お久ひさしぶりです。どうなさったんですか？

鈴吹：（軽いノリで）うん、ちょっと『ＤＸ３』の新しいリプレイ書いてくんない？

加納：なんやて!?　し、しかしわたくしは『デイズ』を終えたばっかりですし、今はやにおさんの『メビウス』も発表されてるじゃないですか！




『デイズ』とは、筆者が上じよう梓しさせていただいた『ＤＸ３』のリプレイシリーズであり、連動するリプレイである、デザイナーの矢野俊策やの・しゆんさく氏の手による『ナイツ』シリーズと併あわせて好こう評ひようをいただいた。

　また『メビウス』とは、二〇一三年四月に第一巻かんが発売された新たなリプレイシリーズである。著ちよ者しやは練達のライター・中村やにお氏。

　すべて富ふ士じ見み書しよ房ぼうより好評発売中ですので、是ぜ非ひお手にとってください。宣せん伝でんおわり。




鈴吹：まあそうなんだけどさ、もう一本シリーズが欲ほしいなあって。

加納：なるほど。でも、なんで社長が連絡してきたんですか？

鈴吹：ちょっと変わったことがやりたくなってね。矢野くんと相談した結果、進行役を引き受けることにしたんだ。

加納：いったいどんな？

鈴吹：すごくスタンダードな『ＤＸ３』のリプレイ。イラストはしのとうこさんに頼んで。

加納：〝変わったこと〟じゃないですよ（笑）。……スタンダードかぁ。

鈴吹：実はもうプレイヤーにも声をかけてあってさあ。

加納：なんとぉっ！　それって、オレがやる前提で話が進んでませんか!?

鈴吹：気が早いなぁ。返事は詳しい話を聞いた後でいいから（笑）。そのプレイヤーさんは、駒尾真子こまお・まこさん、って言うんだけどね。

加納：ほっ？　駒尾真子さんと言うと、小説家の駒尾真子さんですか？




駒尾真子

　ノベライズやシナリオ作成を中心として活動している小説家。代表作『BLAZBLUE─ブレイブルー─カラミティトリガー』（富士見書房）『ワイルドブーケ　花の咲さかないこの世界で』（一いち迅じん社しや）ほか。実は『ＤＸ３』もプライベートで遊んでいるゲーマーでもある。




鈴吹：そうそう。知ってるなら話は早いね！　実は駒尾さんは『ＤＸ３』をプライベートでもよく遊んでくださってるらしくてさ。

加納：ほほう。自分が関かかわってるゲームを楽しんでくださってるのは嬉うれしいなあ。

鈴吹：で、たまたま彼女と矢野くん（※デザイナーの矢野俊策氏）も交えて一いつ緒しよに遊んだんだけど、これがまた面おも白しろいプレイヤーさんでさあ。

加納：そりゃあいい！　社長と矢野さんのお墨すみ付つきなら安心ですね。

鈴吹：リプレイの話を振ふったら、早速どんなキャラクターを作ろうか考え始めてたんだよ！

加納：早っ!?（笑）　その前向きさは〝買い〟ですね！

鈴吹：だろう？　それでね……。




　しばらく、駒尾さんの人となりやどれほど愉ゆ快かいなプレイヤーであったかについての話を傾けい聴ちようする筆者である。どのような話であったか、それはここで開かい陳ちんするより、この後の本ほん編ぺんをご覧らんいただいた方がよろしかろう。




鈴吹：……というわけで色んな意味で、美味しいプレイヤーさんなんだよ。

加納：ほほう、ならそんな駒尾さんに登場していただくスタンダードなシナリオですが、こんなアイデアはどうでしょう……（とかねてよりあたためていたネタを披ひ露ろうする筆者）。

鈴吹：（ネタを聞いて）……なにいっ!?　どんなスタンダードだよ!?（笑）　だが、いいぞ加納、もっとやれ！（笑）

加納：ふっふっふ。あ、プレイヤーには大畑さんを混ぜてください。

鈴吹：なぜかね？

加納：カンです！

鈴吹：カンかよっ!?（笑）　ま、いいだろう。善ぜん処しよしようじゃないか……。




　と、いつしかセッションの内容に踏み込んだ話に華が咲き始める。

　──この時、両者の頭から「筆者がリプレイ執しつ筆ぴつを断ことわる」という選せん択たく肢しが完全に消失していたことを付記しておこう。







◆Preplay02◆集つどえ、はじまりのもとに




　そして時は流れ、二〇一三年吉きち日じつ───。

　あれよあれよと準じゆん備びに追われているうちに、いつの間にやらリプレイ用のセッション収しゆう録ろく日びである。筆者を含ふくめ、五人の男女がＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に集まっていた。




加納（以下、ＧＭ）：おはようございます！

駒尾真子（以下、駒尾）：おはようございまーす。

ＧＭ：駒尾さん、今回のリプレイに参加していただき、本当にありがとうございます。

駒尾：こちらこそ、あの『ダブルクロス』のリプレイに参加できると聞いて、楽しみにしてまいりました。

矢野俊策（以下、矢野）：ＧＭ、プライベートで遊んだ経けい験けんからすると、駒尾さんは本当に面白いプレイをするよ！（笑）

駒尾：そ、そうですか？（少しはにかみながら）

鈴吹：うんうん。確たしかに逸いつ材ざいだった！（笑）

大畑顕おおはた・あきら（以下、大畑）：（ニヤリと笑って）ほほーう。これは楽しみです。

駒尾：な、なにかプレッシャーが……。でも、がんばります！（笑）




　では、ここで他の三人のプレイヤーについて紹しよう介かいしよう。




矢野俊策

　ご存ぞんじ『ＤＸ３』のデザイナー。その立たち振ふる舞まいから薔薇ばらを食べて生活しているとか、〝クレバー王子〟と渾あだ名なされている。クレバーな頭ず脳のうを持つとともに、様々なネタも愛するゲーマーで、筆者と趣しゆ味みが一いつ致ちすることも多い。他の『ＤＸ』リプレイシリーズでは、妹思いの無口な武ぶ道どう家かから、哲てつ学がく的てきなキリンまで幅はば広ひろくこなす。




鈴吹太郎

　ＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やくにして『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』などのゲームデザイナーである。通つう称しよう〝社長〟。ＴＲＰＧをこよなく愛した結果、会社を経けい営えいするまでになった偉えらい人。リプレイのプレイヤーも多数こなしており、演えんじるＰＣは多た岐きに亘わたる。




大畑顕

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのライター。ゲームのデータ制作などで活かつ躍やくしている。彼かれもまた多数のリプレイにプレイヤーとして参加している。演じるＰＣは何故なぜか三下っぽくなり、いつの間にか低い立場に立っていたり、勝手に負け始めたりする。でも、かっこよく決めるところはばっちり決めるというプレイスタイルを持つ。




ＧＭ：……というわけで、みなさん四人をプレイヤーに迎むかえての新シリーズ開かい幕まくとなります。

駒尾：わくわくです！　今回は、どんなリプレイになるんでしょう？

大畑：自分も気になるところです。

ＧＭ：今回の第一のテーマは、『ＤＸ３』のスタンダードなリプレイを描えがくことです！

駒尾：おおっ!?

大畑：大きく出たぁ──っ!!　……って、『ＤＸ３』のスタンダードなリプレイとなると、『ジェネシス』はそういうコンセプトでしたよね？

矢野：確かに『ジェネシス』は『ＤＸ３』のスタンダードな遊び方を紹介したリプレイだった。しかし、その『ジェネシス』が出しゆつ版ぱんされたのは二〇〇九年なんだ──。

大畑：はっ!?　そういえば（笑）。

駒尾：今は、たくさんサプリメントも出てますからね。『インフィニティコード』に『ディスカラードレルム』……『レネゲイズアージ』ほかにもいっぱい。




　これらのサプリメントの詳細はＰ８の紹介文をご参照いただきたい。




ＧＭ：その結果、プレイ環かん境きようも昨今変へん貌ぼうを遂とげているわけです。というわけで、最新サプリメント『エフェクトアーカイブ』出版以い降こうの『ＤＸ３』におけるスタンダードたるリプレイを目指すわけです。

駒尾：なるほどー。

ＧＭ：そういうことなので、キャラクター作成にあたっては、スタートの経験点は０ですが、どのサプリメントを使ってもＯＫとしました。さらにＤロイスはひとつまで取得可か能のう。

大畑：意外とキャラの作つくり込こみがいがあった。

矢野：……駒尾さんみたいなベテランプレイヤーの参加にも納なつ得とくだ。




　プレイヤーたちの発言から分かるように、今回のＰＣはすでに作成済ずみの状じよう態たいである。また、そのためにトレーラーやシナリオハンドアウトを事前に読んで貰もらっている。

　なお、トレーラーとは、プレイヤーにセッションの雰囲気を伝え、イメージを共有して貰うためのセッションの予告編のことである。また、シナリオハンドアウトは、ＧＭがプレイヤーに対して行なう「作成するキャラクターへの要望」である。そのキャラクターに対する事前情報などが書かれている。




ＧＭ：そうなんです。その意味でもプライベートで『ＤＸ３』を遊んでいる、駒尾さんのような方が今回のゲストプレイヤーとして最さい適てきだったんです！

駒尾：こ……これは、責せき任にん重大な感じ？（笑）

ＧＭ：あ、駒尾さんはいつもどおりのプレイをしていただければ。何しろ〝スタンダード〟なので、自然体なところも大事ですから（笑）。

駒尾：了解です。

ＧＭ：では、早さつ速そくトレーラー（予告編）を読み上げようと思います。




●トレーラー

　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。

　世界は繰り返し時を刻み、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、




　──世界は大きく変貌していた。




　舞ぶ台たいは初夏の港町神戸。

　はるかな星の世界──宇う宙ちゆうの彼方かなたから訪おとずれたのは未知のレネゲイド。

　その瞬しゆん間かんから始まる暗あん闘とう、忍しのび寄よる恐きよう怖ふ、壊こわれていく日にち常じよう。

　だがひとりの来らい訪ほう者しやが少女と出会う時、運命の歯は車ぐるまが音をたてて回り始める。




　ダブルクロス The 3rd Editionリプレイ・コスモス

　第一話「運命の出会い」

　ダブルクロス、それは裏うら切ぎりを意味する言葉───。




ＧＭ：──と、そんな感じです。

駒尾：あ……あの、やっぱり最初にトレーラーを読んだ時も思ったんですが……。

大畑：──どこがスタンダードな『ダブルクロス』なんだよぉっ!?（爆ばく笑しよう）

矢野：宇宙だからなぁ（笑）。

ＧＭ：（淡たん々たんと）スタンダードというものは「新しいことを一切やらない」という意味ではありません。基き本ほんを押おさえたら、面白そうな要よう素そはどんどん追加すべきなのです。

駒尾：な……なるほど。

鈴吹：最初にネタを聞いた時、私も驚いたが、加納君のいうことももっともだ（笑）。

ＧＭ：（語調を強めて）宇宙からの侵しん略りやく者しやと闘たたかう話でも、日常を守るためなら、これぞ『ダブルクロス』という物語になるはずなんですよ！

大畑：壮そう大だいなスタンダードだ。……と、納得することにした（笑）。

矢野：補ほ足そくすると。『ＤＸ３』世界には、オーヴァードを産み出す要因となる未知の物質──レネゲイドウィルスが存そん在ざいします。そして、そのウィルスは宇宙から飛来したという説もあるんですよ。

駒尾：（頷うなずいて）宇宙が絡からむことによって、むしろ『ＤＸ３』の核かく心しんに迫せまるお話ができるかもしれないということですね。

ＧＭ：今の段だん階かいでは、あくまで〝かもしれない〟としておきましょう（笑）。

矢野：……そして、今回の舞台は神戸なんだね。

ＧＭ：はい。筆者になじみ深い関西の港町ということで。

駒尾：おしゃれな感じがして楽しみです！

ＧＭ：ご期待に添そえるようがんばります！　では、続いてハンドアウトを発表しましょう。




●ハンドアウトの発表

ＧＭ：それでは、シナリオハンドアウトを発表していきます。これは、ＧＭからこんな感じでＰＣを作ってくださいというオファーで、ＰＣが結ぶロイスが与あたえられます。

大畑：プレイヤーはすでに読んでるけどね（笑）。

駒尾：ロイスも確認しました（笑）。




　ロイスとは、そのキャラクターと他のキャラクターとの関係を示すデータである。ポジティブとネガティブというふたつの感情を設定し、キャラクター同士の関係性を表現するのだ。

　私見ながら、このロイスが織おりなす人間ドラマが、『ＤＸ３』の醍だい醐ご味みといえるだろう。




ＧＭ：そうなんですけど（笑）。ここはＧＭたる筆者がどんなオファーを出だし、プレイヤーのみなさんがそれにどう応こたえたか。読者さんに、それを見て貰うため、改めてトレーラーとハンドアウトの紹介から入らせていただきます。

駒尾：了解です。

ＧＭ：では、ＰＣ①の駒尾さんのハンドアウトから紹介します。




▼ＰＣ①：駒尾真子用ハンドアウト

ロイス：五十嵐未来いがらし・みらい　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：友ゆう情じよう／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：高校生／高校生

推奨Ｄロイス：対抗種カウンターレネゲイド

　キミは神戸の私し立りつ高校に通う高校生であり、ＵＧＮに協力する新米オーヴァードだ。ある日、キミは幼おさななじみの未来とふたりで学校帰りの寄より道みちを楽しんでいた。その時、突とつ如じよとしてキミは頭の中に語りかけてくる謎なぞの声を聞く。次の瞬間、キミはジャームの激はげしい殺意にさらされた。

　否いや応おうなく始まる戦いを予感しながら、キミは未来を、日常を守るべく応おう戦せんする！




駒尾：私わたしのハンドアウトからですね。

ＧＭ：はい。高校生で、未来という名前の親友がいる、という設せつ定ていです。

駒尾：すでにオーヴァードとして目覚め、ＵＧＮに協力しているんですよね。




　ＵＧＮ（ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク）は、レネゲイドウィルスと人間との共存を掲かかげる全世界的組織だ。様々なレネゲイド事件の解決に尽じん力りよくしている。

　レネゲイドの存在を社会に公開すべきではないと考え、情報を隠いん匿とくする方針だ。




ＧＭ：そうなります。ただ注意点として、推奨Ｄロイスの「対抗種」にはまだ目覚めていません。このシナリオ中に目覚める予定です。

駒尾：どんな覚かく醒せいになるんだろう？　気になります！




　Ｄロイスとは、そのキャラクターの過去や特徴、信条を表現するデータである。人間同士の関係を表現する通常のロイスとはことなる概念だ。このＤロイスを持つＰＣは様々な特殊設定・能力を獲得する。




ＧＭ：特別なオーヴァードであることを表現するＤロイスの中でも「対抗種」はレネゲイドウィルスに対する特別な抗こう体たいを持っているというタイプのものです。

駒尾：はい、レネゲイドウィルスに強く、攻こう撃げき力りよくが上がるけど、そのぶん自分にもダメージが来るんですよね。

ＧＭ：そのとおりです。

駒尾：では、そういうわけで、新米の女子高生オーヴァードのキャラを用意してきました！

ＧＭ：駒尾のＰＣの紹介は、ハンドアウトを全員ぶん説明した後でお願いします。次はＰＣ②の大畑さんのハンドアウトを紹介します。




▼ＰＣ②：大畑顕用ハンドアウト

ロイス：謎の襲しゆう撃げき者しや　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧＮチルドレン

推奨Ｄロイス：精鋭トウルーボーン

　キミはＵＧＮ神戸第三支し部ぶのエースだ。頼たよれる支部長の指し揮きの下、あまたの戦いを乗のり越こえて日常を守り抜ぬいてきた。

　だが、その自負は一いつ瞬しゆんにして打うち砕くだかれた。

　突如ＵＧＮを襲おそったジャームには、キミを筆ひつ頭とうに神戸第三支部のエージェントによる攻こう撃げきが一いつ切さい通用しない。敵てきの撤てつ退たいにより壊かい滅めつは免まぬがれたが、敗北したままではいられない。ヤツの正体と無む敵てきの秘ひ密みつを突つき止とめるのだ。




大畑：ふっふっふ、オレは神戸第三支部のエース！　Ｄロイスの「精鋭」のおかげで、データ的にもエリートの保ほ証しよう付きですよ！（笑）

矢野：といいつつ、負けているじゃないか（笑）。

大畑：そうなんですよー!!（笑）　打ち砕かれたエースなんですよぉ～っ!?　うおー、オレはお前を倒たおさないと進めない身体になっちまったんだー！（一同爆笑）

鈴吹：速そつ攻こうでエースからころげ落ちてるじゃん！（笑）

大畑：（満足げに頷いて）……これはまさにオレのためのハンドアウトだ！

ＧＭ：喜んでいただけたようで何よりです。

駒尾：大畑さんって、本当に活いき活きと三下プレイをするんですね（笑）。

大畑：ふふ、そこに関してはちょっと自信がありますよ？（笑）




　よくわからないが、とにかくスゴイ自信だ。




ＧＭ：……では、ＰＣ③の矢野先生のハンドアウトを紹介します。




▼ＰＣ③：矢野俊策用ハンドアウト

ロイス：謎の襲撃者　　　推奨感情　ポジティブ／執着：ネガティブ／憎ぞう悪お

カヴァー／ワークス：指定なし／ＵＧＮ支部長

　関西有数の都市、神戸。

　その地に複ふく数すうあるＵＧＮ支部のひとつ、神戸第三支部の支部長、それがキミだ。

　日常を守るべきキミたちの支部は、ある日突とつ然ぜん謎の襲撃者の猛もう攻こうに晒さらされる。ヤツにはキミたちの攻撃が通じず、キミもまたなす術すべなく敗北を喫きつした。このままにしてはおけない。ヤツの正体と目的を突き止め、必ず打ち勝たねばならない。




矢野：今回は、神戸第三支部の支部長をやることになりました。

駒尾：でも、ＰＣ②と一緒に負けちゃうんですよね？

大畑：ふっ、支部長さえいればお前なんか……支部長の攻撃も効きかない……だと!?　ぎゃああああっ!?（[image: ]攻撃を受けて死んだらしい）

矢野：大畑君、早すぎるから!?（一同爆笑）

ＧＭ：というわけで、冒ぼう頭とうではＰＣ②とＰＣ③はセットで登場することになりますね。

鈴吹：神戸第三支部、賑にぎやかそうな支部だな（笑）。

駒尾：なんとなく、雰ふん囲い気きがつかめました（笑）。

矢野：あと、このハンドアウトは推奨Ｄロイスがないんだよね。

ＧＭ：はい。ＰＣ③には支部長的な役やく割わりを果たしていただければ、あとは自由にやってもらおうと考えています。

矢野：ふふふ。そう聞いて、前から考えていたアイデアを叩たたき込んだキャラを作成しました。

駒尾：おおっ!?　ゲームデザイナーの矢野さんがどんなＰＣを作るのか、注目ですね。

矢野：楽しみにしていてください。

ＧＭ：では、次はＰＣ④の社長のハンドアウトを紹介します。




▼ＰＣ④：鈴吹太郎用ハンドアウト

ロイス：かつての同どう胞ほう　　　推奨感情　ポジティブ：親近感／ネガティブ：恐怖

カヴァー／ワークス：指定なし／レネゲイドビーイング

推奨Ｄロイス：神格デイエテイ

　キミには過か去この記憶がない。わかるのは、この地球からはるか離はなれた星の彼方で生まれたこと、そして今、かつて仲間であったものに滅ほろぼされようとしていることだけだ。

　かつての同胞たちはあまりに強大であり、キミに抗あらがう術すべはないかに思えた。だが、満まん身しん創そう痍いのキミは、ひとりの少女と出会うことで運命を切り開くこととなる。




鈴吹：というわけで、ＰＣ④は記憶喪そう失しつのレネゲイドビーイングです。

駒尾：レネゲイドビーイング……ヒトじゃないんですね。

ＧＭ：そうです。社長は、人外のＰＣが得意ですからね（笑）。

駒尾：衛えい星せい軌き道どう支部長とかやってましたね（笑）。

ＧＭ：あと、このＰＣ④については、ちょっと特とく殊しゆな設定がついているので、どんなＰＣにするかを社長と事前にくわしく打ち合わせています。

大畑：「宇宙からやってきた」とか、〝ちょっと特殊〟どころの騒さわぎじゃない！（笑）

鈴吹：そうそう。そういうことでこのハンドアウトだけじゃ、キャラクターを作れないからね。他のＰＣとどういう接せつ触しよくをとるかってところまでは話し合ったよ。

駒尾：星から来たレネゲイドビーイングとのファーストコンタクト……なるほどこれが『ＤＸ３』の新しいスタンダードなんですね（笑）。

矢野：そこは違ちがう気がする（笑）。

ＧＭ：引き続きハンドアウトに基もとづいて、みなさんがどんなキャラを作ったのか、自じ己こ紹介していただきたいと思います。

一同：はーい。




●キャラクターの紹介

　では早速、いかなるＰＣが集つどったか、ここに紹介していこう。




▼駒尾真子／〝春一番スプリングストーム〟今いま春はるそよぐ

　わたしは、そよぐ。今春そよぐ。一六歳の平凡な高校生──だった。

　レネゲイド、そしてオーヴァード。世界はわたしの知らない所で変わっていて、どうやらわたしもそこに巻き込まれちゃったらしい。

　でも、くよくよするつもりなんかない。力があるなら受け入れよう。戦わなきゃいけないなら、そうしよう。だってわたしには、護りたいものがあるんだから！




ＧＭ：じゃあ、駒尾さんのキャラクターの紹介をお願いします。

駒尾：はい。名前が今春そよぐといいます。コードネームが春一番と書いて、〝スプリングストーム〟と言います。

鈴吹：おお、かっこいい！　名前とコードネームのセンスが素す晴ばらしい。

大畑：さすがは小説家！

駒尾（以後、そよぐ）：そうでもないんですよ？　実は、これを考えるのに一日あれこれ悩なやんで過ごしたり（笑）。

鈴吹：コードネームはいつも悩むよねぇ（笑）。

ＧＭ：では、今回の駒尾さんのＰＣ、そよぐはどんなキャラクターなんでしょうか？

そよぐ：はい。カヴァーとワークスは、女子高生／高校生です。ワークスを高校生にして、〈ＲＣ〉２を取りました。エフェクト取ったあとは、全部〈ＲＣ〉に入れて４レベルにしておきました。

鈴吹：なるほど。集中的に上げた〈ＲＣ〉を軸じくにして戦うキャラか。

ＧＭ：シンドロームはどうしました？

そよぐ：トライブリードで、ハヌマーン／エンジェルハィロゥ／ウロボロスです。




〝シンドローム〟とは、レネゲイドの力の発はつ現げんの種類を表わす言葉である。

　そして、〝トライブリード〟であるそよぐは、シンドロームを三種類保ほ持じしている。彼かの女じよの持つ三つのシンドロームは以下のとおりだ。




・ハヌマーン：超ちよう高こう速そく戦せん闘とうを得意とする。大気の震しん動どうや音波を発生する者もいる。

・エンジェルハィロゥ：光の使い手。レーザー攻撃や、幻げん覚かくを見せることが可能だ。

・ウロボロス：他のレネゲイドの特とく質しつを吸きゆう収しゆう、進化、模も倣ほうする力。




ＧＭ：では、そよぐの来歴……ライフパスを教えてください。

そよぐ：はい。ライフパスの出自は［姉妹］で、姉さんがいます。名前は、今春さくら。

大畑：お姉さんも、春っぽい。

そよぐ：経験は［平へい凡ぼん］です。邂かい逅こうが［友人］を振ったので、敷しき島しまあやめさんと友人です。

ＧＭ：リプレイ『ジェネシス』で藤井忍ふじい・しのぶさんが演じていたＰＣですね。

そよぐ：はい。覚醒が［感染］で、衝しよう動どうが［自じ傷しよう］で、基本侵しん蝕しよく値ち30です。

ＧＭ：そよぐさんは、どんな女子高生なんでしょうか？

そよぐ：最近レネゲイドウィルスに「感染」して、力に覚かく醒せい。オーヴァードになって、ＵＧＮに協力し始めたばかりの新米です。最近まで、普ふ通つうに生活していました。

大畑：［平凡］ですもんね（笑）。

そよぐ：衝動が［自傷］なので、うまく行かない時は、自分を責せめてしまうところも。でも、元気でさわやかな子にしようと思ってます。名前に負けないよう（笑）。

ＧＭ：〝そよぐ〟ですからねえ。

そよぐ：エフェクトは、《アースシェイカー》と《振しん動どう球》を組み合わせて攻撃し、《光の手》で〈ＲＣ〉で攻撃できるようにしてます。それで、ウロボロスのエフェクトは、《原初の赤：蝕むしばむ赤》を取ってます。

矢野：装そう甲こう無む視しで邪じや毒どくを与えてくるとか……この子、名前のわりにえげつない攻撃をするなぁ（笑）。

そよぐ：そ、そうですか？（笑）　演えん出しゆつとしては、赤く輝かがやく振しん動どう波はを放って攻撃するイメージですね。

ＧＭ：さらに《スターダストレイン》もあるから、一回だけシーン全体攻撃が可能ですね。

鈴吹：シーン全体攻撃もできるのか！　なかなかスキがない。攻撃の演出もカッコいいし、クレバーなデータの組み方なんだけど…………邪毒はインパクトあるねぇ。

矢野：〝邪毒女子高生〟とか呼ばれますよ、きっと（笑）。

そよぐ：あ、まずかったですか？　それじゃ、変更しましょうか？

大畑：いや、かえって人気出ると思いますよ（笑）。

そよぐ：春一番のようにさわやかに邪毒攻撃をする女子高生、今春そよぐ!?（笑）

鈴吹：「春の邪毒女子宣言！」とか、「街は邪毒がブーム！」とか、「５分で可愛くなれる、邪毒ダイエット!!」とか。

矢野：なんで、ファッション誌のキャッチになってるんですか？（笑）

鈴吹：ファンシーでキュートな邪毒女子高生のイメージはどうだろうと思って……。

そよぐ：わかりましたっ！　ファンシーでキュートに邪毒の演出もがんばりますね!!

ＧＭ：ちょ!?（笑）




　それにしても駒尾さんはノリがいい。社長や矢野さんが勧めたのもわかる。




ＧＭ：……可愛かわいいだけの女の子じゃないって感じで、大変良いかと！

そよぐ：はい！

ＧＭ：じゃあ、次。ＰＣ②の大畑さん。



















▼大畑顕／〝フレイムジェミニ〟海藤辰馬かいどう・たつま

　関西有数のＵＧＮ支部、神戸第三支部・そこのエースがオレ……ってことになってる。

　けど本当のエースはオレなんかじゃない。オレはただの落ちこぼれで、死んだ兄貴こそエースと呼ばれるに相応ふさわしいオーヴァードだった。

　だがその兄貴はもういない。なら──オレは兄貴の代わりになってやる。兄貴と同じ剣をふるって、兄貴のようなエースとになって、この街を守り抜いてやるんだ。




大畑：はい、名前は海藤辰馬。コードネームは〝フレイムジェミニ〟。ＵＧＮチルドレンの高校生です。

ＧＭ：そうそう。そよぐちゃんと辰馬くんは同級生でお願いしたいのですが。できれば、後こう輩はいも先せん輩ぱいもいる立場の高校二年生だと助かります。

大畑（以後、辰馬）：問題ないですよ。

そよぐ：わたしもです。じゃあそよぐは、一六歳さいということにしましょう。

辰馬：こっちもそのくらいで。さて、シンドローム──モルフェウス／サラマンダーのクロスブリードです。




〝クロスブリード〟である辰馬は、シンドロームを二種類保持している。彼の持つふたつのシンドロームは以下のとおりだ。




・モルフェウス：物ぶつ質しつを意のままに変形させることができる。

・サラマンダー：温度に影えい響きようを与える能力。炎ほのおや氷を用いた攻撃を行なう。




辰馬：ライフパスは、まず出自は［双ふた子ご］。氷を使う能力を持っていた双子の兄がいたが、死んでしまいました。一方弟のオレ、辰馬は炎を使います。

ＧＭ：だから炎の双子──〝フレイムジェミニ〟なんですね。

辰馬：ええ、経験：ＵＧＮで［仲間の死］が出たので、兄が死んだことにしました（笑）。

鈴吹：経験表を振っただけで、兄は死んでしまった（笑）。

辰馬：実は、弟である自分の方は落ちこぼれだったんです。双子の兄はエースとして、ＵＧＮでも活躍していたけど、子犬をかばって交通事じ故こで死んでしまって（笑）。

矢野：「見ろよきれいな顔してるだろ、死んでるんだぜ」ってヤツか（笑）。

ＧＭ：その程てい度どでオーヴァードが死ぬかぁぁぁーっ!!（一同笑）




　オーヴァードは強力な回かい復ふく能力《リザレクト》を有しており、ちょっとやそっとでは死ねない身体なのであった。




矢野：でも、タイガーマスクも交通事故で死ぬから。

鈴吹：そっちは漫まん画が原作の最終回の方だな（笑）。

ＧＭ：タイガーマスクはさておいて（笑）。兄の死には何か謎があったのかもしれませんね。

辰馬：ではそういうことで（笑）。エリートの兄は、ＵＧＮに一二本しかない大たい剣けんゾディアックウェポンを所持していました。

そよぐ：おお、エリートっぽい。

辰馬：オレもデータ上、ゾディアックウェポンを所持しています。これは死んだ兄の剣を受け継いでいるという設定です。

そよぐ：死んだお兄さんに特別な思いがあるんですね……。

辰馬：で、覚醒は［渇かつ望ぼう］。衝動は［妄もう想そう］。邂逅は［師し匠しよう］で、本来は玉野椿たまの・つばきですが……。

ＧＭ：チルドレンだからね。

辰馬：ここは、長谷川奈津美はせがわ・なつみにします。あいつが修しゆ行ぎようのプランと称しようして、ひたすら薬物実験を持ちかけてくる。実験台同然の扱あつかいでも、強くなるためならば仕方がなかった！

そよぐ：仕方なかったんですか!?（笑）

辰馬：（シリアスに）オレは力を［渇望］してオーヴァードに覚醒したんだ（笑）。

そよぐ：なるほど、優ゆう秀しゆうな兄に近づくために……。

辰馬：うおおおっ、オレに力をくれええっ！（一同笑）

鈴吹：そこに奈津美さんがきて、「あなたはもっと強くなれるわよ？　この実験を受ければ……──の話だけど」って言うんだろ？

ＧＭ：「あなた、お兄さんみたいになりたいでしょ？」

辰馬：する、するよその実験!!（一同爆笑）

そよぐ：でも、それは［妄想］……あなたは騙だまされてるのよー！（一同超ちよう爆ばく笑しよう）

辰馬：なんだってぇ──っ！　［妄想］だったのか！（笑）　……まあ、そんな感じのダメなヤツだけどＵＧＮチルドレンとしての実力は確かなものがあります。

鈴吹：本当かよっ!?（笑）

辰馬：支部のエースですから（笑）。主に《炎えん神じんの怒いかり》と《クロスバースト》、そして《ペネトレイト》のエフェクトを組み合わせて戦います。

矢野：（辰馬のシートを見て）《パーフェクトコントロール》もあるのか。シーン１回だけど達成値を＋10できるじゃないか。

辰馬：基き本ほん的てきに、炎を纏まとった巨きよ大だいな剣で戦うスタイルです。

そよぐ：（辰馬のシートを見て）Ｄロイスの「精鋭」のおかげで〈白兵〉９になってるんですね！　この剣の技わざは確かにエースかも！（笑）

辰馬：ふっふっふ。実力はあるが、ハンドアウトで打ち砕かれる程度のエースですよ？

ＧＭ：どんな自じ慢まんですか!?（笑）　ともあれ、そのエースの力は実じつ際さいのセッションで見せていただきましょう。では、次の方。



















▼矢野俊策／〝ＵＧＮ支部長ロボ〟ユピテルＤ０─５

　はぁい、ごきげんよう。

　アタシがＵＧＮ神戸第三支部の支部長よ。ロボじゃないか、ですって？　失礼しちゃうわね。身体はロボでも心は乙女──そして支部長。この街と仲間を愛する気持ちだったら誰にも負けないわ。

　アナタも困ったことがあるなら、神戸第三支部アタシのところにいらっしゃい。優しくもてなしてア・ゲ・ル♡




ＧＭ：ＰＣ③の自己紹介をお願いします。

矢野：はい。キャラクター名がユピテルＤ０─５。

一同：ユピテル……Ｄ０─５？

鈴吹：何故型式番号みたいなものがあるのか（笑）。

矢野（以後、ユピテル）：はっ、それは……ロボだからです。

一同：な、なんだってー!?（一同笑）

ユピテル：ユピテルと呼よんでください。ワークスをレネゲイドビーイングに変更。《オリジン：サイバー》を取ったから、もうロボです、ロボ（一同笑）。

そよぐ：支部長ロボ……（笑）。

ＧＭ：…………。




　これがデザイナーのやることですよ、みなさん。




鈴吹：しかも、神戸第三支部長。神戸市のみなさん、ごめんなさいって感じだ（笑）。

ユピテル：でも、出自で［人工生命］を取ったし、Ｄロイスも「機械化兵フルボーグ」だし、もうどこからどう見てもロボ（笑）。

ＧＭ：支部長であればなんでもいいので、ワークスの変更は問題ないですが（笑）。カヴァーがＵＧＮ支部長ってことですね。

ユピテル：ＵＧＮ支部長ロボでいい？（一同爆笑）　ちゃんと支部長機能は果たすよ。

ＧＭ：わ、分かりました。……では、シンドロームは？

ユピテル：ブラックドッグのピュアブリード。ロボだし（笑）。

そよぐ：ああ、うん。ロボですからね（笑）。




　ピュアブリードであるユピテルのシンドロームは以下のひとつである。




・ブラックドッグ：電気を操あやつるシンドローム。肉体を機械化している例もある。




ユピテル：ライフパスの残り、経験はレネゲイドビーイングの表で［煩はん悶もん］。覚醒は［無知］。衝動は［殺さつ戮りく」。デリケートなとこもあるけど、怒おこると怖こわいタイプですよ。

ＧＭ：その外見や性せい格かくをお伺うかがいしたいです。

ユピテル：外見はゴーレムを人間サイズにした感じ。身長は一九五センチくらいで、その上から帽ぼう子しや服を着てます。

鈴吹：『ロボット刑けい事じ』の〝Ｋ〟みたいだな（笑）。




　今時、ロボット刑事Ｋは通じないと思う。

　最近、ネットで再さい放ほう送そうしてたけど。




そよぐ：でも、それで外を歩けるんですか？

ユピテル：《ヒューマンズネイバー》があるから、機き能のうとして人間に擬ぎ態たいはできます。

鈴吹：ああ、帽子と服だけでも変へん装そうできるんだ、データ的に（笑）。

ユピテル：ふふふ。エキストラにはこの擬態は見み破やぶれませんよ？　でも、「機械化兵」なので【知覚】で判はん定ていされるとばれることもありますが。

辰馬：一いつ般ぱん人じんは、【知覚】の判定に失敗した方が幸せだよね（笑）。

ユピテル：性格はおねえ系けい。おねえ喋しやべりをするロボです。

一同：ええ[image: ][image: ][image: ]!?（一同笑）

ユピテル：だから、ちゃんと《芸げい術じゆつ：女子力》も取った！（一同大だい爆ばく笑しよう）

そよぐ：芸術……女子力!?

ユピテル：ネイルしたりするよ？

ＧＭ：え、じゃあ携けい帯たいすごいデコってたり？

ユピテル：ああ、いいね。デコってる携帯が、ガシャシュイーンってボディから出てくる（一同笑）。

辰馬：ひ、ひどい（笑）。こんな支部長で大だい丈じよう夫ぶだろうか？

ユピテル：あら、抱ほう擁よう力りよくはあるほうよ？

辰馬：ほ、抱擁!?　な、何するんですか支部長。そ、そのごつい手でオレを抱だく気じゃないでしょうね………。よ、よるな、ひっ、ひぃっ!?　ぎゃあああああああっ!?（[image: ]ユピテルに抱き潰つぶされたらしい）

そよぐ：か、勝手に死んでる──っ!?（一同爆笑）

ユピテル：やあねぇ。何もしてないのに。……とまあ、こんな感じ。

ＧＭ：は、はぁ……（笑）。

ユピテル：戦闘は《サイバーアーム》で殴なぐる。切り札は《バリアクラッカー》。シナリオ１回だけ、高いダメージが出せる。アージエフェクトの《クルーエルデバイス》があるから。

ＧＭ：ああ、ダメージ５Ｄ追加ですからね。

ユピテル：《マグネットフォース》でカバーリングもする。

そよぐ：なるほど。強きよう靱じんな肉体を活いかして戦うわけですね。

鈴吹：ロボだしな（笑）。

ＧＭ：では、最後。ＰＣ④の鈴吹社長、お願いします。



















▼鈴吹太郞／〝ザ・タイタス〟フエイド・アウト

　私の名をキミたちの言語で表わすと、フェイド・アウトとでも言うべきか。

　無限に広がる大宇宙──光さえ届かぬ果てしない闇を抜け、私はこの地球にやって来た。

　どこから来て、どこへ往くのか。それは私自身にもわからない。なにも覚えていないのだ。わかることはただ、私がかつての同胞に命を狙われているということだけだ。

　果たして──私はこの地球と呼ばれる星で、何を成せばよいのであろうか？




鈴吹：宇宙からやってきた私のＰＣの名前はフェイド──フェイド・アウトだ。通つう常じようはフェイドと呼んでくれればいい。

そよぐ：フェイド・アウト……つかみどころのない感じかな？

鈴吹（以下、フェイド）：コードネームは〝ザ・タイタス〟。その由来はデータを組んでみたら、支し援えんするとクリティカルマイナス１、ダイス＋10Ｄになる。これはタイタスを消費するレベルの効こう果かだから──〝ザ・タイタス〟（笑）。

ＧＭ：すごいコードネームだ（笑）。

ユピテル：身もフタもない（笑）。

フェイド：シンドロームはウロボロスのピュアブリード。いろんなシンドロームから支援エフェクトを持ってきた結果、こうなった。

ＧＭ：では、ライフパスは？

フェイド：出自は［地球外生命］、経験はハンドアウトに従したがって［記憶喪そう失しつ］を選んだ。あまり悩む余地がない（笑）。推奨ロイスはあるんだけど、具体的には思いつかなくて（笑）。

そよぐ：宇宙から来たんだし、記憶喪失ですしね（笑）。

フェイド：なので、そこは保ほ留りゆう。再会したら思い出すことにする。邂逅表は［同どう志し］。しかし、この枠わくはＤロイスを充あてるから、同志はいない（笑）。

辰馬：なんか、さびしんぼうですね（笑）。

フェイド：さびしくねーよっ！（笑）　覚醒は［生せい誕たん］。生まれたときからオーヴァードだ（笑）。衝動は［殺戮］。……地球人類滅ぶべし（笑）。

ＧＭ：駄だ目めじゃないですか！（一同爆笑）

そよぐ：できれば滅ぼさないでください（笑）。

フェイド：大丈夫、地球人類の嫌いやなところを見なければ滅ぼすことはない（笑）。だが、あまり私を怒らせないほうがいい。

辰馬：謎すぎるキャラだ（笑）。で、どんな外見なんですか？

フェイド：それなんだけど、私は……レネゲイドウィルスそのものなので……。

そよぐ：えぇっ？

フェイド：だから、シンドロームの色を出したくなくて、ウロボロス・ピュアにしたんだよ。

ユピテル：なるほど！

フェイド：ウィルスそのものなので、固有の姿すがたはない。人には、意い識しき体というか、よくわからない謎の光として認にん識しきされるはずだ。

そよぐ：……姿がないんですか!?

ユピテル：いいの、加納くん？

ＧＭ：その辺は社長と相談して、ＯＫを出しました（笑）。

フェイド：だが、この状態では、地上に三分間しか存在できない。

辰馬：三分間って（笑）。

フェイド：だから、何かに宿らないといけない。外見は登場後に決まる……はず（笑）。

ＧＭ：はず……ですね（ニヤリと微笑ほほえむ）。

辰馬：思わせぶりだなぁ。

ユピテル：フェイドの登場は、社長とＧＭで打ち合わせずみということだから、何か考えているんでしょうけど（笑）。

そよぐ：で、フェイドさんは、どういうことができるんですか？

フェイド：《無形の影かげ》を使って精せい神しん判定で情じよう報ほう収しゆう集しゆうができる。で、常備化してあるコネ：要人への貸かしを、なんか記憶がもどる演出で使う。つまり分野に関係なく情報収集できるので、みなさんの不得意なところをお引き受けいたします（笑）。

ユピテル：もしかして、わざと特徴ないように作ってます？

フェイド：おお、ありがとう、分かってくれて。ただ、これには重大な欠点が……。

一同：？

フェイド：自分が何者なんだか、時々わからなくなるんだよね……。

辰馬：だめじゃないですか！（一同爆笑）

フェイド：あとのエフェクトは《原初の白：狂きよう戦士》や《原初の紫むらさき：妖よう精せいの手》といった支援を行なうものと、対象を増ふやす《原初の赤：要の陣じん形けい》を取っている。さきほど言ったとおり、支援をするキャラクターだ。攻撃力はまったくない（きっぱり）。

ＧＭ：ハンドアウトをくんでいただいて、ありがたいです（笑）。

フェイド：そういうこと（笑）。

辰馬：ところで、ＧＭ？

ＧＭ：なんです？

辰馬：支部長ロボと不定形宇う宙ちゆう人じんが、『ＤＸ３』のスタンダードなんですかね？（一同爆笑）

ＧＭ：まぁ、ほら、日常代表の高校生ふたりと、非日常的ふたりのミスマッチが……。

そよぐ：そう聞くと、説得力が……。

辰馬：ダマされないでください（笑）。
















ＧＭ：それでは、キャラクター紹介が終わったところでＰＣ間ロイスを結んでいきましょう。

一同：はーい。




●ＰＣ間ロイス

　ＰＣ間ロイスはＰＣ同士の人間関係を規き定ていするシステムだ。

　あらかじめ、人間関係を規定しておくことで、セッション時の会話をスムーズに行なう助けとすることができる。

　表を振って、対象となる人物に抱くポジティブな感情とネガティブな感情が決まる。通常時にどちらを前面に出すかは、各ＰＣが自由に決めて良い。




ＧＭ：じゃあ、ＰＣ①から順に結んでいってください。

そよぐ：ＰＣ①のわたしから、ＰＣ②の海藤辰馬くんにですね。

ＧＭ：ダイス振ってみますか？　ダイスの神様がどんな縁えんを結ぶかはランダムですが。

そよぐ：はい、振ってみようと思います。まずは、ポジティブから（ダイスを振る）……［幸福感］と出ました。

ＧＭ：なんか幸せな気持ちに。

そよぐ：彼といると幸せな気持ちに。

ユピテル：ああ、下には下がいるな、と（笑）。

フェイド：普通はもっとこう、ロマンチックな方向じゃないのか？（笑）

そよぐ：オーヴァード仲間ですから、なんだか幸せを感じるんじゃないでしょうか。

辰馬：そよぐさんはいい人や（笑）。

そよぐ：ネガティブは、（ダイスを振る）32、［劣れつ等とう感かん］。

辰馬：オレ、エリートですから。精鋭ですから（笑）。

ＧＭ：「彼がいると自分の矮わい小しようさが感じられる」そして、衝動の［自傷］が起こる（笑）。

ユピテル：なんだかドロドロしてるわぁ（笑）。

そよぐ：そうかも（笑）。ここは［幸福感］を表に。エースはスゴイなぁと思ってます。

ＧＭ：では、辰馬から支部長ロボへ。

辰馬：まずは、ポジティブからダイスを振る。（ダイスを振る）［純じゆん愛あい］？（一同爆笑）

ＧＭ：［純愛］って……おねえ系のロボに？

辰馬：なんかこう、おかんみたいに思ってるとか（笑）。

ＧＭ：母ちゃんの心しん臓ぞうはビス止めで、血管にはオイルが流れてるけど（笑）。

辰馬：どんなおかんだよ!?　やっぱりやだ。チョイスする！　せめて［親近感］にしよう。

フェイド：それ結局、おかんみたいに思ってるな（一同笑）。

そよぐ：くく……しゃべられるたびに笑いが（笑）。

ＧＭ：ネガティブどうします？

辰馬：ここは［疎そ外がい感かん］ですね。支部長はあくまでおかんっぽいプログラムなんでしょ？　実はオレ、母の愛とかに飢うえてます（笑）。

ＧＭ：なるほど。

ユピテル：さて、問題はここ、アタシからフェイドね（笑）。

ＧＭ：ここが一番よくわからない、ロボなおかんから謎の生命体（笑）。

ユピテル：どうしましょう？　光の玉にどう感情を取るかっていうのは、難むずかしいですね。

フェイド：まだ出会ってないしなぁ。ここは、セッション中に出会ってから決めたいけど？

ＧＭ：……そうですね。オープニング終わって、ミドルフェイズで決めましょう。

フェイド：そうしてもらえると助かる。

そよぐ：わたしとフェイドの関係も、実際にフェイドと会ってから決めてもらったほうがいいと思います。

フェイド：そうだね、実際どんなになるかやってみればわかるだろう。

ＧＭ：わかりました、いいでしょう。では、そろそろオープニングに移うつりましょうか！

一同：はーい。


















『ジェネシス』　『ダブルクロス The 3rd Edition』での初のリプレイで『ダブルクロス』への導入ガイド的な役割をになった作品。著者は伊藤和幸。平穏な日常を生きてきた敷島あやめがレネゲイドの脅威にさらされ、オーヴァードとして覚醒し、戦いに身を投じていくリプレイ（全四巻）。

カヴァー　社会的・世間的に認知されているキャラクターの職業、社会的立場。キャラクターの表の顔のこと。

ワークス　キャラクターの立場、稼業などを表わす。

対抗種　他のレネゲイドウィルスに対して攻撃的になる特殊なレネゲイドウィルスの持ち主であることを表わすＤロイス。

ＵＧＮチルドレン　ＵＧＮの施設で育てられた、生まれながらにしてオーヴァードであったものたち。

精鋭　ＵＧＮチルドレンの精鋭であることを表わすＤロイス。

レネゲイドビーイング　レネゲイドそのものが知性を持った存在。

神格　神や精霊と目されるような存在であることを表わす、レネゲイドビーイング専用のＤロイス。

〈ＲＣ〉　レネゲイドコントロールの略。レネゲイドの力を制御したり、衝動を抑え込む際に使用される。

藤井忍　『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』シリーズを好評展開中のフリーランスのライター。『ダブルクロス The 2nd Edition　リプレイ 闇に降る雪』の薬王寺結希をはじめ、数々のリプレイにプレイヤーとして参加している。

基本侵蝕値　そのキャラクターがセッションを開始した段階での侵蝕率を表わす。

《アースシェイカー》　局地的な地震を引き起こし、相手の体勢を崩すハヌマーンのエフェクト。

《振動球》　振動波を打ち出して敵を攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《光の手》　卓越した感覚で光の操作を行なうエンジェルハィロゥのエフェクト。

邪毒　毒物やエフェクトによってキャラクターが中毒症状を起こしていることを表わすバッドステータス。

《リザレクト》　みずからの受けた損傷を回復するオーヴァードが共通で使用できるエフェクト。

ゾディアックウェポン　戦闘能力に秀でたチルドレンにのみ渡されるＵＧＮに一二本しかない大剣。使用者のレネゲイドに反応することで切れ味を増す。ＵＧＮチルドレンのエンブレムデータ。

長谷川奈津美　ＵＧＮの研究組織アールラボ日本班の班長。残忍でも非道でもないが、通常の倫理規範に乏しい。

《炎神の怒り》　みずからを焼くほどの炎を全身に纏い、戦闘力を上昇させるサラマンダーのエフェクト。

《クロスバースト》　冷気と灼熱、ふたつの力を融合させることで攻撃力を強化するサラマンダーのエフェクト。

《ペネトレイト》　武器の形状を変化させ、貫通力を高めるモルフェウスのエフェクト。

《パーフェクトコントロール》　物体の構造を理解し、一瞬だけ完全無欠に使いこなすモルフェウスのエフェクト。

〈白兵〉　素手や刀剣類などで白兵攻撃を行なう際に使用する技能。

『ロボット刑事』　石森章太郎作の漫画、及びそれを原作とした特撮テレビ番組。犯罪捜査用ロボットＫと人間の刑事たちのチームによる特撮刑事ドラマ。

《ヒューマンズネイバー》　レネゲイドビーイングであることを表わすエフェクト。人間そっくりに装うことができる。

《サイバーアーム》　腕をサイバー化するブラックドッグのエフェクト。

《バリアクラッカー》　防御を無効化するブラックドッグのエフェクト。

アージエフェクト　オーヴァードの衝動（アージ）に身を任せることで操る強力なエフェクト。

《クルーエルデバイス》　体内に埋め込んだ機器を殺戮に特化した形態に変化させるブラックドッグのアージエフェクト。

《マグネットフォース》　磁力の反発などを利用して、対象をかばうブラックドッグのエフェクト。

クリティカル　ふとしたタイミングで、ＰＣの執念で、あるいは偶然として起こる大成功のこと。

タイタス　ＰＣを日常に繫ぎ留める力を失ったロイスのこと。タイタスを使用することで、さらなる力を使用することができる。

《無形の影》　影を独立した生物のように行動させ、力を振るうウロボロスのエフェクト。

《原初の●》　他のシンドロームのエフェクトをコピーするウロボロスのエフェクト。

《狂戦士》　強力な覚醒物質を生成し、投与するソラリスのエフェクト。

《妖精の手》　対象の行動を助けるように領域を調整するオルクスのエフェクト。

《要の陣形》　領域を利用し、複数の対象にエフェクトの効果を及ぼすオルクスのエフェクト。
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◆Opening01◆未知との遭そう遇ぐう

Scene Player ─── 今春そよぐ




　兵庫県神戸市。

　歴史あるモダンな港町を、ふたりの女子高生が歩いていた。

　彼かの女じよらの足取りがそろって軽いのは、中間試験後の解かい放ほう感ゆえか。




ＧＭ：それでは、まずはそよぐとフェイドのオープニングから始めましょう。シーンプレイヤーはそよぐ。

そよぐ：はーい。ふたり一いつ緒しよなんですね。では、邪じや毒どくオープニング、始めます！

一同：じゃどくおーぷにんぐ！（笑）




　なにそのオープニング。




ＧＭ：日にち常じようだから！　邪毒関係ないから！　……えー、そよぐは、五十嵐未来いがらし・みらいと一緒に下校中です。とりあえず、今はまだフェイドは登場できません。

フェイド：了りよう解かい。待機する。

そよぐ：えーと、試験が終わったばかりで、ウキウキしてるってことにしていいですか？

ＧＭ：お、いいですね。では、今日は中間試験が終わった日としましょう。今は帰り道、未来と一緒に地元のショッピングモール「モザイク」でも見ていこうかという感じです。




　モザイク（umie MOSAIC）は、神戸ハーバーランドにある複ふく合ごう商業施し設せつである。

　運うん河が沿ぞいの敷しき地ちに立つ六階建ての建物内には各種店てん舗ぽが軒のきを連ね、隣りん接せつする別べつ棟むねにはシネマコンプレックスも入っている。

　若わか者ものからご年配までが楽しめる、実に楽しい場所である。




そよぐ：了解でっす。そうだ、シーン登場による侵しん蝕しよく率りつを上げますね。（ダイスをひとつ振ふる）あ、10が出た（笑）。

辰たつ馬ま：最初から飛ばしてるな！




　侵蝕率とは、キャラクターを侵蝕しているレネゲイドウィルスがどれだけ活性化しているかを表わす数値である。

　この数値が上がるほど、様々な能力が向上していく。しかし、上がりすぎると理性を失いいわゆるジャーム化し、ＮＰＣとなることもある。

　シーンにＰＣが登場するごとに、Ｄ10を振り、数値を累るい積せきしていく。以降はこまかく描写しないが、各ＰＣがシーンに登場するごとに侵蝕率を上昇させているものと考えて欲しい。




そよぐ：解放感に溢あふれすぎてる！　さぁー、夏物買うよ！　モザイクに向かってダッシュダッシュダッシュ！

ユピテル：あらあら、元気ちゃんねぇ。

ＧＭ：では、歩道を駆かけるあなたの後方から、「そ、そよちゃーん、待ってぇぇぇ速すぎぃぃぃぃ～」と、未来の悲鳴が上がります（笑）。

そよぐ：おおっとっとぉ！　じゃあ、立ち止まって振ふり向むく。ミイちゃん、今日はバーゲンだよ！　バーゲンは戦争なんだよ！

ＧＭ：「（息を切らせながら）だ、だからって、ふぅ、ふぅ、は、走らなくて、も……」とようやっと追いついてきます。彼女は優ゆう等とう生せいですが、運動は得意じゃないほうです。

そよぐ：わたしの逆ぎやくだ（笑）。ごめんごめん、試験も終わって、こう、若わかいエネルギーが爆ばく発はつしそうでさー。ドーンと。

ＧＭ：彼女はなんとか息を整えると、にこりと笑います。「そよちゃんらしいねぇ。気持ちはわかるよー。でも、そよちゃん、夏物たくさん可愛かわいいの持ってるじゃない」

そよぐ：（人差し指を立てて）ノン！　流行ってのもあるんだし、今年は今年のを買わないとなわけですよ、ミイちゃんさんや。それに……（いきなり沈しずんだ様子）。

一同：お？

ＧＭ：「どうしたの？」

そよぐ：（力いっぱい）試験のできが酷ひどくてさ！　これはもう、買い物でもしてまぎらわせないことにはさ！

辰馬：勉強不得意なの!?（爆ばく笑しよう）

そよぐ：試験中、頭の中も春一番スプリングストームが吹ふき抜ぬけていきました（笑）。

ユピテル：あらあらん。そよぐちゃんは、お勉強ができない子ちゃんなのねぇん。

フェイド：いや、プレイヤーの経験から言うと、試験の後、自分でできなかった自覚のある子はまともだよ。やばいのは「完璧だった！」とか言うヤツ。

辰馬：オレのことか──っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：未来はいい子なので、「大だい丈じよう夫ぶ、そよちゃんが補ほ習しゆうになっても勉強のお手伝いしたげるから。見返りなんて、お菓か子しくらいでいいから！」と励はげましてくれますよ。

辰馬：見返り求めてるー！

ＧＭ：まぁ、そんくらい遠えん慮りよ無く言える間あいだ柄がらということで（笑）。

そよぐ：ありがとうミイちゃん。一〇〇円でたくさん入ってる系けいのドーナツとか、今度ごちそうするからね。

ＧＭ：「たまにはショップのケーキとか食べたいです、先生！」

そよぐ：はいはい、そのときはお互たがいに奢おごりあおうねー。

ＧＭ：「いいよ～。ただの食たべ比くらべだとそよちゃんには勝てないけど、甘あまいモノなら……あー、勝っちゃう。今、あたし勝利のビジョンが見えちゃったよ」

そよぐ：なにその余よ裕ゆう！

辰馬：めちゃめちゃ仲良いな君ら！（笑）




　他た愛あいのない、けれど、ふたりにとってはかけがえのない時間。

　平和な光景である。

　だが、そこを遥はるか数千万キロメートル離はなれた場所では───




ＧＭ：では、シーンは変わらないんですが、ここで少し、視し点てんを切きり替かえます。場所は……宇う宙ちゆう空間。

一同：宇宙!?（笑）

ＧＭ：宇宙からの来らい訪ほう者しや、フェイド・アウト──フェイドに視点を移します。

そよぐ：ああ、なるほど。

フェイド：了解。では侵蝕率を上げよう。（ダイスを振る）３。49になったぞ。

そよぐ：もう50目前……。

ユピテル：ウロボロスちゃんの宿命ねん。




　太たい陽よう系けい内。

　漆しつ黒こくの空間を、幾いく筋すじもの光条が切きり裂さいてゆく。

　先頭を行く小さな光と、それを追ういくつもの大きな光。

　自然現げん象しようではない。

　その光は、それぞれが明めい確かくな〝意い志し〟を持っていたのだ。




ＧＭ：というわけで、フェイドは宇宙空間を超ちよう高こう速そくで逃にげ回まわっています。背はい後ごには、追手の光が無数に見える。

フェイド：戦せん闘とう状じよう況きよう確かく認にん。……対話の可か能のう性せいは？

ＧＭ：あれば宇宙空間で追っかけっこなんかしません。

フェイド：肯こう定てい。撤てつ退たいする。……だが、なぜ私わたしは追われている？　誰だれが、私を追っている？




　記き憶おく領りよう域いきを走そう査さ。

　エラー。

　再さい試し行こう……エラー。エラー。エラー。

　フェイドは、己おのれが記憶の大部分を欠けつ損そんした個こ体たいであることを認にん識しきした。




ＧＭ：何度も思い出そうとするんですが、あなたの記憶は蘇よみがえりません。思考の隙すきをつき、背後から光の線が走り、あなたの身体を灼やき貫つらぬきます。

フェイド：ぐぅっ！




　フェイドはただ、生せい存ぞん本ほん能のうに従したがって宇宙を駆かけた。

　背後の集しゆう団だんに補ほ足そくされれば、自分は永えい久きゆう停止状じよう態たい、すなわち〝死〟を獲かく得とくするだろう。

　そして……背後の集団とは……彼らは……。

〝同どう胞ほう〟

　一いつ瞬しゆんのイメージ。おそらく、事実。だが、今は、敵てき。




フェイド：状況を理り解かいできない。だが、ここで滅ほろぼされるわけにはいかぬのだ。

ＧＭ：やがて──あなたの前に、青く輝かがやく美しい星が近づいてきます。

フェイド：上空から日本を映うつした画面が表ひよう示じされ、それがだんだんと拡かく大だいしていき、神戸市が映る……といったところかな？

ＧＭ：ええ、港町でフェリーがあり、観かん覧らん車しやも映され……人間が多く集まっている場所であることがわかります。モザイクと呼よばれる商業施設ってことまではわかりませんが。

フェイド：この星についての知ち識しきはないからな。

ＧＭ：そうですね。ですが、知識ではなく体感としてわかることがあります。

フェイド：ほう？

ＧＭ：この星の中では──あなたは長時間存そん在ざいを維い持じできない。

フェイド：……了解した。




　青い星の大たい気き圏けん内に入り、広がる空にその身を躍おどらせたところで、フェイドは気づく。

「わかるぞ……」

　重力、大気組成──自分の存在していた世界とはあまりに異い質しつな世界。

「私は──ここではほんのわずかな時間しか存在を維持できない」




フェイド：危き機き。このままでは逃にげるどころか消しよう滅めつしてしまうな。

ＧＭ：はい。そんなあなたの視し覚かくは、ひとりの少女を捉とらえます。それが、今春そよぐという個体名であることは知る由よしもないわけですが……。

そよぐ：えっ、わたしぃっ？

ＧＭ：フェイドは直感的に、この生物に憑ひよう依いすることで命を繫つなぐことができると理解します。

そよぐ：えええっ!?（一同笑）

フェイド：（冷静に）検けん討とう開始。（即そく座ざに）当とう該がい個体に憑ひよう依いすることを決定。

そよぐ：早っ！

フェイド：これより侵しん入にゆうを開始する。

そよぐ：ちょちょちょ、待って待って、宇宙からの物体Ｘ！（笑）

ＧＭ：しかし、そよぐは、そのことをほとんど認識できないのです。

そよぐ：な、なんと！

ＧＭ：フェイドという〝光〟がそよぐに衝しよう突とつした所で……ふたたび視点はそよぐに戻もどります。




　大気圏外から訪おとずれた光が、突とつ然ぜん己の体内に入り込む──そんなことを想そう像ぞうできる人間などいまい。

　そよぐにとっても、〝それ〟はほんのわずかな違い和わ感かんに過すぎなかった。

　だが、違和感は次の瞬しゆん間かん、彼女の頭の中にだけ聞こえる声として響ひびき渡わたる。




フェイド：（悪そうな声で）……やった、身体を手に入れたぞー!!（爆笑）




　フェイド、大はしゃぎ。




そよぐ：えええええっ!?

ユピテル：ちょっとフェイドちゃん、さっきまでの冷静な態たい度どはどこ行ったのよん！

辰馬：思いっきり悪役のセリフだ……。

フェイド：……失礼。

そよぐ：今の声、わたしに聞こえたの？

ＧＭ：脳のう内ないで何か声が響ひびいた、ってとこですかね。もちろん周囲には聞こえません。

そよぐ：きょろきょろして、ミイちゃんに尋たずねるよ。ねぇ、今なんか言った？　「身体を手に入れたぞー」とか。

ＧＭ：「そよちゃん、何言ってるの？」

そよぐ：今、誰かに身体を手に入れたとかどうとかこうとか、そんな声が聞こえたのに。

ＧＭ：「ええー？　そんな怖こわいこと言わないで。ただでさえバーゲンは戦場とか言われてるのに……」と言っているところに、夏物バーゲンを求めて来た一いち団だんが。

そよぐ：わわわ、ミイちゃんがあれに巻まき込こまれたら大変。こっちこっち。

フェイド：おや、私は乗のり移うつった……というか、安全な場所に入り込んだだけか？

ＧＭ：今のところ、そんな感じです。そよぐが操あやつられたりはしませんね。

そよぐ：よかった（笑）。

フェイド：ところで、私が憑依した対象がオーヴァード……ある種特別な存在だ、ということは認識していいのかな？

ＧＭ：そうですね。レネゲイドの素そ養ようが高いことがわかります。

フェイド：了解。この個体に呼びかけよう。……この惑星の知性体よ、この声が聞こえるか？

そよぐ：はっ、さっきの声!?（笑）　チセータイ？　わたしのこと？

フェイド：肯定。言語野をスキャンした。意思疎そ通つうに問題はない。

そよぐ：こ、これってどういうこと？　キミって何者!?

ユピテル：……それ、声に出だしていっちゃってるのぉん？

そよぐ：あ。う、うん。思わず。

ＧＭ：じゃあ未来が心配そうな視し線せんを向けますね。「あ、あの、そよちゃん？」

そよぐ：あわわ。な、なんでもない！　ぐわー、わたし、変な人だ！

フェイド：発声の必要はない。思考すれば、私はそれを認識できる。

そよぐ：は、はぁ……。じゃあ、ええと……キミ、何者？

フェイド：お前と同じ知性体だ。少しばかり構こう成せい要よう素そは異ことなるが、お前も、私も、近しい存在といえるだろう。この周辺では、お前しか知性体はいなかった。

そよぐ：わたしだけって……ミイちゃんも、ほかの通行人もいるのに。

フェイド：？　それらは原住生物であるが、知性体とは認識できない。……つまり、私の言う〝知性体〟とは、レネゲイドと同一なものを指している。

ＧＭ：レネゲイド以外は知性体として認識しないんですか？

フェイド：肯定。レネゲイドこそ自じ我がのある知性体として認識している。レネゲイドじゃないと、要するに下等生物だと思ってるのだ。

一同：ひでー！（笑）

辰馬：ただの人間は動物扱あつかいかっ！

そよぐ：ちょっと！　なんか失礼だね！

フェイド：否ひ定てい。私は失礼ではない。私は……と、ここで言葉に詰つまる。何しろ、記憶が無いわけだからな。

そよぐ：…………？　急に黙だまっちゃった。

ＧＭ：では、ここでイベントが発生します。まず、空からぽつぽつとにわか雨が降ふり始め、未来が「あれー、天気予よ報ほうじゃ晴れのはずなのに」と驚おどろいてます。そして───。




　突然の雨。

　さっきまで晴れていたので、街行く人々は一いつ斉せいに雨あま宿やどり軒のき先さきへと駆かけ込こむ。

　そよぐは、頭の中から聞こえる声に違和感を抱いだきながら、その光景を見ていた。

　そして。




ＧＭ：そこで、突然悲鳴が上がる！

そよぐ：悲鳴!?

ＧＭ：まず、雨宿りしている通行人のひとりの身体が切り裂さかれ───。

そよぐ：ちょっ！

ＧＭ：そして、その傷きず口ぐちから血ち飛沫しぶきが噴ふん出しゆつします。血飛沫が降りかかった壁かべや床ゆかは、突然、ズタズタに切り裂かれ、破は壊かいされる！

一同：うおっ！

フェイド：異い常じよう事じ態たい。血飛沫自体が、何かを破壊する要素なのか。心配して駆かけ寄よった人も巻き込まれるんじゃないか？

ＧＭ：ええ、駆け寄った人が血しぶきによって切り裂かれ、パタパタと倒たおれ伏ふしますね。

そよぐ：これって、レネゲイドによるものだよね？

ＧＭ：はい。そよぐには、理り性せいを失ったオーヴァード……すなわちジャームが暴あばれ始めたのだとわかります。しかしこのジャーム、《ワーディング》を張はっていません。

そよぐ：くっ！　じゃあ、普ふ通つうの人にも目もく撃げきされちゃうじゃない！

ＧＭ：そうですね、未来も「え……？　これって……え？」と、半ばパニックを起こしかけてますね。

そよぐ：まずい！　わたしが自分で《ワーディング》します！




《ワーディング》。

　自身のレネゲイドを空間に散さん布ぷし、展てん開かいする特とく殊しゆな結界。

　この中ではオーヴァード以外の存在は無力化され、レネゲイドによる異常な現象を認識することもない。

　未来を、そして周囲の一いつ般ぱん人じんの精神を守るため、そよぐは《ワーディング》の使用した。




ＧＭ：空間が塗ぬり替かえられるようにレネゲイドが散布され、人々はこの異い変へんを認識できなくなります。未来もパニックにはなりません。

そよぐ：よかった……って、ジャームを何とかしないと！

フェイド：ＧＭ。そいつは私を追ってきたやつか？

ＧＭ：はい。

フェイド：了解。知性体よ。あれは極きわめて脅きよう威い度の高い敵てき性せい存在だ。

そよぐ：テキセーソンザイ？　ＷＨＡＴ？

辰馬：なぜ英語（笑）。

フェイド：……語ご彙いレベル調整。あいつは危き険けんなので、お前が戦って倒せ。

そよぐ：命令された！　ちょっと、いきなりやってきて失礼だよ！

ＧＭ：そう揉もめていると、ジャームはぐるっとそよぐに顔を向け、語りかける。「ゾ、ゾ……ソコ、ソコニ、イルノカ？」

ユピテル：それ、フェイドちゃんに聴きいてるのよね。

フェイド：否定。私は、ここにはいない。

そよぐ：いるじゃん！（爆笑）

ＧＭ：フェイドが否定しようと、問答無用で襲おそい掛かかってきます。身体から無数の傷きずが開き、そこから血飛沫をカッターのようにして攻こう撃げきしてくる！

そよぐ：なんでわたしを巻き込むのっ！　ええい、こういうのには慣なれてる！　正せい義ぎの邪毒パワーでやっつけてやる！

辰馬：相手がジャームだとわかっているだけあって、対たい応おうが早いな。

そよぐ：新米とは言え、ＵＧＮのオーヴァードですから！

ＧＭ：最初の攻撃を避さけ、戦闘態たい勢せいに入るそよぐですが、ここで違和感を覚えます。まず、いつもより強力な力が沸わきあがってくるんです。

そよぐ：おおっ？　わたし、新たな力に目覚めた……？

ＧＭ：同時に、激はげしい痛いたみが全身を貫く。

そよぐ：えっ、え？　いだいぃぃぃぃっ！（笑）

フェイド：苦しんでいる暇ひまはないぞ、知性体。敵が来る。

ＧＭ：ですね。人を超えた跳ちよう躍やくで、ジャームが襲おそい掛かってくる！

そよぐ：でぇぇぇい！　痛みに耐たえつつ、思いっきり風の刃はを飛ばすよ！　ええと、判はん定ていは必要ですか？

ＧＭ：いや、このジャームはデータを持たないＮＰＣ、つまりエキストラなので、そよぐは宣せん言げんするだけで倒せます。

そよぐ：じゃあ、倒す！




　風が、吹ふいた。

　赤く煌きらめく、凶きよう暴ぼうな風だ。

　それは刃となり、ジャームを討うつ！




ＧＭ：では、その一いち撃げきで相手は戦闘不ふ能のうになります。「マさカ、こンな……力……忌いま々いましい……」と呻うめくと倒れ伏し、口から謎なぞの粘ねん液えきを吐はき出だします。

そよぐ：うわっ、気持ち悪い。




　溢あふれ出でた粘液は、それ自体が意志を持っているかのように蠢うごめいていた。

　そよぐが追つい撃げきの態勢を整えようとした瞬間、それは蒸じよう発はつした。




辰馬：む、消えた？

ＧＭ：あとには、今のジャームによって操られていたのであろう人間が気き絶ぜつしています。

そよぐ：駆け寄ります。大丈夫かな？

ＧＭ：怪け我がをしてますが、命に別べつ状じようはなさそうです。

そよぐ：ふう、よかった。あれ？　じゃあ、あの力は……？　さっきの粘液みたいなもののせい？

ＧＭ：その可能性は高いですね。

そよぐ：新手のジャーム発生か……。

フェイド：敵性存在の排はい除じよを確認。お前の能のう力りよくを評ひよう価かする。

そよぐ：上から目線だー。ていうか、いつまでわたしの頭の中に入ってんの？

フェイド：憑依母体の選せん択たくを誤あやまったようだ。お前は強力すぎ、私では制せい御ぎよ下に置くことができない。

そよぐ：当たり前だよ！　それになんか身体痛いし……。

フェイド：お前に損そん傷しようを与あたえた記憶はない。

ＧＭ：そよぐもフェイドも、そよぐの中のレネゲイドが、異い物ぶつを排除するために活かつ性せい化かしているのだと認識できますよ。

フェイド：理解。つまり、私を排除するために、彼女のレネゲイドが強くなっていると。

ＧＭ：はい。この出会いにより、そよぐのレネゲイドは「対抗種」として覚かく醒せいする……というわけですね。そよぐも、先ほどの攻撃を見て、力が強くなっているのを自覚します。

そよぐ：おおお。

フェイド：となると、私自身も被ひ害がいを受けてしまいそうだ。……お前の身体は適合しない。別の原住生物へ緊きん急きゆう避ひ難なんすることとしよう。

そよぐ：別のって？

フェイド：そこで気を失っている個体がいい。未来のことだな。

そよぐ：な、何言ってんの!?　ダメに決まってるでしょ！　ミイちゃんを巻き込まないで！

フェイド：理解不能。お前には被害を与えない。それとも、その原住生物はお前の私し的てき所有物なのか？

そよぐ：ミイちゃんは友達なの！　とにかくダメなものはダメ！　……と、虚こ空くうに向かってキレます（笑）。

フェイド：拒きよ否ひ。このままでは、私が永えい久きゆう的てきに活動を停止する可能性が高い。

そよぐ：んー、厄やつ介かいだなぁ。やっぱり、専せん門もんの人に相談するのがいいかな。

フェイド：専門とは何か。

そよぐ：ＵＧＮ。こういうときに頼たよりになる人たちだよ。今連れん絡らくするから。もうちょっとそこで我が慢まんしてて。

フェイド：了解。可か及きゆう的てき速すみやかな対たい処しよを依い頼らいする。……本地域での時間単位を確認。二四時間以内に我われ々われが分ぶん離りされない限かぎり、両者は消滅する可能性が九五％。

そよぐ：えええっ!?

辰馬：すごい、第一話のオープニングなのにもうＰＣ①に消滅の危機が（笑）。

ＧＭ：お、オレは何も言ってないのに二四時間で消滅することになってしまった（笑）。まぁ、面おも白しろいからそれで行きましょう。

そよぐ：すっごく困こまるよ！（笑）　何とかしなくちゃ。ＵＧＮ支し部ぶに連絡する！




　正体不明のジャームと、そよぐの中に入はいり込こんだ謎のレネゲイド。

　既すでに一般人を巻き込んだ事じ件けんに発はつ展てんしているとあれば、見み過すごすわけにはいかない。

　そよぐはすぐさま携けい帯たい電話を取り出し、専せん門もん家か──ＵＧＮ神戸第三支部をコールした。







◆Opening02◆支し部ぶ長ちようは、ロボ

Scene Player ─── ユピテル




　神戸市港こう湾わん区にある一軒けんの店。

　洒落しやれた輸ゆ入にゆう衣料や小物を扱っている人気店だが、それは表向きのこと。

　ここはオーヴァードの存在を秘ひ匿とくし、支し援えんする組そ織しきＵＧＮの神戸第三支部がある。

　そして、そこの支部長は───




ＧＭ：では、次のシーン。ＵＧＮ神戸第三支部が舞ぶ台たいで、シーンプレイヤーはユピテル。辰馬にも一緒に登場してもらいますよ。

辰馬：あいよー。

ユピテル：ここ、どういう支部にしようかしらねぇん？　アタシの好みで、ちょっと小洒落たお店にしたいんだけどぉ。輸ゆ入にゆう物ものの服とか、アクセとか、そういう店。

ＧＭ：お、いいですね。じゃあそれを採さい用ようしましょう。

フェイド：店の名前は、ユニバーサル貿ぼう易えきでいいのではないかな。

ユピテル：なんか垢あか抜ぬけないわねぇ……でも、ＵＧＮのユニバーサルだからいいわ（笑）。

ＧＭ：では、場所は「ユニバーサル貿易」の店舗。神戸の港湾区にあるお店ですかね。辰馬とユピテル、ふたりとも侵蝕率をどうぞ。

辰馬：（ダイスを振る）うわ、９点上がった。

ユピテル：（ダイスを振る）あ、１点よーん。じゃあ、みんな今日もキリキリ働いてねーと命令しつつ、アタシは机つくえに座すわってファッション雑ざつ誌しをあれこれ眺ながめてる。

辰馬：ちょっと支部長、働かないの？（笑）
















ユピテル：大丈夫、アタシは色々できるから。そうすると肩かたのとこがガシャンと開いて、判子を押おしてくれるアームが展開するわ。ガチャコンガチャコン（判はん子こ押す仕草）。

辰馬：テキトーだなおい！（笑）

ユピテル：辰馬ちゃーん、細かいこと気にしちゃダメよ。お店はチーフたちに任まかせておけばいいし、ＵＧＮの仕事なんて、今は暇なんだから。エンジョイしなきゃダ・メ♪

辰馬：このロボット……。

ユピテル：それに、こないだまでは忙いそがしかったでしょう？　京都支部が急になくなっちゃったりしてさー。ずっと休みなしだったじゃない。アタシだって、バーゲンで買いたい物がたくさんあるのにぃ～。




　このあたりの経けい緯いは、『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』シリーズを参照されたい。




辰馬：確たしかに、こちらからも応おう援えんに行ったが……そもそも機械のあんたが疲ひ労ろうするのかよ。

ユピテル：もちろんよ。疲つかれるし、お腹なかすくし、泣きも笑いもするのよ。辰馬ちゃんと恋こいに落ちることだって……できるわよぉ？




　色っぽく笑うユピテル。

　機械の顔に、そんな器用なことができるだろうか？

　できるのだ。そう思った時、辰馬は──、




辰馬：ずざざざーっと後ずさる（笑）。結けつ構こうだ！　いや、勘かん弁べんしてください。

ユピテル：んっふふふ。ところで辰馬ちゃん、アナタ、中間試験どうだったの？

そよぐ：あ、そういえばそういう設せつ定ていにしてたね（笑）。

辰馬：完璧だよ！（笑）試験中も、上手うまく抜ぬけだしてジャームは退たい治じしてみせただろ。

ユピテル：アタシは試験の話をしてるのよぉ？

辰馬：……オレの【精神】は１だ（笑）。

ＧＭ：まぁ、それが即そく、頭悪いというわけではないですけどね。辰馬の場合は、勉強は苦手ということですね。

辰馬：決して得意とはいえない。成せい績せきは常つねにスレスレ。

ユピテル：勉強はしといた方がいいわよぉ。可能性が広がるんだから。こう見えて、アタシも学生時代は……。

辰馬：学生だったことあんのか！（笑）

そよぐ：想像つかない……。

フェイド：男と女、どちらの制せい服ふくだったのかも気になるな。

ユピテル：ふっふっふ、アタシは謎多きビーイング。

辰馬：こんなにも胡う散さん臭くさい支部長は初めてだ。

ユピテル：なーにいっちゃってんのよ。アタシが入れば、事じ務む処しよ理りの能のう率りつは[image: ]％アップよ。そう言って、中身を見もせずにサブアームで書類に判子十六連れん射しや。

辰馬：それは仕事じゃねぇぇぇ！　そんなんオレでもできるわぁぁ！（爆笑）

ＧＭ：放っておくと、この面白い漫まん才ざい永えい遠えんに続きそうだ。そろそろ事件を起こしましょう。いきなり、荒あら々あらしく支部長室の扉とびらが開きます。

辰馬＆ユピテル：ん？




　入ってきたのは、神戸第三支部のエージェントのひとりだ。

　ノックもなく、挨あい拶さつもない。




ＧＭ：顔を見せたのは、神戸第三支部のエージェントのひとりです。様子は変ですね。

ユピテル：あらー、どうしたの相あい原はらちゃん？

そよぐ：相原って名前なんですね（笑）。

ユピテル：今、適てき当とうに名付けたわ。

ＧＭ：では、その相原くんは、唇くちびるの端はしだけ釣つり上あげてニヤリと笑う。

ユピテル：……あららーん？

辰馬：支部長！　と言いつつ、オレは油ゆ断だんなく構かまえる。

ユピテル：アタシもそこまでボケちゃいないわ。同じく戦闘態勢。

ＧＭ：では次の瞬間、彼の全身に切きり傷きずが浮うかび上あがり、そこから血飛沫のカッターがぐあああっと噴ふき出だします！

そよぐ：わたしの時と同じだ！

ユピテル：……確認するけど、これって相原ちゃんの能力じゃないわよね？

ＧＭ：はい、彼は事務担当の職員であって、オーヴァードではありません。

ユピテル：ＯＫ！　血のカッターが飛んできたら、ばっと机かなんかを飛とび越こえて辰馬ちゃんの前に立つわ。こんな柔やわ肌はだに見えて、アタシってば頑がん丈じようなのよ。

辰馬：知ってるよ！（笑）




　軽口を叩たたくユピテルに、血の刃が襲い掛かる！

　流行のモードでまとめられていたファッションが吹ふき飛とび、鋼こう鉄てつのボディが露あらわになる。

　だが、ユピテルには傷ひとつない。




辰馬：さすが支部長、なんともないぜ！（笑）

ユピテル：ステキな服がダイナシよ！　それに、玉のようなお肌はだが荒あれちゃったわ！

フェイド：訂てい正せい。玉のようなではなく、玉たま鋼はがねのような肌、だな。

ユピテル：いいのよ！（笑）　ともかく、何かが取とり憑ついてるのかしら？　洗せん脳のうとかじゃなさそうだけど。

ＧＭ：経けい験けん的てきに、何者かが憑依して操っているということはわかっていいですよ。

ユピテル：なるほどね。ウチの大切な事じ務む員いん、返してもらいましょうかねぇん？

ＧＭ：「……ギ、キミたち、に、でキるかナ？」不自然な発音は、どこか慣れてない印象を受けるが、日本語としては十分通じるレベルだ。明らかに相原くんではない。

辰馬：ジャームにでも取り憑かれたかね。

ユピテル：ま、やっつけてから考えましょ。

ＧＭ：そいつは、ふたたび血けつ液えきの刃を飛ばそうとしますが……。

ユピテル：ちょっと辰馬ちゃん、ここは任せるわよ。きっとエキストラだし。

辰馬：ああ。エースに任せな！　懐ふところからずるりと、ゾディアックウェポンを引ひき抜ぬく。このためにちゃんと《折おり畳たたみ》取ったんだ。




　辰馬の懐から現あらわれたのは、一ひと振ふりの大たい剣けん。

　どこに隠かくされていたのか。

　まるで奇き術じゆつのように現われたそれは、辰馬の一部であるかのように調和して見えた。

　ゾディアックウェポン───選ばれし者の武ぶ器き。




ユピテル：モルフェウスだから何でもアリよね。相原くんを取とり押おさえて！

辰馬：で、そのまま走りこんで斬きるぞ。とうっ！（切り裂く仕草）　よしやったか!?　うわっ、まさかこいつギャアアアアッ！

一同：早っ！（爆笑）

ユピテル：なんでいきなり返かえり討うちに遭ってるのよ！

そよぐ：エキストラに負けちゃった……（笑）。

辰馬：い、いや、いつもの癖くせで。

ユピテル：頼たのむからこんなトコロで死なないで～。

辰馬：お、おう。ちゃんと攻撃しますよ！　しちゃうよ！　するぜ！　おりゃっ！

ＧＭ：では、ずばしゃあと切り裂かれ、傷口が炎えん上じよう。ばたっと倒れる。

辰馬：燃もえ尽つきな、化け物！

ユピテル：……取り押さえろって言ったじゃない。

辰馬：あっ。だだだ、大丈夫！　峰みね打うちだ！

ユピテル：燃もえてるでしょー！（爆笑）

辰馬：峰みね焼きだ！　燃えてるけど火傷やけどはしない！

ユピテル：ンなわけあるかぁぁぁっ！　消して消して！　相原くん死んじゃう！　ていうか店も燃えちゃう！

辰馬：ああっ、カーテンに火が！　神戸第三支部が燃えるぅぅぅ！




　オープニングで神戸第三支部を焼しよう失しつさせないでいただきたい。




ＧＭ：燃えませんから！　なぜなら……。

辰馬：ん？

ＧＭ：一度は倒れるんですが、すぐにむくりと起き上がります。「ゴノ程てい度ど、カ……」

ユピテル：あら。

辰馬：馬ば鹿かな！　起き上がってくる、だと!?

ＧＭ：そして、相原くんの血飛沫が炎ほのおに振りかかると、たちまち消し去ってしまいます。血飛沫が触ふれると、辰馬のエフェクトが全然効きかなくなっているように見えますね。

辰馬：何ぃ？

そよぐ：エ、エキストラじゃなかったの？

ＧＭ：エキストラではあるんですが、なにか見たことのない力にはばまれて、ダメージを与えられないようです。

辰馬：なんだと……、とりあえずゾディアックウェポンの斬撃を繰り返すが……。

ＧＭ：ダメージを与えられません。まるで、なにか液体でも斬っているような、手応えのない感じです。

辰馬：支部長！　こいつ、なんか変なからくりを持ってるぞ！

ユピテル：ちょっと普通じゃないみたい、ね。

辰馬：だが、負けるわけにはいかない！　この剣にかけて。

ＧＭ：おっ、突つっ込こんできますか。こちらは防ぼう御ぎよを考えなくていいので相あい討うち上等ですよ。

辰馬：さっきは威い力りよくが足りなかっただけだ。オレの全力の一撃ならば！

フェイド：対象の死し亡ぼうフラグを確認（笑）。

辰馬：てりゃぁぁぁぁっ何っオレの一撃を躱かわした!?　は、速い！

ＧＭ：では、華か麗れいに避けて、辰馬の首根っこをガシッとつかんで、全身から血のカッターをばしゅんと放ちます。至し近きん距きよ離りから連打。

辰馬：うぼあー!?　ズタズタに斬り裂かれて気絶する。うひょー、敵、強い！

そよぐ：なんか嬉うれしそう……（笑）。

ユピテル：辰馬ちゃん!!　……こっちが攻撃してもやっぱり同じかしら？

ＧＭ：そうですね、通用しそうもありません。しかし、無理な身体の動かし方をしているせいか、相原くんの身体はボロボロの状態です。

ユピテル：人の部下の肉体を酷こく使ししてくれちゃって……。

ＧＭ：「……ふむ。急ごしらえの肉体でハ、この程度か。まアいい、小手調べとしては十分だ」と呟つぶやきます。言葉はさっきより流りゆう暢ちようになってます。

ユピテル：アナタ、何者？　ＦＨ……ってわけでもなさそうだけど。




　ＦＨ（ファルスハーツ）はオーヴァードによって構成されたテロ組織である。レネゲイドの真実を公開し、オーヴァード有位の社会を築くことを目的として活動している。




ＧＭ：「これからこの都市をいただくモノ。そうだな、お前たちの言葉で言うならば……インベーダーだ」

一同：インベーダー!?

ユピテル：インベーダー……侵しん略りやく者しやってことね。

ＧＭ：言い終えると、相原くんは人間離ばなれした跳躍を見せ、窓まどを突つき破やぶって姿すがたを消します。

辰馬：ぐっ……！　ま……待て！

ユピテル：辰馬ちゃんを押しとどめるわ。そんなボロボロの体で何ができるのよ。

辰馬：し、しかし！

ユピテル：いずれにせよ、今は対たい抗こう策さくが見つからないわ。奴やつの正体も、目的もわからない。

辰馬：黙って引き下がれ、と？

ユピテル：まさか。これですんなり済すむと思ったら大おお間ま違ちがいだわ。……何はともあれ、怪我をどうにかしないとね。神戸第三支部全体はどんな感じかしら？

ＧＭ：はい、攻撃を受けたのはあなたたちだけではありません。他の者たちも、インベーダーに憑依された相原くんにやられているようです。

ユピテル：あららー。まず、辰馬ちゃんに手当てを。それとみんなの治ち療りようよ。

辰馬：すいません……。

ＧＭ：では、そこで、そよぐから連絡が入ってくるというところでシーンが終しゆう了りようです。

ユピテル：はいはーい。

そよぐ：大変なことになっちゃってる……！






《折り畳み》　物品を紙状に折り畳むことで相手の目から隠すモルフェウスのイージーエフェクト。
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◆Middle01◆その名はフェイド

Scene Player ─── フェイド




　フェイドは、困こん惑わくしていた。

　知ち性せい体・今いま春はるそよぐに寄き生せいしたが、状じよう況きようは良好とはいえない。

　記き憶おくは失われ、敵てきは存そん在ざいし、そしてそよぐとの適てき合ごう状況は最悪。

　そして今、彼かれはＵＧＮという組そ織しきの支し部ぶへと連れて来られたのだ。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入ります。シーンプレイヤーはフェイドです。

フェイド：了りよう解かい。

そよぐ：わたしも出るんですよね？

ＧＭ：はい、ここは全員登場します。みなさん、侵しん蝕しよく率りつのダイスを振ふっておいてください。さて、そよぐがフェイドとともに神戸第三支部を訪おとずれると、室内は惨さん憺たんたる有様です。

そよぐ：こ、これは何があったんだろう？

フェイド：何らかの戦せん闘とうが行なわれた直後と推すい定てい。ＵＧＮ支部は、戦時下なのか？

そよぐ：そんなことないよー。ありゃー、モザイクでも大変なことがあったのに……。

ユピテル：そっちも処しよ理りしなきゃいけないのよね。手が空いてる支部のメンバーを向かわせて、適てき当とうな事じ故こがあったということで片かたづけておくわ。

辰馬：そよぐが《ワーディング》したようだし、大きな騒さわぎになっていないだろう。

そよぐ：よかったー。あ、ミイちゃんは上手うまく誤魔化して先に帰ってもらいました。

フェイド：適てき切せつ。一いつ刻こくも早く、私わたしをＵＧＮとやらに紹しよう介かいすべし。

そよぐ：ああもううるさいなぁ……と怒おこっても、周りからは変な目で見られちゃうんだよね（笑）。るーるー（涙なみだ）。

辰馬：何を独ひとり言を呟いてるんだ、そよぐ。そう言いつつ登場。包帯グルグル巻まきで、とりあえず荷物運んだりしてる。

そよぐ：たっつん、その怪け我が！

辰馬：ちょいと厄やつ介かい事があってな……。ってたっつん……って？

そよぐ：あ、そよぐはいつもそう呼んでるってことにしようかなって（笑）。

辰馬：お、面白い！　いいんじゃないでしょうか（笑）。でも、そう呼ばれるとオレは照れるよなぁ。たっつんって呼ぶなって（笑）。

ユピテル：青春ねぇ～（笑）。さて……アタシは、倒たおれて焼やけ焦こげた机つくえの上に腰こし掛かけて出で迎むかえるわ。あー、そよぐちゃーん、助けに来てくれたのねーん。

そよぐ：助けに来たっていうか、わたしのほうこそ助けて欲ほしいっていうか……。

フェイド：要よう領りようを得ないので、ここは尊そん大だいな態たい度どで喋しやべらせてもらおう。早く話を進めるのだ、知性体。

そよぐ：（大きな声で）ちょっと待ってってば！　それに、わたしは今春そよぐであって、知性体なんて名前じゃないっ！　……と虚こ空くうに向かって叫さけびます。

辰馬：そよぐ……熱でもあるのか？

ユピテル：そよぐちゃん……うん、やっぱ帰って休んでもらおうかしら……。

そよぐ：（慌あわてて）違ちがう！　違うの！　話を聞いて！　……ＧＭ、ここでこちらの状況をふたりに話していいですか？

ＧＭ：ＯＫ。ユピテルたちも、先ほどの様子を伝えるってことでいいですか？

ユピテル：もちろんよん。




　両者は、お互たがいの状況を話し合った。

　そよぐは、モザイクでジャームが暴あばれたこと、そして自分の中によくわからない異い物ぶつが侵しん入にゆうしているということ。

　ユピテルたちは、恐おそるべき敵の襲しゆう撃げきを受けたこと。




辰馬：……ふむ。情じよう報ほうを総そう合ごうすると、そっちもこっちも、似にた敵に襲おそわれたんだな。

そよぐ：こっちは大したことなかったけど……。

ユピテル：こっちは被ひ害がい甚じん大だいねぇ。

辰馬：面めん目ぼくない（笑）。

そよぐ：それでですね。なんか、どっちも、わたしの頭の中にいる変なのを追ってきた奴やつや、その仲間っぽいですよね。

ユピテル：そのことなんだけど……姿すがたが見えないからねぇ。

辰馬：フェイドの存在って、こっちから認にん識しきできるのか？

フェイド：今はまだ私の声がそよぐの脳内に聞こえるだけだろうな。外に出ていないし。

ＧＭ：とりあえず、ほかの人はフェイドを認識できない、としておきましょう。

そよぐ：うわわー、信じてもらえなさそう（笑）。

辰馬：とりあえず話を聞いてみるよ。ええと、そよぐの〝中〟にいる奴。聞こえるか？　お前は人間の敵か？　ぎろりと睨にらむ。

フェイド：敵てき意いを感知。ふむ、こいつらも知性体と認識したので応こたえてやろう。私はお前たちに敵てき対たいする意い志しはない。

そよぐ：……と、言ってます。言葉を取り次ぐよ（笑）。

辰馬：信じられるかよ。襲ってきた奴の仲間なんだろ。

フェイド：否ひ定てい。襲しゆう撃げき者しやは、私にとっても敵てき性せい存在である。彼らも私も、この星の外部から飛来したという点では共通しているが、目標を同じくするわけではない。

そよぐ：……と、言ってますよー。

辰馬：ああ、埒らちが明かねぇ！（笑）

ユピテル：なんとか、表に出ることはできないの？

フェイド：可か能のう。ただ、憑ひよう依いするべき〝器うつわ〟が必要である。だが、お前たち知性体では、拒きよ絶ぜつ反はん応のうが強すぎるようだ。

そよぐ：そ、そうだよ！　なんかわたし体の調子が変だし、しかも二四時間で死んじゃうみたいだし！

辰馬：もう、なんとかしてそのフェイドをブッ倒すのがてっとり早いんじゃないのか（笑）。

ユピテル：まぁまぁ。もし本当に宇う宙ちゆうから来た宇宙人じんなら、これは接せつ近きん遭そう遇ぐうって奴よ。慎重にやるに越こしたことはないわよん。文明人だものね。

ＧＭ：人間よりもロボのほうが理り性せい的てきですね（笑）。……では、ここらで、フェイドにはなにか別のものに乗のり移うつって、肉体を得てもらうことにしましょう。

フェイド：了解。そうだな……レネゲイドによる抵てい抗こうがないことを考えると、原住生物は適当である。キャパシティや行動可能範はん囲いを考えると、お前たちと同じ姿の生物……ニンゲンの器を一個こ譲じよう渡として欲しい。

そよぐ：だから、人間は物じゃないんだってば。

フェイド：では、なにか適切な器を選んで提供してくれ。

辰馬：プレイヤーの希望はないんですか？

フェイド：実はねぇ、あまりに非人間ＰＣをやりすぎてさ、ネタが出てこないんだよ（笑）。で、ＧＭと相談した結果、今回は他のプレイヤーに決めてもらうのが、なんだか楽しくていいのではないかってことになったんだ。

ユピテル：なるほど（笑）。

そよぐ：そんなに非人間ＰＣをやってるんですか？

フェイド：うん。できれば、今までＰＣでやってないものがいいんだけど……。ちなみに、ネコは何度かやった。

ＧＭ：オウム。狐きつね。

ユピテル：カラスとかもありましたね。でも、あの時は全員動物でしたが（笑）。

フェイド：杖つえ。それから車も。

辰馬：ロボとか、箱とか。

ＧＭ：怪かい獣じゆう。でも実は島だったんだよな。

フェイド：幽ゆう霊れいも何度かあるな。

そよぐ：本当に非人間ＰＣ多いですね（笑）。

フェイド：そうなんだよなー。

ＧＭ：意外ですが、犬はないですよね。

そよぐ：生き物じゃないとダメ？

フェイド：無機物でもかまわない。精神体なので、精神の絆が結べるような物ならなんでもいい。ＧＭと相談してそういう設定にした。『ＤＸ３』的に言うと、ロイスの対象になるならＯＫだ。

そよぐ：思い入れがあるもの……携けい帯たい電話とか？　色々デコってて、思い入れあるよ。……あ、やっぱダメ。個こ人じん情報抜ぬかれそう。

フェイド：知性体の私し的てきな情報に興きよう味みはないが。

そよぐ：そういう問題じゃないの！（笑）　昔の黒歴史のポエムとか見られたら困るし。

辰馬：ポエム……書いてたのか？（笑）

そよぐ：た……例えばの話だから（笑）。

ユピテル：無機物でいいなら、ぬいぐるみとかもありよね。

フェイド：ぬいぐるみとは何か。

そよぐ：布ぬのと綿めんで作った、作り物の動物だよ。じゃあ、自分の鞄かばんにボールチェーンでつけていた小さなぬいぐるみを見せます。

ＧＭ：どんなぬいぐるみですか？

そよぐ：んー……オコジョ、かな。

ＧＭ：あの、胴どうの長いイタチみたいなヤツ？

そよぐ：そうそう、軽かる井い沢ざわとかにいる。旅行先で両親に買ってもらって思い出が染しみ付ついてるとか、そういうの。

フェイド：感情検けん索さく……終しゆう了りよう。知性体よ、私はそれになら転てん移いできそうである。

そよぐ：そうなの？　ちょっとだけ迷まようけど、いいよ。このオコジョさんに入ることを許ゆるしましょう。

フェイド：では、お前の中から退たい去きよするとしよう。




　痛いたみも、衝しよう撃げきもなく、そよぐの中からフェイドは消えた。

　むしろ、違い和わ感かんが消えて爽そう快かいなくらいだった。

　ほっと目を落としたそよぐの手の中で、もぞりとオコジョのぬいぐるみが動いた。



















ＧＭ：転移は瞬しゆん時じに終わり、オコジョのぬいぐるみが動き出します。

そよぐ：わっ、動いた！

辰馬：うおっ！　こりゃあ、誰だれかのエフェクトじゃあ……ないよな。

フェイド：衝撃耐たい久きゆう性せい、問題無し。隠おん密みつ性も高い。悪くないな。

ユピテル：あらあら可愛かわいい。ＵＧＮ神戸第三支部のサブマスコットには、なれるかもね。

そよぐ：メインのマスコットなんていましたっけ？

ユピテル：アタシよ。

そよぐ＆辰馬：あー……。

ユピテル：失礼な反応ね！（笑）　ともあれ、可愛くてアタシ的には満足よ。

フェイド：挨あい拶さつをするとしよう。

ＧＭ：それは直立してるんですか？

フェイド：そう、まだ慣なれないからな。クネクネ動いたりする。

そよぐ＆ユピテル：かわいい～！

フェイド：語ご彙いが理り解かいできない。〝カワイイ〟とはいかなる意味か。……そう言いつつ、つぶらな瞳ひとみを向けたり、尻しりをふりふりしたりする。

辰馬：あ、あざとい……！

ユピテル：アタシもこの鋼のボディをくねくねして可愛さに悶もだえてるわ。きゃー、キュートよぉぉぉぉ！




　なんだこの空間。




フェイド：ともあれ、自じ己こ紹介をしよう。私は私は……私は……誰なんだろう？

辰馬：こっちが聞きてえよっ！（笑）

フェイド：私は遠くからやってきた。で、この地に降おり立たったが……記憶を欠けつ損そんしている。私は君たちの言葉でいうレネゲイドビーイングと呼ばれている存在だ。……そよぐの記憶から色々学んだということで。ＧＭ、このくらいなら、言っていいよね？

ＧＭ：いいですね。ある程てい度どの知ち識しきを得たということで。

ユピテル：名前とかないの？

フェイド：個体を識別する名称か、それも憶えていないので、君たちの言葉で適切なものを探そう。では、便べん宜ぎ上、私のことはフェイド・アウトと呼よべ。

ユピテル：「消失」っていう意味ね。

フェイド：今の気分にぴったりなのだ（笑）。

そよぐ：オコジョのフェイドさんだね。名前と姿ができたら、親しみやすくなったよ！

ユピテル：そよぐちゃん！　アタシ、アナタのこと信じていたわ。宇宙人は脳のう内ないの存在じゃなかったのよねぇん。

辰馬：あ、先に言われた（笑）。

そよぐ：ユピテル支し部ぶ長ちようならそう言ってくれると思ってたよ。たっつんとは大おお違ちがい。

辰馬：くっ……！（笑）

ユピテル：アタシ、そよぐちゃんを疑うたがうなんてことはしないわ。

辰馬：オレだって別にそよぐを疑っちゃいない。ともかく、ええとフェイドだっけか。話を進めてくれや。

フェイド：了解した、知性体。

そよぐ：その〝知性体〟ってのもやめようよ。わたしは今春そよぐ。そよぐでいいよ！

辰馬：辰馬、だ。

ユピテル：ユピテルよん。ここの支部長だから、まぁ偉えらいわね。

フェイド：承しよう知ち。では以後、その個体名で呼ぼう。……しかし、何を説明すればいいのだ？

ユピテル：記憶喪そう失しつだもんね。

フェイド：どういう存在かを説明するならば、意い識しき体が私の本体であり、君たちのように物理的な肉体に個を縛しばられてはいない。ゆえに器は何でもかまわない。

ユピテル：本当に地球外からやって来たの？

フェイド：肯こう定てい。理由は思い出せないが、私は同族と対立し、追われていた。だが、そこのそよぐに倒してもらった。

辰馬：そこだよ、そこ。どうしてそよぐには倒せて、オレには無理だった？　この、エースであるはずのオレが！（笑）

そよぐ：ああ、たっつんの負けん気が出てしまった……。わたしは何か思い当たります？

ＧＭ：いえ、そよぐに心当たりはありません。いつもどおりに戦っただけです。ただ、エフェクトの威い力りよくが高まっていたのと、普ふ段だんなら感じない痛み──レネゲイドに自分の身体の一部が喰くわれていくような感覚をかすかに覚えました。

そよぐ：ひいい！　でも確かにＨＰ３点減へるくらい痛かったんですよね。「対抗種」の代だい償しよう的に。

ＧＭ：はい。「対抗種」は自分の宿主であるあなたの肉体も傷きずつけてしまいます。でも、オープニングの戦闘は演えん出しゆつなので、ＨＰを減らさなくてかまいません。

そよぐ：じゃあ、たっつんに説明するね。だから、わたしのレネゲイドパワーが、バーッと盛もり上あがって、チクっといたかったけど、バシュッと敵を倒しちゃったわけよ！




　言葉の意味は分からないが、とにかく勢いきおいだけは伝わる説明である。




辰馬：もっと、理性的に分かる言葉で言ってよ！　オレ、カンが鈍くて空気読めないから、フィーリングで語られるとツライ（笑）。

そよぐ：わたしだって混乱してたから、上手く言葉にできないんだよ！（笑）

ユピテル：アタシ、ロボだけどなんとなくわかるわ。

そよぐ：支部長のオンナのカンってスゴイ！（拍はく手しゆ）

辰馬：ええっ。ロボットなんだから、０と１の演算で表現できるデジタルなこと以外は「ビーッ、理解不ふ能のう」とか言ってよ！

ユピテル：それはお爺じいちゃん世代のロボットよ……アタシはヤングなのよ。

そよぐ：そんな概がい念ねんがロボットにもあるんだ……（笑）。

辰馬：ヤングって……支部長、何歳なんだ（笑）。

ＧＭ：ともかく、そよぐが敵を倒せたのは、フェイドの一時的な憑依によって目覚めた「対抗種」の力かもしれません。現げん時じ点てんで詳しよう細さいは不明ですが。

そよぐ：なるほどねー。

フェイド：……提てい案あんがある。

ユピテル：何かしらん？

フェイド：諸しよ君くんは大変強力な知性体だ。私は、自己の保ほ存ぞんのためにも、しばらく厄介になることにしたい。

辰馬：ちょっ！（笑）

ユピテル：すごくさらっと言われたけど。まあいいわ、可愛いし（笑）。

辰馬：いいのか支部長!?　あなたロボットでしょ！

ユピテル：やぁね、そんな当たり前のこと言って（笑）。

辰馬：ロボってのは、なんというか「我われ々われにはそんな余よ裕ゆうはない」とか「異分子との連帯はプログラムにない」とか言って冷たく断ことわるもんなんじゃねぇの？

ユピテル：別にいいじゃない。彼の正体は不明だけど、情じよう報ほう源げんになるし。目の前の事じ態たいに対たい処しよするうえで、彼の存在はＵＧＮにとっても有ゆう益えきよ。

フェイド：そうだ。あのインベーダーに有ゆう効こうな攻こう撃げきを与あたえられたのは、そよぐの身に起こった変調が原げん因いんかもしれない。私はその情報が知りたいし、分かったことは教える用意がある。

ユピテル：ね、協力できると思わない？

辰馬：むぅ……。

ユピテル：その件は第三支部としても、できることは調べてみたいところね。そよぐちゃんから採さい血けつするとかして検けん査さをすることはできるかしら？

ＧＭ：可能ですよ。

ユピテル：そよぐちゃんは同意してくれる？

そよぐ：はい。わたしも調べて欲しいし。

ユピテル：わかったわ、医療スタッフを呼んで手配しましょう。

ＧＭ：ではそういうことで。




　ユピテルの指示で、神戸第三支部の医療スタッフが登場。

　手早くそよぐから採血を行ない退室していった。




ＧＭ：──検査結果が出るまでは少し時間がかかりますね。

そよぐ：了解です。それじゃ、今日はこれで解かい散さんかな？　オコジョさん……じゃなくてフェイドちゃん、行こっか。

フェイド：行くとは？

そよぐ：わたしんち。居い候そうろうさんだね。

フェイド：居候。新しい概念だ。

辰馬：おいおい、そよぐ。そいつを自分の家に招まねき入いれていいのかよ。

そよぐ：うん。言葉は失礼だけど、悪い子じゃなさそうだし。それに、放っておいて何かされるよりマシだと思うよ。

ユピテル：いい子ねぇ、そよぐちゃん……。

辰馬：そりゃまそうだが……しかたない、支部長が決めたことだしな。けど、なんかあったらすぐに連れん絡らくしろよ。

そよぐ：あいあいさ、たっつん（軽く敬けい礼れいする）。

辰馬：だ……だからたっつんはやめろよ！（笑）

ユピテル：あー、そのことなんだけど。今日のところは、とりあえずフェイドちゃんにはうちの支部にいてもらえるかしら。調べたいこともあるしさ。

フェイド：私はどちらでもかまわんが。

そよぐ：あ、はい。支部長のユピテルさんがそういうなら、わたしはそれで。……フェイドちゃん、その身体、汚よごしたり壊こわしたりしないでね。

フェイド：善ぜん処しよしよう。

ＧＭ：じゃあ、ここでシーンを終了しましょう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次のシーンに移る前に、ここで保留していたＰＣ間ロイスを確かく認にんしておきましょう。フェイドにも出会うことができたわけですし。

フェイド：私がそよぐをどう思っているのかと、ユピテルが私をどう思っているかだな。

ユピテル：私からは、もう［可愛い］しか思いつかないわぁぁぁ（笑）。

そよぐ：オコジョになったら急に可愛く見えてきた（笑）。

ユピテル：外見って重要よね。というわけでアタシはフェイドへのロイスは［幸福感］と［不信感］よ。

ＧＭ：ああ。フェイドを見ていると幸福感を感じるんですね（笑）。

ユピテル：可愛いから！

辰馬：可愛いけど、怪あやしんでる（笑）。

フェイド：では、私からそよぐへのロイスは……（ダイスを振る）……おっ、［有ゆう為い］だ。使えると思っているらしい。では、これにしよう。そよぐは使える、大変強力だ。

そよぐ：はい（笑）。

フェイド：ネガティブはチョイスして、［不安］にしておく。

ユピテル：あと、追加でそよぐちゃんにも［慈じ愛あい］と［不安］でロイスを取ったわ。

ＧＭ：おかん度上がりましたね。

ユピテル：うん。やっぱり支部長だから。

そよぐ：わたしも、フェイドにロイス取っていいでしょうか？

ＧＭ：もちろんですよ。

辰馬：（レコードシートを見て）ああっ、駒こま尾おさんがフェイドのところの関係に〝ペット〟って書いてる～！（爆ばく笑しよう）

フェイド：普段から、オコジョさんがしゃべるといいなって思ってたんだね、たぶん。

ＧＭ：お気に入りのぬいぐるみが突とつ然ぜん動いてしゃべったら、そりゃ嬉うれしいよね。

そよぐ：ロイスは［幸福感］と［偏へん愛あい］にしておきます。

ＧＭ：はい。では、次のシーンにいきます。
















◆Middle02◆非ひ日にち常じようの中の日常

Scene Player ─── 今春そよぐ




　そして翌よく日じつ───。

　宇宙からの来らい訪ほう者しや、フェイド。それを追ってきたインベーダーの存在。

　なんだかよくわからないことが起こっているが、それでもそよぐの日常はやってくる。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはそよぐ。シーンの舞ぶ台たいは、朝、学校の教室へ向かうところです。辰馬もクラスメイトなので登場できます。

辰馬：へーい。途と中ちゆうから出るよ。

そよぐ：わたしはミイちゃんと一いつ緒しよに登校したいんだけど、いいかな？

ＧＭ：ＯＫです。未み来らいとそよぐは、家が隣となり同どう士しで一緒に登校しているということで。

そよぐ：うんうん。早起きなわたしが、毎朝迎むかえに行きたいです。

ＧＭ：なるほど。未来は成せい績せきはいいけれど、寝ね起おきは悪い、と（笑）。では、眠ねむそうな未来を連れ、そよぐは学校に到とう着ちやくします。今は、廊ろう下かを歩いてるところとしましょう。




　清せい掃そうの行いき届とどいた廊下を、多くの生徒たちが歩いている。

　始業まで余裕が有るため、足取りはのんびりとしたものだ。

　そよぐの横……から一歩遅おくれて、寝ねぼけ眼まなこの未来が続く。




そよぐ：ほら、ミイちゃん、もうすぐ教室だよ。

ＧＭ：「うん、授じゆ業ぎようまでには〝完っ璧っ！〟に目覚める予定、だから～…………んー……あれ？　そよちゃん、鞄のぬいぐるみは～？」

辰馬：半分寝てるくせに目ざといな（笑）。

そよぐ：ああ、うん。知り合いの家に忘わすれてきちゃってさ。

ＧＭ：「あれって、外すものなの？」

そよぐ：た、たまにね！　たま～に！

ＧＭ：そう言われると、深く追つい及きゆうしてきません。ちなみに未来は、新しく買ったというバレッタで、髪かみをまとめています。

そよぐ：そのバレッタ、かわいいね！

ＧＭ：「そう？　似に合あってる？　変じゃないかな？」

そよぐ：全然変じゃないよ！　すごく似合うよ、かわいいよ！　さすがミイちゃんだよ！

ＧＭ：「そよちゃん、褒ほめすぎ～。でも、嬉しいね」未来はとても嬉しそうです。

辰馬：青春だな……。

ＧＭ：老人みたいなことを。辰馬は登場しないんですか？

辰馬：いや、青春ロールプレイを、遠くから見守っていようかと……。

そよぐ：クラスメイトなのに、なんでそんなに他人行ぎよう儀ぎなの！（笑）

辰馬：ほら、オレって、エースで、チルドレンじゃないですか。

フェイド：理由になっていない（笑）。

ユピテル：学校でくらい、学生らしい生活をしていいのよ。辰馬ちゃん、ＹＯＵも青春をエンジョイしちゃいなさいよ！

辰馬：お、おう（笑）。じゃあ、オレは珍めずらしく早めに教室に入ってる。

ＧＭ：何やってます？

辰馬：その日の予習……なんてするわけないから、適当に男子生徒とくだらないお喋りでもしてるだろうな。

そよぐ：じゃ、わたしも教室に入るね。（手をブンブン振り）たっつん！　おはよ～！

辰馬：お、おはよう……って、だから〝たっつん〟と呼ぶのはやめてくれよ（笑）。

そよぐ：なんで？　昨日だってそう呼んだじゃない。

辰馬：あー、ほら、ここは学校じゃんか。

ユピテル：周りの目が気になるのね？　女子と仲良さそうなのが恥はずかしいのね？　あ～ら、小学生男子みた～い。

辰馬：うるさいよ支部長！　登場してないだろ！（笑）

ＧＭ：なお、たっつんと呼ぶそよぐを見て「ふたりとも、仲が良いよね～。何かただならぬ雰ふん囲い気きを感じる」と未来は怪け訝げんな表情で言います。

辰馬：そそそそそんなことはないさ！　どっちかというと、そよぐと五十嵐の方が仲がいいんじゃないか？

ＧＭ：ふむ……その返事を聞くと「な……仲はいいけど、そのぅ……ほら、あたしとそよちゃんの関係は女の友ゆう情じようっていうところなの！」と未来はちょっと慌てたように言います。

そよぐ：ミイちゃん、なに慌ててるの？

辰馬：仲の良さを指し摘てきされて照れてるのか？　結けつ構こうなことじゃないか。

フェイド：お前が言うな（笑）。

ＧＭ：「あ、あははははは」と、何かを誤魔化すように笑う未来。

ユピテル：（ぼそりと）…………ほほう（笑）。

そよぐ：……ふーん（笑）。

辰馬：（真ま面じ目めな顔になって）さて。あんなことがあった後だし……。そよぐには状況を確認しておくか……（ぼそぼそと）なあ、身体検査の方はどうだった？

そよぐ：（ＧＭに）どうだったのかな？

ＧＭ：採血の結果は、「特に異常なし」。そよぐ自身も、特に心身の不調はありません。

そよぐ：ＯＫ。……んー、特に何もないかな。朝ごはんもおいしく食べられたし。

辰馬：異常がないならそれでいい。こういう稼か業ぎようだ。身体には十分に気をつけたろ。

そよぐ：はーい。たっつんこそ、無理しちゃだめだよ？

辰馬：こちとらエースだ。無む茶ちやをするのが仕事だ。

そよぐ：ま～た、カッコイイこと言っちゃって！（笑）

ＧＭ：「……ふたりとも、何の話？　検査っていったい？」断だん片ぺん的てきに会話が聞こえてたらしく、未来が心配そうに聞いてきますよ。

ユピテル：傍はたから聞くと、ものすごく怪しい会話よね（笑）。

ＧＭ：年とし頃ごろの男女が、ヒソヒソ声で「検査」とか「身体に気をつけろ」ですもんね。

ユピテル：それって……。

辰馬：…………。

そよぐ：ちがう、ちがう！　全然、ちがうから!!（笑）

辰馬：むぅ。一いつ般ぱん人じんを巻まき込こむわけにはいかない。誤ご魔ま化かさないと！　いや身体検査……とかじゃなくて、た……そう、タイの演えん劇げきの話をね？

ＧＭ：「……は？」（一同笑）

そよぐ：タイの演劇？

辰馬：（ぼそぼそと）咄とつ嗟さに誤魔化したんだよっ！　話を合わせてくれよ！（笑）

そよぐ：（ぼそぼそと）誤魔化すにしたって、もうちょっと上手い方法があるでしょ！

辰馬：（ぼそぼそと）オレは不器用なチルドレンなんだよ！（笑）




　エースはアドリブがきかなかった。




フェイド：タイはともかく……演劇はどっから出たのだ？（笑）

辰馬：な、なんとなくですよ！　と……ともかく、何でもないんだ。ただの演劇の話なんだ。と、五十嵐にいい訳わけしよう。

そよぐ：そうそう。面おも白しろかったよ、タイの演劇（笑）。

ＧＭ：「へ？　ふたりで行ったの？　ずるーい！　ふたりだけで行くなんて！　海藤くん、今度はあたしも連れて行って！」ちょっとむくれながら未来は抗こう議ぎします。

辰馬：ぐはぁっ!?　墓ぼ穴けつを掘ほった!?　わ、わかった……今度、連れて行く……。




　結局、未来を演劇に連れて行くことを約束させられた辰馬であった。




辰馬：しまった……あるんだかどうかもわからないタイの演劇に連れて行く約束するなんて……ＵＧＮチルドレンとして、エースとして大だい失しつ態たいだ!!（一同爆笑）

そよぐ：…………たっつん（笑）。

ＧＭ：とまあ、そんな会話をしていると他のクラスメイトもやってくるわけですが。

辰馬：ドサクサに紛まぎれてどっかに逃にげよう（笑）。

ＧＭ：と、その前に。未来が「おはよー、昨日はすごい雨だったよね！」と声をかけると、クラスメイトたちは「……雨？」と怪け訝げんそうな顔をします。

そよぐ：あれ？　降ふったのはモザイクだけだったのかな？

辰馬：……む？

ＧＭ：「ああ、すごく降ったよね」という子もまばらにはいますが、大半は「雨なんか降ってないでしょ？」という感じです。

辰馬：オレは雨に遭遇してるのか？

ＧＭ：いいえ。していません。

辰馬：なら、五十嵐に聞こう。「雨なんか降ったか？」

ＧＭ：「降ったよ。そよちゃんとふたりで買い物してたんだけど、どざーっと！」
















辰馬：ごく局地的な雨か、それとも……。そよぐに目配せをする。

そよぐ：ちょっとわかんないねぇ。

ＧＭ：そこでチャイムが鳴り、授業が始まります。未来は「あれれ？　あたしの勘かん違ちがい？」と首をひねりつつ、席につきます。

辰馬：おっと、話は後だ。

そよぐ：うん、わかった。




　目配せをして、ふたりは席に着く。

　いつものように授業は始まり、何事もなく過ぎていった。




ＧＭ：その日は特に何事もなく過ぎていきます。授業を終え、未来と一緒に適当に道草を食いつつ帰き宅たくするそよぐ、という感じです。

辰馬：ふむ。無事終わった。

ユピテル：何よりねん。

そよぐ：……確認ですが、ミイちゃんの体調に問題はなさそうでしたか？

ＧＭ：はい。問題はありません。いつもどおり元気そうで、怪我の後こう遺い症しようもなさそうです。ただ、〝雨〟に関する違和感だけはあります。

そよぐ：ですよねぇ。

辰馬：うーん、気になるところだが……ほかに異常がないしなぁ。

そよぐ：では、わたしはミイちゃんと家の前で別れたら、そのまま家に帰って、家事を手伝ったらごはん食べてお風ふ呂ろ入ってゲームして、オーヴァードの訓練をします。

辰馬：──邪毒の？

ＧＭ：邪毒の訓練ってどんなのですか!?（笑）

そよぐ：それ、いいかも！

フェイド：キュートでファンシーな邪毒訓練!?（笑）

そよぐ：邪毒って、言葉の響きは微妙だけど、これもわたしの力。ちゃんと活かさないと。

ユピテル：真面目な娘こねぇ～。

そよぐ：でも、壮そう絶ぜつな感じじゃなくて、こう、ゆるーい感じで。鼻歌交まじりに、ネイルに可愛く〝毒〟って書いたり。

ユピテル：真面目に見えて、なにかがおかしいわよ、その感かん性せい……（笑）。

フェイド：これはこの惑わく星せいの存在にとって一いつ般ぱん的てきなのか。

辰馬：ンなわけねー！（笑）

そよぐ：いいの！　オーヴァードとして日常を守る邪毒女子高生にはたゆまぬ努力が必要なの！　たぶん！

辰馬：そ、そよぐがそう思うなら、それでいいんじゃないかな……（笑）

そよぐ：で、訓練を終え、ほんとに軽く勉強したら疲れて眠っちゃいます（笑）。

ＧＭ：では、そよぐが平和に眠りについた所で……無事にシーン終了です。







◆Middle03◆ロボのお仕事

Scene Player ─── ユピテル




　ユニバーサル貿ぼう易えきこと、ＵＧＮ神戸第三支部。

　ユピテルは、新しく抱かかえた問題に（珍しく真面目に）対処していた。

　その横で、宇宙からの来訪者フェイドが地球の情じよう報ほうを端たん末まつから学んでいる。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはユピテル。

ユピテル：は～い♪　フェイドちゃんも登場できるわよねん？

ＧＭ：はい、もちろんです。なお、そよぐと辰馬は登場不ふ可か。

フェイド：あまりに物知らずなのもつらいので、ユピテルが仕事をしている横で、パソコンを弄いじって、この世界に対する学習をしているとしよう。

ユピテル：機材や資し料りようは好きに使っちゃっていいから。あ、「極ごく秘ひ」とか「絶ぜつ対たい機き密みつ」ってなってるのは覗のぞいちゃダメよ。

フェイド：了解。……机の上に、無む造ぞう作さに置かれたファイルに「秘ひ密みつ作戦指令書」と書いてあるが（笑）。

ユピテル：ああ、そこにあったんだー。やぁだアタシったら、すっかりなくしたもんだとばかり。

辰馬：大だい丈じよう夫ぶなのか、この支部（笑）。

ＧＭ：こうも無む防ぼう備びに見えると、却かえって敵対組織のＦＨフアルスハーツも罠わなだと思ってやってこない気がしますね。……はっ、いわゆる「空くう城じようの計」!?

ユピテル：ふふふ、よく気がついたわね、アタシの智ち略りやくに。

そよぐ：すごい！　さすがユピテルさん！

辰馬：噓うそ臭くさい！（笑）

ユピテル：うふふふふ。

ＧＭ：さて、フェイドは自習時間として、ユピテルは支部の机に向かってデスクワークですかね？

ユピテル：ええ、この事じ件けんの調ちよう査さをしたいんだけど。

フェイド：個こ体たい名ユピテル。

ユピテル：名前だけでいいわよ。アタシとアナタの仲じゃない♪

フェイド：……了解した。ではユピテル。この端末は、情報を確認、記録、伝達するための装置だな？　そう言って、自分がいじってるＰＣを示しめす。

ユピテル：…………。

フェイド：どうしたのだ？

ユピテル：アタシ、パソコンとか、難むずかしいことはわからないのよね。

そよぐ：支部長、機械苦手なんだ。

辰馬：サイバーなロボだろ!?（笑）

ユピテル：高こう機き能のうだから、人間そのものなのよ！　そういう乙女おとめチックじゃないものにはあんまり関心が向かないのよねぇん。

そよぐ：女子力高い……のかなぁ（笑）。

フェイド：とにかく、これは使わせてもらうぞ。パソコンのＵＳＢ端たん子しに直ちよつ結けつし電気信号を送って直接やりとりをする。

ユピテル：あら、アナタ、そんなこともできるのね～（感心）。

ＧＭ：そうしていると、ＵＧＮの霧谷雄吾きりたに・ゆうごから連絡が入ります。「ご無ぶ沙さ汰たしています、ユピテル」




〝リヴァイアサン〟霧谷雄吾

　ＵＧＮ日本支部支部長。日本に存在するすべてのＵＧＮを統とう括かつする立場にある人物だ。常つねに柔やわらかな物もの腰ごしで人に接せつしつつも、内面に秘ひめた人ひと並なみ外れた意志力で、様々な問題を解かい決けつする。これまでも様々なリプレイに登場、オーヴァードたちを支し援えんしてきた。

[image: ]




ユピテル：あら、霧様♪　今日もダンディだわぁ（うっとり）。

ＧＭ：「霧様」って呼んでるんですか！（笑）

辰馬：俳はい優ゆうのファンみたいだ。

そよぐ：支部長嬉しそう（笑）。

ＧＭ：「あなたこそ今日も美しいボディですよ、ユピテル」と、にこやかに応おう答とうしますよ。霧様は（笑）。

ユピテル：キャー嬉しい！　霧様に褒められちゃった！

そよぐ：乙女だ……。

ＧＭ：さて。ユピテルは、今回の事件の報告をしてますよね？

ユピテル：もちろん。そこはしっかりやってるわよー。霧様へのプレゼントだもの。

辰馬：プレゼントじゃなくて、仕事だろ！（笑）

ユピテル：うっさいわよ辰馬ちゃん。

ＧＭ：その報ほう告こくに対するレスポンスのようです。「どうやら、ＦＨのセルが、神戸地区を中心に活動を開始したようです」

ユピテル：あら？　あれは、ＦＨの仕し業わざなの？　まったくそれっぽさはなかったけど。

そよぐ：宇宙人、だもんね。

ＧＭ：「詳細や正体は明らかになっていませんが、〝ピルグリム〟というセルが動いているようです」

ユピテル：……ええと、セル名もう一回言って？

ＧＭ：ピルグリム……巡じゆん礼れい者しやという意味です。

ユピテル：ピルグリちゃんの巡じゆん礼れいちゃんね。んー、アタシってば、難しいカタカナ語はわからないわぁ。

辰馬：カタカナもかよ！　あんた、輸ゆ入にゆう品ひんとか海外ブランド取とり扱あつかってんだろ！（笑）

ユピテル：そういうのは憶えられるの。《芸術：女子力》があるから！

ＧＭ：なるほど。ユニバーサル貿易の店長を兼任しているだけはありますね。

ユピテル：話は戻もどすけど、あれって本当にＦＨなの？　フェイドは宇宙から追ってきたとか言ってるし、インベーダーを自称してたし……。

フェイド：うむ。私の同族であるのは、確かだろうな。

ユピテル：でしょ？　正直、ＦＨ以外のものに見えるんだけど。

フェイド：疑ぎ問もん。そもそもＦＨとは何か。一般のコンピュータネットワークを検索してみたが、該がい当とうするようなデータがない。

ユピテル：じゃあ、フェイドちゃんをＵＧＮのシークレットファイルにアクセスさせつつ、ＦＨについての説明をするわね。

フェイド：では、しばらくその情報を眺ながめて理解する。……なるほど、レネゲイドの力を使う反社会組織か。

ユピテル：まあ、そういうところよ。

ＧＭ：「話を続けましょう。〝ピルグリム〟は便宜上セルのひとつとされています。が、その実じつ態たいはＦＨと取引をしている外部組織のようです」

ピルグリム：あ、やっぱちょっと違う子たちなのね。

辰馬：外人部隊みたいなもん？

そよぐ：この場合、宇宙人部隊よね！（笑）

ＧＭ：「ＦＨは以前、京都において『外宇宙から来た』と称しようする存在とも取引をしていました。自分たちの利り益えきとなりそうな勢せい力りよくならば、内実は問わないのでしょう」

ユピテル：なるほどねえ。で、相手がＦＨ絡がらみなら、やはりその内実を問わずに叩たたき潰つぶすのもアタシたちのお仕事よね？

ＧＭ：「もちろん。そのうえで未知の敵だけに〝探さぐり〟も入れてください。こちらもさらに情報収しゆう集しゆうを進めましょう。最終的には現げん場ばの臨りん機き応おう変へんな判断を尊重しますよ」

ユピテル：ん、オッケーよ。

ＧＭ：「では、よろしくお願いします」霧谷との通信は切れました。

フェイド：……ピルグリム、か。私を追ってきた連中のことだろう。確かに、君たちの言語の表現力には感心する。彼らは、遠方から地球へ巡礼しにきたというわけだ。

ユピテル：何故なぜこんなところまで来たのかしらね？

フェイド：不明。目的のある旅だったはずだが……思い出すことが、まだできない。うう、頭ず痛つうが。

辰馬：頭ってどこ!?（笑）

そよぐ：そういえば、本来は頭はないんだった（笑）。

ユピテル：ううん。フェイドちゃんが地球へ来たことと、関係がありそうでなさそうな感じよねぇ……。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて。もう一個連絡イベントがあります。

一同：お？

ＧＭ：そよぐの詳細な検査結果を持って、医者が現あらわれます。医者の名は斉さい藤とうマリナ。レネゲイド知識は豊ほう富ふですが、彼女自身は一般人です。

ユピテル：あら、名前ありのキャラちゃんね。

ＧＭ：ドアをすっと開けてから、コンコンとノックします。「あー、ちょっといいかしら？　支部長」

ユピテル：やぁだ、ノックは先にしてよ。

ＧＭ：「ノックなんていいわよ。あたしと支部長の仲じゃない」

ユピテル：それはアタシにいう権けん利りがあるセリフじゃない！　やだ、この子面白い（笑）。

そよぐ：いい味でてますね。

ユピテル：まぁ、マリナちゃんならいいってことにするわ。きっと、ダイエットとかを相談するような仲なのよ。

そよぐ：……ダイエット？

辰馬：どこに、脂し肪ぼうが、あるんだ！

ユピテル：アタシの場合、丈じよう夫ぶな上で、軽～い素そ材ざいを探さがすことがダイエットなの。

辰馬：ダイエットにお金がかかりすぎ！（笑）

フェイド：新素材見つけないとならないからな。

ユピテル：こほん。……ところで、検査結果、出たの？

ＧＭ：「出たわよ。今春そよぐちゃん……彼女のレネゲイドは、他のレネゲイドを喰う性せい質しつを持ってるわね。潜ひそんでいたのが発はつ現げんした、というべきかしら」

フェイド：なるほど。

ＧＭ：明確に「対抗種」である、と判はん明めいしたわけです。

ユピテル：それって、そよぐちゃんが元からそうだったってこと？

ＧＭ：「元から素そ養ようはあったみたいね。ＵＧＮに入った当初の検査では分からなかったし、戦闘記録を見ても、「対抗種」の要よう素そは確認できなかった」

ユピテル：目覚めたばかりってことね。

ＧＭ：「ええ。異物の侵入に対して、激げき烈れつなアレルギーのように発現したの。そして、その異物というのが……」と、フェイドを指さします。

ユピテル：花か粉ふん症しようみたいね。つまり、フェイドちゃんは花粉ちゃん！

フェイド：花粉！　なんとなく不ふ本ほん意いだが、まぁいい（笑）。

ユピテル：……アタシの素す晴ばらしい電子頭ず脳のうの推論によると、そよぐちゃんは「対抗種」だからピルグリムセルのオーヴァードを倒せたってことね。

ＧＭ：「可か能のう性せいは高いわ。ただ、「対抗種」で完全に撃げき退たいできるのかどうか……資料も検けん証しようもまだ足りないわね」

ユピテル：じゃあ、続けて調査をお願い。このままだとアタシたち、そよぐちゃんがいないとアイツらに対して何もできないわ。

ＧＭ：「おだやかじゃないわね。エースの辰馬くんでも無理だったんでしょ？」

辰馬：くっ……！　面目ねぇ！　面目ねぇ！

ユピテル：辰馬ちゃんが敵かなわないってことは、ここらのオーヴァードが束になっても敵わないってことよ。〝フレイムジェミニ〟は、ウチの最大戦力だからね。

フェイド：確かに、あの知性体……辰馬のキャパシティはかなりのものだったな。

辰馬：オレを持ち上げてくれてる！（笑）

そよぐ：うん、たっつんは強いよー。自信を持って、エース！

辰馬：お、おう！

ＧＭ：「今のところ、あたしからはこのくらいね。進展あったらまた来るわ」報告を終えてマリナは退たい室しつしていきます。

ユピテル：調査、がんばってちょうだいね。

フェイド：……ふむ、なるほどな。

ユピテル：どうしたの？

フェイド：お前たちは肉体という器に縛られた下等な意識体だと思っていたが、その防ぼう衛えい本ほん能のうは、驚きよう嘆たんすべきものがある。

ユピテル：そう？　そんなに防衛本能が強いのかしら？

フェイド：肯定。そこに非ひ常じように驚おどろいた。

ユピテル：そう？　アタシが言うのもなんだけど、アタシたちが日常を守ろうとすることは、生命として自然なことだと思うのよねぇ～。

フェイド：日常？　それは何のことだ？　理解できない。「日常」という言葉をウェブ検索しても、やはり理解できない。

ユピテル：じゃ。これとか見て勉強するといいわよ（[image: ]そっと何かを渡わたす）。

フェイド：ほう、これは？

ユピテル：アタシお奨すすめの……ティーンエイジャー向け青春ドラマのＤＶＤよ！

そよぐ：そういうので勉強すると、なんか誤解が生まれそうな（笑）。

フェイド：わかった、見てみよう。

ＧＭ：では、ロボと一緒にオコジョのぬいぐるみがドラマを見ているところで、シーンを切ります（笑）。







◆Middle04◆手掛かりを探せ

Scene Player ─── 海藤辰馬




　インベーダー（？）が、この神戸を狙っている。

　もちろん、それは阻そ止ししなければならない。

　辰馬たちＵＧＮ神戸第三支部の面々は、それぞれ手掛かりを探して動き出す。




ユピテル：そろそろ情報収集をしないとねぇ。あ、ちなみにピルグリムの情報などは、そよぐちゃんと辰馬ちゃんにも流しておくわよ。

そよぐ＆辰馬：はーい。

ＧＭ：では、ここから情報収集シーンとしましょう。全員登場可能です。シーンプレイヤーは、辰馬としましょう。

辰馬：了解。敵にやられっぱなしじゃエースのメンツ丸つぶれだ。

そよぐ：がんばろー！

ＧＭ：基き本ほん、ひとりにつき一回ずつ判はん定ていできるものと考えてください。

ユピテル：さて、何を調べようかしらねぇ……。




　プレイヤーたちは、自分たちが知りたいこと／調べられそうなことについて検けん討とうした。

　結果、次の三項こう目もくを提案。

　ＧＭは、項目ごとに使用する技ぎ能のうと難なん易い度どについて返答した。




▼情報項目

・雨に関する話

《情報：噂うわさ話ばなし》　難易度７




・襲撃者の共通点について

《情報：ＵＧＮ》《情報：裏うら社会》　難易度８




・襲撃者の相そう違い点てんについて

《情報：ＵＧＮ》　難易度８




そよぐ：なるほど。「雨に関する話」は《情報：噂話》かぁ。たっつん、判定できる？

辰馬：……オレ、噂話、聞けない。友達いないから……（笑）。

そよぐ：そ、そうだったんだ。いやほら、わたしわたし！　友達でしょ？

ＧＭ：［コネ：友人］や《情報：噂話》持ってないってことでしょう？（笑）

辰馬：うん！

そよぐ：あ、そうか（笑）。

フェイド：ふむ。情報収集はみな、まず得意なもの選んでしまってくれ。《無形の影》があるので、どの判定でも私の得意な精神で判定できるからな。失敗したらフォローしよう。

ユピテル：了解よん。

ＧＭ：では、それぞれ判定していきましょうか。




▼雨に関する話 ─── 今春そよぐの情報収集

そよぐ：《情報：噂話》を１レベル持っているので、「雨に関する話」はわたしが調べます。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。




『ＤＸ３』では、キャラクターのた行動の成否を決める〝判定〟というルールがある。振ったダイスの出目のもっとも高いものと該当する技能のレベルの合計を〝達成値〟と呼び、これがＧＭの設定した数値──難易度以上になれば判定は成功となる。

　判定では、「指定された技能が属する能力値＋その他の修正」個のＤ10を振る。

　能力値には【肉体】【感覚】【精神】【社会】の四種があり、この〈コネ：●●〉は【社会】に属する技能となる。




そよぐ：（ダイスを振る）ダイス目が５！　技能レベルの１を足して合計６。

ＧＭ：足りてませんねぇ。

そよぐ：ここで財ざい産さんポイントを１点使って、さらに＋１しますよー。合計７！　ちょっと財さい布ふが軽くなった！

ＧＭ：そのかいあって、ちょうど成功ですね。にわか雨は非常に限げん定てい的てきな区く域いきのみ、モザイク周辺だけで降っていました。

ユピテル：ひどく不自然な雨なのね？

ＧＭ：はい。地ち域いきも限げん定ていされていますし、時間もほんの数分程度。しかし、そのあとにそよぐが遭遇した異い変へんが起こっています。

フェイド：短時間の豪ごう雨うはあってもおかしくないが……ゲリラ豪雨にしては、地域が狭せますぎるようだな。

ＧＭ：はい。モザイク周辺のみですので、半径１キロにも満たないでしょう。そして、雨雲も観かん測そくされていません。お天気雨という問題ではなさそうです。

辰馬：気象としても変だな、それ。

そよぐ：おかしな雨だったんだね……。




▼襲撃者の共通点について───ユピテルの情報収集

ＧＭ：はい、では次の判定。

ユピテル：じゃ、「襲撃者の共通点について」は、アタシがいくわよ。【社会】が１、侵蝕率ボーナスで＋１個、［コネ：ＵＧＮ幹かん部ぶ］で＋２個だから、合計で４Ｄ振れるわ。（ダイスを振る）キャー、クリティカルちゃん♪　達たつ成せい値ちは22。

ＧＭ：では、襲撃者には共通点があり、通行人もＵＧＮの構こう成せい員いんも、どちらも直前に雨に降られていることがわかります。

辰馬：相原くんもそうだったんだ。

ＧＭ：はい、相原くんも外回りをしていて、雨に降られました。

ユピテル：そよぐちゃんが遭遇したのと相原くんが攻せめてきたのって、ほぼ同時？

ＧＭ：そうですね。そよぐの戦いが終わって電話をしようとした直前ですね。

ユピテル：モザイクと神戸第三支部は近いの？

ＧＭ：支部がある港こう湾わん地区とは近いです。

ユピテル：だとすると、他に雨に濡ぬれた人たちも心配だわ。

ＧＭ：はい、ここで「雨に濡れた人物について」という情報項目が増ふえます。

一同：おおっ！




・雨に濡れた人物について

　《情報：ウェブ》《情報：裏社会》　難易度８




ユピテル：じゃあ、これで誰が雨に降られたかを調査できるのね。

ＧＭ：監かん視しカメラの画が像ぞうなどをチェックして、どんな人物が濡れたのかをチェックする作業をやることになりますね。

ユピテル：わかったわ。




▼襲撃者の相違点について ─── 海藤辰馬の情報収集

ユピテル：ねえ、調べておきたい項目が増えたけど……「襲撃者の相違点について」、いけそう辰馬ちゃん？

辰馬：財産ポイントが２点あるので、何とかなるかと。（ダイスを振る）おお、クリティカルした！　達成値は19！　さっすがエースだぜ、オレ！

ＧＭ：では、そよぐが戦った相手にはエフェクトが通用したが、辰馬とユピテルが戦った時には、攻撃そのものが通用しなかったことを振ふり返かえることができます。

辰馬：そういえばそうだった。

ＧＭ：ルールとしては、ジャームの妄執が力となった特殊なロイス、すなわちＥロイスの効果です。使用されたのは、Ｅロイス「不滅の妄執」。

ユピテル：ＨＰが０になっても自動的に１点になるってＥロイスね……。

ＧＭ：はい。オープニングではエキストラとして出しましたが、次に敵と出会った時はデータを持って登場します。このＥロイスをどうにかしないとＨＰは０になりません。

フェイド：だが、そよぐと闘った相手はそれを使わなかったんだよな。

ＧＭ：はい。同じような能力でしたが、そこだけ違いました。

辰馬：「対抗種」だけの力でもなさそうだなぁ。

ＧＭ：ええ、単たん純じゆんに「対抗種」だから攻撃が効いたというわけではなさそうです。

フェイド：そよぐ以外のＰＣでは、今のところ対処方法を持っていないわけだな。

ＧＭ：そのとおりです。

辰馬：今のところ、そよぐだけが対抗手段、か……。

そよぐ：それは大変。




▼雨に濡れた人物について ─── フェイドドの情報収集

フェイド：では、私が「雨に濡れた人物について」調べよう。【社会】は１だがな！（笑）

辰馬：ちょっと！　何でみんな【社会】が低いんだ!?　確か、支部長も低いよね!?

ユピテル：アタシは心を大事にしてるから、【精せい神しん】が高いのよ♪　【社会】なんて知らないわ。

辰馬：あんた本当にＵＧＮの支部長か!?

ユピテル：支部長の前に……ひとりのオンナよ。

辰馬：こっ、このポンコツロボット！

ユピテル：なによボンクラエース！

そよぐ：落ち着いてー！

フェイド：まったくだ。ここは私の情報収集だぞ。

ＧＭ：確かに（笑）。

フェイド：ここで《無形の影かげ》を使用。（ダイスを振る）達成値９で成功。「使い方はわかった」と言って、支部長のパソコンを使い、監視カメラの顔認にん証しようシステムを作動させ、雨に濡れた人物のリストを作る。
















ユピテル：あらぁ……何をやっているのか、さっぱりわからないわぁ。

フェイド：お前……（笑）。

ユピテル：少しは使えるのよ？　最近、タッチタイプだって覚えたの！　人差し指で、画面を見ずにぽちぽちと押おすの。

辰馬：ロボがキーボード打つのかよ！（笑）

フェイド：ええい、とにかく、情報だ。

ＧＭ：はい！　雨が人間の乗っ取りを喚かん起きしているのであれば、濡れた人物たちが危あぶないのではないかという推すい測そくはできますね。

フェイド：ざっと何人くらい？

ＧＭ：先日の範囲で絞しぼり込こめるのは……十人前後ですね。

フェイド：そのリストを作成して、プリントアウトしよう。

ＧＭ：わかりました。では、写真付きで出せます。

ユピテル：その数なら人力で追跡できそうね。では、神戸第三支部に集まって相談しましょ。

一同：はーい。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　それぞれ、情報を収集して神戸第三支部に戻ってくる。

　これからは、その情報を元にして対たい策さくを立てねばならない。




ユピテル：じゃあ、こちらの情報を話すわ。そっちも報告してちょうだい。

そよぐ＆辰馬：はい。

ユピテル：……ふうむ。追いかけるべきは、不自然な雨に濡れた人たちね。

フェイド：ただ、攻撃無効化についての解かい析せきができてないので、そちらも同時に探らないと、犯はん人にんを見つけても対処できないな。

辰馬：そういうことなんだよな。

ユピテル：ところで、そよぐちゃんのお友達は、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？

そよぐ：ミイちゃんですか。今日会った感じでは、体調に問題はなさそうなんですが……。

フェイド：リストには名前が載のってるんだな？

ＧＭ：載っています。そしてすでに確保したり、安全が確認できた人を除外すると五人くらいまで絞り込めます。その中に未来や相原の名前があります。

そよぐ：ああ、やっぱりミイちゃんも候こう補ほなんだ……。

ユピテル：そよぐちゃん、あらためてイリーガルとして協力してもらうことになると思うんだけど、いいかしら？

そよぐ：もちろんです！　ミイちゃんのこともありますし。

フェイド：お前たちは、我わが同どう胞ほうに勝てないのか？　ユピテルと辰馬……いや、たっつん、だったか？

辰馬：お前もその名で呼ぶのかよ!?

そよぐ：たっつんはたっつんだよ（笑）。

フェイド：ふむ、憶おぼえたぞ。……では、ユピテルとたっつんは、勝てないのか？

辰馬：じょ、条じよう件けんを整ととのえれば、ちゃんと勝てるはずだ！（笑）　……真面目な話、何らかの手段を講こうじれば、相手の能力を無効化できるらしい。

ユピテル：方法はまだわかってないけどね。

そよぐ：わたしがあのとき、ふたりと違ったのは……雨に濡れたこと、テンションがすごく高かったこと、あとは、フェイドちゃんが頭の中にいたことくらいかなぁ。

フェイド：私は何もしていない。現げん状じよう、器をもらえたので、もう少し何かできることはあると思うが。

そよぐ：何かって？

フェイド：私が、データ的に支援が得意ということだ。精せい神しん的てきな感かん応のう能力とレネゲイドウィルスに干かん渉しようすることによってうんぬんかんぬん……と、専門的な用語を駆使して説明する。

ユピテル：アタシ、それだとコックリコックリと居い眠ねむりを始めるわ。

辰馬：フェイド。この支部長、難しい話はわからないんだ。

フェイド：ふたりはわかるのか？

辰馬：…………。

そよぐ：…………。

フェイド：どうなんだ？

そよぐ＆辰馬：いやぁ……（照れくさそうに）。

ＧＭ：大丈夫か、この支部？（爆笑）

フェイド：理解不能理解不能。お前たちの母国語のみを使用して説明したのだぞ？　何故、理解できないのだ？

辰馬：レネゲイドってのはさー、身体で理解する部分が多くて、聞くだけじゃ理解できないものなんだよ！

そよぐ：ええと……つまり、フェイドちゃんは、わたしたちをババーン！　のドカーン！　ってパワーアップ！　させてくれるってことでいいのかな？

辰馬：わかるのか、そよぐ!?　お前……実はあたまいいんだな！

そよぐ：えへへ、でしょー？

フェイド：……了解。色々と了解した。まぁ、そんなとこだ。もう、それでいい（笑）。

ユピテル：なるほど！　最初からそう言ってくれればいいのに♪（一同笑）

フェイド：君たちには、理り論ろんは省略して結果だけを伝えたほうがいいな。

ユピテル：重要なのはフィーリングよ♪

フェイド：内心で呟く。……結論。こいつらは、友好的であり、能力も高いが……つきあっていると、こちらの頭が悪くなりそうだ（笑）。

一同：おいぃぃぃっ！（爆笑）




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




辰馬：何はともあれ、相手の能力を無効化できる手を見つけよう。

ユピテル：そうよねぇ。当面は調査を続けましょ。その上で、乗っ取られる危き険けん性せいのある子は見み張はっておかないと。

そよぐ：（手を上げて）ミイちゃん！　ミイちゃんが危ないよ！　雨に打たれてたもん！

フェイド：確かに。

ユピテル：……ＧＭ、そよぐちゃんが最初にモザイクで戦ったときは、乗っ取った敵を追い出したというか、倒したのよね？　乗っ取られた人は、どうなったの？

ＧＭ：幸い命はとりとめましたが、重傷を負って、ＵＧＮの病院で治療中です。ちなみに、オーヴァードでもないし、今のところ覚醒する様子もないようです。

そよぐ：……わたしのせいだ。

フェイド：いや。そよぐが攻撃する前から、身体を裂いて血を吹き出したりしていたし……。

ユピテル：そうよ。諸悪の根源は、乗っ取ったヤツなんだから、元気だして。

そよぐ：はい。

ユピテル：それなら、そよぐちゃんがやったことを再さい現げんするための情報収集が最さい優ゆう先せんね。

ＧＭ：このあとの動向としては「シチュエーションを調べる」と「リストアップされた人物をどうするか」と。

ユピテル：リストアップされた人物たちが暴走しても、アタシたちは対処する手段を持ってないのよ。だから、エージェントに見張らせるくらいしか打つ手がないと思うわ。

辰馬：悔くやしいが、事実だな。

ユピテル：だから、シチュエーションを再現できるように、情報を調べましょう。そよぐちゃんが一発攻撃をすればいいと思っていたけれど、どうやら違うみたいだし。

そよぐ：やっぱり、わたしの力なんですか？

ユピテル：そういえば、そよぐちゃんの検査結果が出てたんだわ。ここで「対抗種」の説明をしましょう。

辰馬：エースのオレをも上回る攻こう撃げき力りよくだとー！（笑）

ユピテル：元々、そよぐちゃんにはそういう因いん子しが内包されていたけど、フェイドちゃんが入ってきたことによって発現したみたい。

そよぐ：ふむふむ。

ユピテル：医者のマリナちゃんの言葉を借りると、花粉症みたいなものね。そよぐちゃんの場合、オーヴァードに対する攻撃力は上がるけど、その分、自分の身体も傷つくの。

そよぐ：あちゃー。

辰馬：あまり無茶をしない方がいいんじゃないのか？

フェイド：何を馬ば鹿かなことを。唯一の対抗手段、そよぐを最前線に押おし出だすしかないだろう。

ユピテル：ずいぶん簡単に言ってくれるわね。

フェイド：お前たちの身体の仕組みでも、マクロファージは敵と戦って死ぬ役目だろう？




　ちなみに、マクロファージとは白血球の一種で、体内に侵入してきた細さい菌きんなどを取とり込こんで消化するとともに、抗こう体たいを作るための免めん疫えき情報をリンパ球に伝える役目を持っている。




フェイド：マクロファージとは、お前たちの言葉でのたとえ話だ。

辰馬：お前、簡単に死ぬ役目とかいうんじゃねぇよ。

ユピテル：そうよ。ウチの大事な子は、消しよう耗もう品ひんじゃないわ。

フェイド：そういうものか。そよぐ、お前はどう思っているのだ？

そよぐ：んー。……わたししか対抗手段がないんだとしたら、わたしが戦った方がいいよね。

ユピテル：それは正せい論ろんだけど、理り屈くつね。死んだら、そこで終わりなのよ。死んだから、その人の代だい替たい品ひんを持ってくるなんて、できやしないわ。

辰馬：…………。

そよぐ：大丈夫！　死ぬつもりはないってば！

辰馬：そう言って大失敗をしたやつを、オレは知っている。

そよぐ：誰？

辰馬：……ナイショだ。ともかく、軽々しく考えるなよ。

そよぐ：あ、うん。わかったよ。

ユピテル：実じつ際さい、アタシたちは、そよぐちゃんに頼るしかないわ。（辰馬に向かって）早いところ、アタシたちもアイツをどうにかする手段を見つけましょう？

辰馬：了解した。

ＧＭ：ここで、そよぐの携帯が着信をつげます。未来の自じ宅たくからですね。

そよぐ：あれ、自宅から？　出ましょう。もしもし？

ＧＭ：「そよぐちゃん？　ごめんなさいね。未来は一緒じゃない」と、未来の母親からです。

そよぐ：え？　今は一緒じゃないですけど……どうかしたんですか？

ＧＭ：「まだ、学校から帰ってきてないのよ」

そよぐ：あれ？　家の前まで送ったはずなんだけどなぁ……。

ＧＭ：「おかしいわね。携帯にもかけたんだけど、つながらないの。……まぁ、お夕飯までには帰ってくるでしょう。またね、そよぐちゃん」と言って、電話は切れます。

そよぐ：これは……支部長！　ミイちゃんがいないんだけど……。

ユピテル：すぐに行方ゆくえを追いましょう。支部の元気な連中にも声をかけて、「五十嵐いがらし未来ちゃんを探しなさい」と命令を出すわ。

そよぐ：わたしも行くよ！

辰馬：ふっ、諜報活動のプロフェッショナル、ＵＧＮの情報部隊にかかれば、あっという間に発見できるさ！

ユピテル：失敗フラグにしか聞こえないわ……（笑）。

フェイド：しかも、負けプレイ好きの辰馬の発言だし（笑）。

辰馬：ほ、本当だぁーっ！（一同笑）

ＧＭ：果たして未来の運命やいかに。ではここでシーンを閉とじましょう！






《情報：●●》　その分野における情報を集める技能。噂話、ＵＧＮ、裏社会、警察、軍事、学問、ウェブ、メディア、その他プレイヤーの任意のカテゴリーに分類される。

［コネ：●●］　コネクションのこと。そのキャラクターを有形、無形に援助してくれる知り合いである。情報収集の判定の際、ダイスにボーナスを得るアイテム。技能ごとに別のコネが用意されている。

財産ポイント　ゲーム内で現金のように使用できるポイント。使用することで、購入判定や情報収集で有利な修正を得られる。

Ｅロイス　エグゾーストロイス。ジャームの妄執が産み出す特殊能力を表現するデータ。

イリーガル　ＵＧＮに所属しているわけではないが、協力者として行動するオーヴァード。









◆Middle05◆侵しん略りやく者しやの正体

Scene Player ─── ユピテル




　街を狙う、インベーダー。

　これに対抗できるのは、今のところそよぐだけ。

　手遅れになる前に、何か方法を探さなければならない。

　突破口を探るため、ユピテルとフェイドはＵＧＮに残された事件の映像に目をこらす。




ＧＭ：さて。次のシーンですが……未来ちゃんを探しに行くチームと、調査を続けるチームで分けますか？　それとも、全員で行動しますか？

ユピテル：アタシたちってそよぐちゃんがいないと暴走した人を見つけても、何もできないのよね。

フェイド：殴なぐって止める以外、何もできないな。

ＧＭ：では、調査チームから先に描びよう写しやしましょう。

ユピテル：チーム分け、どうしようかしら？

そよぐ：わたしはミイちゃんを探すよ！

辰馬：……こいつが心配だ。オレも一緒に行っていいか？

そよぐ：うん。たっつん、ついてきて！

辰馬：だからその呼よび方かたは……まあ、今はいいか。

ユピテル：じゃあ、アタシとフェイドが調査チームね。

ＧＭ：わかりました。

フェイド：なら、ここでユピテルにロイスを結ぶ。［Ｐ有意／Ｎ不安］で。［不安］が表だ。何故なら、敵への対抗手段がないと言っていたから。

辰馬：オレは、そよぐへ［Ｐ親近感／Ｎ憤ふん懣まん］でロイスを結ぶ。自分と同じような選せん択たく肢しを取りおってー！（笑）




　そよぐと辰馬は駆かけ出だしていった。

　ユピテルとフェイドは、〝敵〟についてのリサーチを続行する。




フェイド：例の調査を続行しよう。ジャームとの戦闘が映うつっている防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうをＵＧＮが処理しているだろうから、それを見て雨に降られた対象の調査だ。

ＧＭ：監視カメラの情報を調べるという具体的な提案があったので、〈知識：レネゲイド〉〈知識：ウェブ〉〈知識：機械工学〉あたりで判定してもいいことにしましょう。

ユピテル：〈知識：機械工学〉ぅ？　何それ？（笑）

ＧＭ：おい、ロボ！　……というのも定番となりましたね（笑）。

そよぐ：支部長は機械にくわしくなくてもいいんじゃないかな。整せい備びする人ならくわしい必要があるけど。ほら、わたしたちだって、人体にくわしいわけじゃないし。

フェイド：確かにそうだな。ロボだからといって、機械にくわしいという必要はないな。

ユピテル：いいこと言うわね、そよぐちゃん♪　じゃあ、技能ないけど振ってみるわ。（ダイスを振る）達成値８。

ＧＭ：よく見るとわかるのですが、乗っ取られた人が力を振るう際さい、人型の水が一いつ瞬しゆん形成されます。そよぐによって倒された時などは、乗っ取られた人の口から粘液がはき出されたりもしました。

フェイド：……つまり、「人型の水」が本体だと？

ＧＭ：なお、これを見た瞬しゆん間かん、フェイドの頭がずきずきと痛みます。

ユピテル：フェイドの、頭……？（笑）

フェイド：今は、綿が詰つまっているだけなのだが（笑）。器を得たことによって、〝頭〟という概念ができ、そこが痛むのだろう。うおお、頭が痛い。何かを思い出しそうだ。

ＧＭ：思い出すためには、　〈意志〉で難易度12の判定に成功してください。

フェイド：成功するとどうなる？

ＧＭ：〝敵〟の正体が判明します。

一同：おおー！

フェイド：ここは失敗できんな。《無形の影》を使う。《コンセントレイト：ウロボロス》を組み合わせて、クリティカル値は９。（ダイスを振る）達成値15で成功だ。

辰馬：よし！




　フェイドの精神に、いくつものイメージと言葉が浮うかぶ。

　液えき体たいの如きもの……水……来訪者……。

　そう、奴らは───




ＧＭ：その襲撃を行なっている個体の名は、地球の言葉で言うところの「リキッド」。

フェイド：リキッド……液体か。

ＧＭ：個体名をつける必要はなく、性質がそのまま名前になっているんです。

ユピテル：じゃあ、フェイドちゃんは逃げ続けていたから〝フェイド〟って名前なの？

そよぐ：フェイド・アウトだもんね。

フェイド：その前は違う名前だった可能性もある。逃とう亡ぼうしたから〝フェイド〟と呼ばれるようになった……のかもしれない。

辰馬：記憶喪失だから、断だん言げんできないよなぁ。

ＧＭ：正体は、外宇宙から飛来した一種のレネゲイドである。

フェイド：そしてピルグリムという同胞もいることが判明している。

ＧＭ：リキッドは、フェイドの同胞の中でも四大幹部のひとりです。

一同：四大幹部！

ユピテル：ピルグリム四天王とか呼ばれているのかしら……。

ＧＭ：彼らは地球と親しん和わ性せいが低く、そのままだと長時間の活動ができないため、誰かに自分を乗り移らせる……すなわち「インベード」する必要があります。

フェイド：私も同じだったな。正しくインベーダーなのだな。

ＧＭ：確かにフェイドと同様にインベードしていない状態だと、この星の上では長くは生きられません。一方で、リキッドは無機物にインベードできず、生物の体内しか対象にできないという相そう違い点てんもあります。

そよぐ：なるほど。迷惑度がより高そう！

ＧＭ：ＦＨからはマスターリキッドと呼ばれてます。マスターリキッドはその名の通り、本体は液体です。水に酷似していて区別をつけるのは難しい。

辰馬：だから雨を隠れ蓑にインベードしてきたのか……。

ＧＭ：さらにマスターリキッドは群ぐん体たいであり、複ふく数すうの身体でひとつの意識を共有しています。データ上は《オリジン：コロニー》で、表現しています。

ユピテル：あー、バッドステータスを打ち消しちゃう奴。

そよぐ：げげーん。邪毒が効きかないよぅ（笑）。

ＧＭ：《オリジン：コロニー》使用前に与えたバッドステータスは効こう果かを発揮しますが。

ユピテル：「レベル個までのバッドステータスを打ち消す」だから、限げん界かいはあるわよ。

そよぐ：わーい、頑がん張ばろう！

ＧＭ：個体によってインベードの方法は違うのですが、リキッドは対象の体内に液体である自身を吸きゆう収しゆうさせることで、それを行ないます。体表からの吸収より、飲ませることで効率よくインベードできるようです。

フェイド：皮ひ膚ふからも吸収するが量は少ないからな。直接飲ませたほうがいいのは確か、か。

ユピテル：なるほどねぇん。で、それをフェイドは教えてくれるの？

フェイド：無む論ろん。リキッドは、意識体である私とは異なり、水に酷似した液体状の存在だ──など、この一連の情報をユピテルたちに伝えよう。

ユピテル：敵の姿が見えてきたわね……。ふむ……身体から追い出してインベードできない場所に隔かく離りすれば、勝手に乾かん燥そうして自じ滅めつするってことかしら？

フェイド：しかるべき器に入っていない状じよう態たいで一定時間が経けい過かすれば死し亡ぼうするだろう。ただ、戦闘によっておとなしくさせないと、うまくはいかないと思うぞ（笑）。

ユピテル：なるほど（笑）。

ＧＭ：ちなみに、仮かりにタンクなどに閉とじ込こめたとしても、それを破は壊かいする程度の力は、リキッドは持ってますよ。宇宙を渡るような存在ですし。

ユピテル：どうやったら倒せるのかしら？

ＧＭ：そうですね。憑依してる人間ごと塵ごみも残さぬように焼やき払はらえばリキッドも蒸じよう発はつして死ぬでしょう。

ユピテル：そんなの無理よ。最悪の場合は、器ごと破壊する必要がでるかもしれないけれど……その器を守ることが、アタシたちの使命なのよ。

フェイド：理解不能。お前たち知性体にとって、器となるような生命体は、下等な生命体ではないのか？　レネゲイドの力も持たないではないか。

ユピテル：アナタたちの認識じゃあそうかもしれないけど……アタシは、人々を守るわ。何故なら、そのために作られたのだから。

一同：おお～！

辰馬：カッコイイ!!

ユピテル：それに、製せい造ぞう理由とは別に、「アタシ自身」も、彼らを守りたいと考えているのよ。だから、アタシはここで、こんなことをしているの。

フェイド：それは、彼らが〝日常〟だからか？

ユピテル：そうね、そのようなものよ。

フェイド：理解。……もうひとつ質しつ問もんだ。その認識には、個こ体たい差さがあるのか？

ユピテル：ええ、人によって、個体によって、違うわ。そのうえで、おおまかにアタシと同じ考えを持つオーヴァードが、ＵＧＮに集まっているのよ。

フェイド：つまり、ＵＧＮはピルグリムのように共通の認識を持っているのだな？

ユピテル：そうね。気になるなら、そよぐちゃんや、辰馬ちゃんにも聞いてみたら？

フェイド：お前たちＵＧＮに守ってもらうためには、私がお前たちの目的に賛さん同どうし、それを表明しなくてはならないようだな。

ユピテル：打算的ね。でも、その方がやりやすいと思うわ。

フェイド：理解。次の副次目標として設定しよう。






〈知識：●●〉　キャラクターが特定の分野に造詣が深いことを表わす技能。レネゲイド、医療、心理、機械工学、ネットワーク、その他プレイヤーの任意のカテゴリーに分類される。

《コンセントレイト：●●》　集中力を発揮してクリティカル値を下げるエフェクト。●●にはシンドロームの名前が入り、シンドロームごとに別のエフェクトとなる。

《オリジン：コロニー》　サンゴ礁や粘菌、森林のように群体からなるレネゲイドビーイングであることを表わす。









◆Middle06◆炎フレイムと風ストーム

Scene Player ─── 海藤辰馬




　辰馬とそよぐは街を捜さがし回まわる。

　目的は、五十嵐未来。

　彼かの女じよは、〝リキッド〟の雨を浴びている。

　手て遅おくれになる前に、捜さがし出ださなければ……！




ＧＭ：では、次のシーンです。ふたりは、未来を捜して神戸の街に向かいます。

辰馬：くっ！（[image: ]いきなり笑う）

ＧＭ：どうしました？

辰馬：「みらいをさがして」って、なんか、すごく夢ゆめ溢あふれる文章だなって。

そよぐ：い、言われてみれば（笑）。

辰馬：（真しん剣けんな眼まな差ざしで）よし、五十嵐を探そう、そよぐ！

そよぐ：うん！　……って、青春ラブコメのエンディングみたい（笑）。

辰馬：だろー？

ＧＭ：（笑いながら）はっはっは。そうこうするうちに五十嵐未来さんに危き機きが迫せまってるかもしれないので、そこんとこヨロシク！

そよぐ＆辰馬：は、はいっ！

辰馬：ともかく、あちこちの通りや、店、心当たりを片かたっ端ぱしから捜さがそう。

そよぐ：……たっつんも、ミイちゃんのことを心配してくれるんだ？

辰馬：そりゃまあ、ＵＧＮだからな。一いつ般ぱん人じんは守らねぇと。

そよぐ：なんかビジネスライクだなぁ。とかいって、やっぱりミイちゃんとタイの演えん劇げきに一いつ緒しよに行きたいんでしょ。あの子ミイちやん可か愛わいいし、いい子だし。

辰馬：タイの演劇はもういいだろっ!?（笑）　……まあ実を言うと、その約束を守る気はあまりないけどさ。

そよぐ：え？　ダメだよ。約束は守らないと！

辰馬：こ、こだわるとこなのか。

そよぐ：約束は大事だからね。

辰馬：約束は大事、か……。それはそうだけどな。

そよぐ：（つぶやくように）それにさぁ、ミイちゃんはきっとたっつんのことを…………。

辰馬：ぶっちゃけ、オレ……演劇とか映画とか見てると爆ばく睡すいしちゃうんだよね。

そよぐ：……ダメだこの人！　ドスっとつっこみを入れます。

辰馬：イテッ！　なんだってんだよ……。




　たわいのないふたりのやりとりの中で、ふと沈黙が生じた──。

　会話が途と切ぎれたまま、通りを歩くふたり。

　しばらくあらぬ方へ視し線せんを向けた後……辰馬は、そよぐに向き直って言った。




辰馬：（かみしめるような口調で）……そういえば、そよぐはオーヴァードになったばかりだったな。

そよぐ：な……なに？　たっつん、いきなりシリアスになっちゃって……。

辰馬：オレ、本当は、五十嵐みたいな「普ふ通つうの連中」と約束ってのはしたくないんだよな。

そよぐ：どうして？

辰馬：ほら、オレたちはなるべく、普通の人とは関かかわらないほうがいいじゃんか。

そよぐ：……どういうこと？




　街を行く人々は、ふたりを気に掛かけることもなくすれ違ちがう。

　その流れを横目に辰馬は言葉を紡つむぐ。




辰馬：オレ、同じチルドレンの兄さんがいてさ。優ゆう秀しゆうで、誰だれからも好かれる明るい性せい格かくで……すげぇ奴やつだったよ。けど、死んじまった。

そよぐ：お兄さんが……。

辰馬：そしたら驚おどろいたよ。オーヴァード以外の友達がみんな兄さんのことを忘わすれてた。ＵＧＮが人々の記き憶おくを操そう作さしたんだそうだ。

そよぐ：な、なんでそんなことを？

辰馬：ＵＧＮチルドレンが死んだ時はよくあるんだ。死に不ふ審しんを抱いだいたりした一般人が、ジャーム絡みの事じ件けんに巻まき込こまれないようにする〝優やさしい配はい慮りよ〟って奴。

そよぐ：ひどい……。

辰馬：まぁ、しょうがない話さ。別に恨うらんでもいない。だって、普通の人の暮くらしを守るのがＵＧＮの目的なんだ。感かん傷しように浸ひたって、被ひ害がいが増ふえてもしょうがない。

そよぐ：…………。




　過か去こを淡たん々たんと話す辰馬。

　だが、そよぐには、それが自分に言い聞かせているように聞こえた。



















辰馬：で、考えたんだ。あまり特定の人間と関係を深めても意味がないって。多少嫌きらわれたって、その方がお互たがい楽ってね。ま、先せん輩ぱいからの忠ちゆう告こくさ。さて───。




「深入りするな」……それは配慮のつもりだった。

　オーヴァードは、ただの人間を守ってやればいいのだ。

　今は反発するかもしれない。怒おこるかもしれない。

　だが、そよぐにもいずれわかるはず……という辰馬の予想は、見事に裏うら切ぎられる。




そよぐ：（のんびりした調子で）ふ～ん。たっつんも色々あったんだね～。

辰馬：って、リアクション軽くない!?（爆ばく笑しよう）　オレってば、なかなかに深しん刻こくな話をしちゃったりなんかしちゃったつもりなんだけどっ。

そよぐ：あ、うん。ちゃんと聞きましたよ（自分の胸むねに手を置く）。でも、今、たっつんと一緒に深刻になってもしょうがないし。

辰馬：これが若わかさか……！




　君も十分若いんですけど、辰馬さん。




そよぐ：たっつんはたっつんで色々あっての深い考えだし、わたしはわたしで、たまーにちゃんと考えたりもしてるよ。でも、どっちが偉えらいとかは、ないじゃん？

辰馬：お、おう。

そよぐ：わたしとしては、過去に色々あったにせよ、今回の事件を解かい決けつしてミイちゃんを守って、みんなで明るい青春を送れるようになるといいなー、くらいで。

フェイド：さすが爽さわやかな女子高生だな。

ユピテル：青春を謳おう歌かするオーヴァードなのねぇ～（笑）。

そよぐ：そうだよー。目指せハッピーエンド！　友達にオーヴァードもなにも関係ないよ。わたしはミイちゃんと違って邪じや毒どくが得意だけど、ミイちゃんは勉強得意だし。人それぞれ！




　明るい。

　しかも、気負うところがまったくない。

　辰馬の心の奥おくで、何か晴れやかなものが動いた。




辰馬：ふっ、と笑う。

そよぐ：なぜ笑うのー？

辰馬：お前のそばにいると、おちおち深刻な顔もできやしないなって。

そよぐ：うん、だったらわたしのそばにいるといいよー。たっつんは、支部のエースだから、バリバリ前向きにがんばってもらわないといけないし。

辰馬：優しく見えて、人使いが荒いだろ！（笑）

そよぐ：んっふっふ。あ、でも、自分に過去を打ち明けてくれたたっつんに、仲間として認みとめられたような気がして嬉うれしかったりするのはナイショ（笑）。

ＧＭ：まぶしいほどに素す敵てきなやりとりですね！　……しかし、そこでふたりは、明らかに周囲に雰ふん囲い気きの違う人々がいるのに気づきます。

辰馬：おや？

ＧＭ：いつの間にか忍しのび寄よってきた謎なぞの集しゆう団だんがふたりを取り囲み、殺気を放ちます。

そよぐ：えぇ──っ!?　青春パワーへの嫉しつ妬と軍ぐん団だん？

ＧＭ：違ぇ！（笑）

辰馬：となると……敵てき、か。

ＧＭ：そのうちのひとりが前に進み出てそよぐに言います。「……ヤツをどこへやった？」インベードされた相原です。

辰馬：相原さん!?

ＧＭ：「答えろ。ヤツをどこへやった？」

そよぐ：ヤツって言うのは、フェイドちゃんのこと？

ＧＭ：「そうだ。あの逃とう亡ぼう者しやだ」

フェイド：やっぱり、私わたしは狙ねらわれているのか……。

辰馬：残念ながら、彼女コイツの中にはもういないぜ？

ＧＭ：そよぐの方を見て「貴様だけは滅ぼさなければならんしな」不気味に言います。

そよぐ：え？

辰馬：なんか、そよぐに用があるみたいだぜ。ここで戦いになるか……？

ＧＭ：周りには一般人も多数いますが。

辰馬：オレたちに対たい抗こう手しゆ段だんは……一いち応おう、そよぐはいるが。

そよぐ：街中ってのがねぇ。反はん射しや的てきに《ワーディング》を張はっておきます。

ＧＭ：では、そよぐの《ワーディング》が展てん開かいされた瞬しゆん間かん、彼らは顔をしかめます。

そよぐ：あれ!?

ＧＭ：彼ら自身には本来表ひよう情じようはありませんが、インベードした人間の表情が歪ゆがむ感じですね。「まずい！　この身体ではだめだ！」と口走って……逃とう走そうします。

そよぐ＆辰馬：え!?




　現あらわれた時と同様に、突とつ然ぜん姿すがたを消していく相原たち。

　辰馬やそよぐを警けい戒かいしつつ、スキのない整然とした撤てつ退たいだったが、その表情は苦く痛つうにも似にたこわばりが張はり付ついていた……。




辰馬：そよぐ!?　いったい何をしたんだ？

そよぐ：ええっ、わたし、まだ何もしてないよ!?　《ワーディング》張っただけだよ！

辰馬：（少し考えて）彼らにとっては、それが苦痛だったってことか……？

そよぐ：そうだねぇ。わたしの力で全員倒たおしちゃったのかと思ったよ。

辰馬：似たようなもんだろ。そよぐはすごいな……と不ふ機き嫌げんそうに言う。エースのオレよりもすごいっぽいぞ。

ＧＭ：ああ、コンプレックスを感じてるのね（笑）。

辰馬：なんだか複ふく雑ざつなんだよ！

ＧＭ：さて、ここで【知覚】判はん定ていをどうぞ。逃にげていった集団について、とあることに気づけるかどうかの判定です。難なん易い度どは12。

そよぐ：難むずかしいなぁ。（ダイスを振ふる）達成値９です。失敗！

辰馬：オレも振るよ。（ダイスを振る）おっ、クリティカルした。達成値17で、成功だ！

そよぐ：すごーい（拍はく手しゆ）。

ＧＭ：では、先ほど逃げていった集団の中に、明らかにインベードされていない正気の人間が含ふくまれていたことが分かります。

辰馬：なんだと？

そよぐ：自分の意志であんなのに協力しているヤツがいるの？

辰馬：ＦＨの正式なメンバー……ってとこかな？

ＧＭ：正せい解かいです。以前、辰馬がＦＨの内部情じよう報ほうを獲かく得とくした時に、データに合ったエージェントと顔が一いつ致ちしました。名前まではわかりませんが、ＦＨ構こう成せい員いんなのは確たしかです。

辰馬：なるほどなぁ。ＦＨが人員派は遣けんまでしてるのか。……となると、連中、昨日今日地球に現われたってわけじゃなさそうだ。……なぁ、そよぐ。

そよぐ：なぁに？

辰馬：フェイドはヤバくないか？　信用できないというか……そよぐは共感するのかもしれないけど。ＦＨが用意したスパイって線はありえるぜ。

そよぐ：そうは言うけれど……フェイドちゃんは、昔の仲間から逃げてきたんでしょ？

辰馬：それが噓うそかもしれないだろ。記憶がないというのも怪しい。

そよぐ：何が言いたいの？

辰馬：もしかすると、この事件を起こしている張ちよう本ほん人にんは、あいつかもしれないってことさ。その場合には……戦いになる。

そよぐ：あたしは、フェイドちゃんは本当に助けて欲しいだけなんだと思うけどなぁ……。たっつんは、いつも難しく考えすぎなんだよ。

辰馬：そよぐが簡かん単たんに考えすぎなんだ！（笑）　……人を、信じすぎるな。

そよぐ：たっつんが考えすぎだって！　それにそういうことするなら、わたしの中に入はいり込こんだ時に、殺すことだってできたはずじゃない。

辰馬：それはそうかもしれんが……。

そよぐ：たっつんが心配してくれているのは、よくわかったよ。でも、今はまだフェイドちゃんを信じたいかなって。

辰馬：会って間もないのにずいぶんとかばうな。

そよぐ：あの子がわたしの中に入って「対抗種カウンターレネゲイド」の力を引き出だしてくれなければ、わたしは、あそこでミイちゃんと一緒に死んでたかもしれないからね。だから、恩おんがあるんだよ。

辰馬：……なるほど、な。

そよぐ：それに、たとえ裏切られたとしても、たっつんがいれば平気でしょ。神戸のみんなを守る、支し部ぶ一のエースなんだしさ！

辰馬：エース──か。そう言われちゃ、グダグダ言ってられないな。




（どうにも、コイツには勝てない）

　辰馬にとって、そよぐは調子を狂くるわせてくれる奴だった。

　だが、それがどうにも心地ここちいいのも、また事実。

（あの支し部ぶ長ちよう、案外と狙ってオレらを組ませたのかもな……）

　ふっと口元を綻ほころばせ、辰馬は歩き始めた。

　そよぐと一緒に。







◆Middle07◆蠢しゆん動どうするモノ

Master Scene




　神戸市内、某ぼう所しよ。

　廃はい棄きされた工場の一角に、巨きよ大だいなタンクが置かれていた。

　その周囲を、虚きよ脱だつしたような表情した人々が立っていた。




ＧＭ：では次は、マスターシーンとなります。

一同：はーい。

ＧＭ：舞ぶ台たいは神戸市内にある、とある廃はい工こう場じよう。かつては、多くの人々が働いていたことが窺うかがえますが、今は廃はい墟きよになっています。

そよぐ：ふむふむ。

ＧＭ：中には、ぼうっと立ついくつもの人ひと影かげが見えます。リキッドにインベードされた人たちですね。その人影の中央には大きなタンクが置かれています。

ユピテル：タンク……ねぇ。

ＧＭ：人々の中には、先ほどのシーンで逃走した相原の姿が。彼は口を開きます。「フェイドの所しよ在ざい地ちの情じよう報ほう収しゆう集しゆうは、原住生命体の抵てい抗こうにより失敗に終わった」




そよぐ：さっきのシーンのことを言っているんだね。

ＧＭ：すると集まった人影たちが、口々に発言していきます。




「本惑わく星せいの原住生命体の中には、頑がん強きような抵抗を示しめす者がいる」

「協力者集団ＦＨの提てい供きよう情報に該がい当とう項こう目もくあり。武ぶ装そうグループＵＧＮと推すい定てい」

「ＵＧＮはフェイドと協力関係を構こう築ちくした模も様よう」

「彼らの肉体は、主に炭たん素そで構こう成せいされているが、まれに金きん属ぞくの肉体を持つ者も存そん在ざいすることが確かく認にんされている……」




ＧＭ：と、これらの人影は、みんながみんな同じ口調で話しています。話し合いというよりは、淡々と現げん状じようを認にん識しきする情報を羅ら列れつしている感じですね。

そよぐ：マスターリキッドは、複ふく数すうの個こ体たいだけどひとつの意識で統とう一いつされてるんでしたよね。

辰馬：やはり、相原さんをどうにかすればいいって感じじゃ、ないよなぁ。

ＧＭ：すると、その中の一体が中央に移い動どうして言います。

ユピテル：あら？　何かしら。




　それは、少女のシルエットをしていた。

　黒くつややかな髪かみ。柔らかな顔立ち。本来は可愛らしいと表現すべき容貌が、今はなぜか能面のように見える。

　そんな彼女の口元から紡がれるのは、やはり抑よく揚ようのない言葉。




「現状認識完かん了りよう。当初の作戦を変へん更こう無く堅けん持じする。状じよう況きようが進めば、本惑星の抵抗勢せい力りよくの戦せん闘とう力りよくは無む視し可か能のうなレベルとなる」




そよぐ：うああ。黒くろ髪かみの少女って、ミイちゃん!?　ミイちゃんだよね！

ＧＭ：さあ。今はマスターシーンで、そこまではわかりません。

フェイド：否ひ定てい。明らかに五十嵐未来だ（笑）。

そよぐ：むむむ！　マスターリキッドめぇぇぇ！　今すぐ廃工場に行かないと！

辰馬：いや、オレたちは知らないから（笑）。

そよぐ：あ、そっか。

ＧＭ：ともあれ、情報を整理したマスターリキッドたちは、闇やみの中で行動を開始します。では、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle08◆〝切り札〟今春そよぐ

Scene Player ─── ユピテル




　神戸市南京町。

　日本三大チャイナタウンのひとつで、中ちゆう華か風ふうの意い匠しようが目を引く。

　ユピテルは、そこの某ぼう店てんを、合流場所として指定したのだった。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーは、ユピテル。

ユピテル：はいはーい。一いつ旦たん、みんな合流しましょ。支部は改かい修しゆう中だし、どこかお外で♪

そよぐ：じゃあ、どこかで食事したいな。きっと学校帰りに支部に寄よったあと、ミイちゃんを探しに走り回っているから、お腹なかも空いていると思うし！

ユピテル：いいわね、それ。夕食ってことにしましょう。

フェイド：だが、それだと問題がひとつある───。

ユピテル：あら、何か気になることが？

フェイド：私は精せい神しん生命体なので、食事が必要ないということだ。

辰馬：ほ、本当だー!?

ユピテル：それを言ったら、アタシもよん。

そよぐ：ロボと精神生命体だもんね。うっかりしてた……（笑）。じゃあ店を変える？

ユピテル：いいわよ。お食事しなくても雰ふん囲い気きは楽しめるわ。そうね、中ちゆう華か街がいがあるわけだし、ちょっといい中華料理店の個こ室しつを取ってあげるわ。

そよぐ：あの、わたしは高校生で、お財さい布ふが……。

ユピテル：支部長の財布に任まかせなさいな。ＹＯＵたち、高級店に来ちゃいなさいよ！

そよぐ：わーい、ゴチになりまーす！　アイムハングリー！（笑）




　円えん卓たくの上には、様々な山やまの幸さちや海うみの幸さちを活かした美味が並ならんでいく。




ユピテル：アタシは、若いふたりが食べてる様子を嬉しそうに眺ながめてるわ。若いんだから。どんどんお食べ。ほら、これも。あれも。

辰馬：お祖母ばあちゃんみたいだ！（笑）　ともあれ、遠えん慮りよせずどんどん食べるとしよう。

そよぐ：わたしも！

フェイド：ふむ。食事には興きよう味みがあるので、観察したい。私をテーブルの上に置いてくれ。

ユピテル：ヒョイ（卓たく上じように載のせる仕草）。

フェイド：感かん謝しや。ふむ、これが有機物による栄養摂せつ取しゆか……。

ユピテル：あっ、そうだ。「中華風お子様ランチ」追加ね。

辰馬：お子様ランチ？

ＧＭ：あ、はい。ほどなくして届とどけられますが……。

ユピテル：お子様ランチの横にフェイドちゃんを置いて、カメラでパチリ……キャー、可愛い！♪

辰馬：それだけかよ！（爆笑）

そよぐ：そのために頼たのんだんだね（笑）。

辰馬：誰が食うの、それ。

ユピテル：え……？（辰馬の方を見つつ）

辰馬：え、何でこっち見んの!?

ユピテル：アナタ、うちのエースでしょ？　エースだったら食べてくれるわよねー。

辰馬：エース関係ねえよっ！　でも、エースって言われたら食うしかないよ！（笑）

ユピテル：残さず食べてね♪

辰馬：うう、なんで高校生の身でお子様ランチを……。

そよぐ：あ、たっつん、ピース！

辰馬：お、あ？（反射的にピースサイン）

そよぐ：カシャ！　はい、たっつんＷＩＴＨお子様ランチの写真、いただきました！　明日、クラスのみんなに見せたげよう。

辰馬：おおいっ！（笑）




　迫り来る危機をよそに、和なごやかに会食は進む。

　この余よ裕ゆうとしなやかさは、神戸第三支部の強み……かもしれない。




ユピテル：さて、お腹も膨ふくれたし、そちらの話から聞こうかしら。襲おそわれたって聞いたけど？

そよぐ：はい、ミイちゃんを捜してたら……。数人に囲まれて。危あぶない雰囲気だったから、つい《ワーディング》を張ったんですけど、みんな苦しそうにして逃げちゃったっていうか。

ユピテル：……《ワーディング》で？

辰馬：普通、攻こう撃げきの役には立たねぇよな。

ユピテル：そうね……でも、今回ばかりは、それがキーじゃないかしら？

そよぐ：え？

ユピテル：最初にそよぐちゃんがリキッドと遭そう遇ぐうしたときの映えい像ぞうを見てて気づいたことなんだけど……あのときも《ワーディング》してたわよね？

そよぐ：はい、してました。

ユピテル：そよぐちゃんの《ワーディング》は、向こうを弱体化させる副次的な効こう果かがあるんじゃないの？

フェイド：ふむ。これは基き本ほん情報を収集する中で私が知ったのだが……本来は攻撃用よう途とにないもので異い星せい人じんを撃げき退たいしたという記録が、この惑星にはある。

一同：えっ!?

ユピテル：あらま初耳。

フェイド：お前たちは知らなかったのか。では、これは政せい府ふによって隠いん匿とくされていた極ごく秘ひ情報なのかもしれんな。では教えてやろう……。

一同：…………。

フェイド：ある日、火星から敵てき性せい体が現われ地球を蹂じゆう躙りんしたのだが、彼らは最終的に地球の微び生せい物ぶつによって病にかかり、全ぜん滅めつしたという───

ＧＭ：それは『宇う宙ちゆう戦争』だーっ！（爆笑）　Ｈ・Ｇ・ウェルズの！




　そういうＳＦ小説があるのだ。




フェイド：ぬ？

そよぐ：（笑いながら）フェイドちゃん、それ、お話だから！　作り話！

フェイド：理り解かい不ふ能のう。この星には、数々の異星人を撃退した記録文書や映像が……。

辰馬：どれもこれもフィクション！　娯ご楽らく！　噓なの！

フェイド：そのようなものを製せい作さくする意図が理解できない……。お前たちは、あまりにも非ひ合ごう理り的てきだ。

ユピテル：『ギャラクシークエスト』の宇う宙ちゆう人じんかいっ！（笑）




　そういうＳＦ映画があるのだ。




そよぐ：全部本当のこととして受け止めてたんだ……。

フェイド：ふむ。これで納なつ得とくがいった。隕いん石せきは落ちるわ自転が止まるわで、この惑星自体が消しよう滅めつする記録も数多いのに、現状と明らかに矛む盾じゆんしていたからな。

辰馬：こ、こいつ……天然だ。

そよぐ：（耳打ちする）ね、悪い子じゃないでしょ、フェイドちゃん。

辰馬：まぁな。認めざるをえない（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：あー、笑った。では仕切り直しましょう。

ユピテル：ええと、要は「対抗種」であるそよぐちゃんの《ワーディング》なら、彼らを弱めることができるんじゃない？

フェイド：肯こう定てい。私がそよぐに入ったことにより、彼女のレネゲイドが変へん異いしたとあの女医も言っていたな。

ユピテル：ピルグリムアレルギーってとこね。最初に入ったフェイドに対し、その同種の存在であるピルグリムに対し、抗こう体たいが攻こう撃げき的てきになったと思うのよ。

そよぐ：おお！（ぽんと手を打つ）

辰馬：そりゃあ確かに理り屈くつはあってるな。面白ぇ。

ユピテル：そういうことよね、ＧＭ。

ＧＭ：正解！　レネゲイドの防ぼう衛えい本ほん能のうがピルグリムに対して特化した、みたいな感じですね。

フェイド：ピルグリム以外にも「対抗種」のデータは効きくわよね？

ＧＭ：もちろん効きます。ルール的には、こんな感じです。敵のＥロイスと合わせて説明しましょう。





・リキッドはＥロイス「不ふ滅めつの妄もう執しゆう」を取得しており、戦せん闘とう不能や死し亡ぼうから自動的に回かい復ふくする。これに回数制せい限げんはなく、事実上、不死身である。

・そよぐが《ワーディング》を使用すると、そのシーン中は「不滅の妄執」を解かい除じよできる。






ユピテル：なるほどねん。わかりやすくていいわ。

辰馬：解除さえしちまえば、あとはこのエースのオレの出番ってわけだな（笑）。

そよぐ：そうだね、たっつん。

ユピテル：話をまとめると、そよぐちゃんが《ワーディング》を張っちゃえば、アイツらを攻撃することはできるわけよ。

そよぐ：うんうん。

ユピテル：だから、あとはその乗っ取られた人たちを……まあ、多少傷きずつけるのはこの際さいしょうがないとして……その本体を仕し留とめることができれば、事件は解決するわ。

そよぐ：だねっ！

ユピテル：なるべく傷つけたくはないのだけれどねぇん。スマートにいきたいわ。

そよぐ：支部長は優しいなぁ。わたしも賛さん成せいだよ。

ユピテル：そよぐちゃんの能のう力りよくを応おう用ようして、上手うまくリキッドだけを人間から引ひき剝はがす方法はないかしら？　判定とかでわかる？

ＧＭ：ふむ。いい案なので〈知ち識しき：レネゲイド〉で判定してみてください。難易度は13。

そよぐ：わっ、高い。

フェイド：この判定は、全員でやっていいのか？

ＧＭ：もちろん。

ユピテル：（ダイスを振る）……達成値６。わっかんないわ～。アタシ、そういうハイテクなことはわっかんないわ～。ＹＯＵたち、どうにかしちゃってよ！

辰馬：支部長ぉぉぉ！（笑）

そよぐ：じゃ、行きまーす。……（ダイスを振る）……あっ14！　わ、わかっちゃった……。

ＧＭ：あ、出た！

ユピテル：すごいわ、そよぐちゃん！

辰馬：そよぐ、頭よかったのか。く、くそう……エースであるオレがまた負けた！（笑）

そよぐ：嬉しい嬉しい♪　それで、どうすればいいのかな？

ＧＭ：そよぐは、実じつ際さいにフェイドを自分から弾はじきだしたという経けい緯いがあるので気づきます。《ワーディング》ってレネゲイドを周囲に散さん布ぷするエフェクトじゃないですか。

ユピテル：うんうん。

ＧＭ：それに指し向こう性せいを持たせられれば、乗っ取られた人の身体に叩たたき込こむことができるんですよ。具体的にはエンゲージして、〈ＲＣ〉で対決することです。

そよぐ：ほうほう！

フェイド：なるほど、〈ＲＣ〉……〝レネゲイドコントロール〟だからな。

ＧＭ：はい、元々〈ＲＣ〉はＵＧＮで確かく立りつした技ぎ能のうですから。

ユピテル：たしか、そういう設せつ定ていだったわ（笑）。

フェイド：あのとき、そよぐが攻撃して水の人影が追い出されたのも、指向性を持ったレネゲイドウィルスによるものだったということか。

ＧＭ：そうですね。攻撃でもはじき出せるんですけど、ダメージを与あたえないようにするためには、自分自身の力でレネゲイドをコントロールする必要があるということです。

フェイド：それが、エンゲージして〈ＲＣ〉の対決なのだな。

そよぐ：なるほど～。

ＧＭ：ではここでフェイドは新たな記憶が蘇よみがえるかどうかの判定を行なってください。〈意い志し〉でどうぞ。難易度は８です。

フェイド：よし、いこう。たあっ。（ダイスを振る）８ピッタリ！

ＧＭ：おっ、成功です。

フェイド：危なかった……（笑）。うう、頭が痛いたい。

辰馬：よかったよかった。

ユピテル：どうやら、フェイドちゃんが何か思い出したみたいね。

ＧＭ：人間がリキッドに完全にインベードされてしまうと元に戻もどすことはできずに、意識も完全に失ってジャームになってしまうということがわかります。

フェイド：ふむ。……ということなのだが、それは大変なのではないか？

そよぐ：ミイちゃんたちが元に戻れなくなっちゃう!?

ＧＭ：完全に馴な染じみきるまでは、最初の感かん染せん時間から計算してあと二四時間ほどですね。

そよぐ：うわ、時間の余裕もうないよ。

ＧＭ：そして、もうひとつ。インベードが進行している途中の状じよう態たいでは、実はリキッドは力を出し切れません。真の戦闘力を発はつ揮きするためには外に出た方が強いんです。

フェイド：理解。我われ々われが未来のように意識のある個体をインベードした場合、その意識は、一定時間経けい過か後に死ぬ。たとえ話をするならば、お前たちがその、物を食うようなものだ。

ユピテル：消化するまでに時間がかかるってことよねん。

フェイド：そう、これは食事だ。

辰馬：なるほど。

フェイド：そして、それを消化するまでは、器うつわの中にいる状態では十分な力を発揮できない。

ＧＭ：その説明でＯＫです。

そよぐ：今のフェイドちゃんはオコジョだもんね。

ＧＭ：オコジョのぬいぐるみに馴染んだところで、どんな力が（笑）。

フェイド：自分自身の一〇〇パーセントの力がどのくらいなのかは、よく覚えていない。

辰馬：きっと本気を出したら、地球なんて指先ひとつでダウンだろうな（笑）。

フェイド：おそらく可能であろう。えっへん。

そよぐ：そうなのー？　頭を撫なでます（笑）。

フェイド：うお、うお、やめろ。触さわるな。手足をジタバタさせる。

ＧＭ：微笑ほほえましい（笑）。

そよぐ：でも、完全に乗っ取られちゃう前に、わたしが《ワーディング》で追い出せいいんでしょ？　食べ物を殴なぐって吐はき出ださせるみたいなもんだね。

ＧＭ：赤ちゃんが要いらんもん食べたのを、背せ中なかバーンッて叩たたいて吐き出させる、みたいな。

そよぐ：んでもって、吐き出した食べ物、リキッドはバッチイから掃そう除じしちゃえばいいわけよ！　そんな話をしながら、デザートの杏あん仁にん豆どう腐ふをもぐもぐ。

辰馬：喩たとえ話の方ほう向こう性せいがアレなのに、しっかり食事してる。タフなんだな（笑）。

そよぐ：たっつんは繊細さんだなぁ。

辰馬：そよぐが大ざっぱすぎるんだよ！

ユピテル：でも、そうまくいくのかしらね。

辰馬：そうだ、そう簡単にできるわけがない。

そよぐ：じゃあ、フェイドちゃんに聞いてみよう。今わたしが、思いっきりフェイドちゃんのことを、外に追いだそうと思ってぶん殴ってみるね！

フェイド：ん？　おい、ちょっと待て。おい！




　にこやかな顔のまま、そよぐはレネゲイドを放つ。

　一瞬たじろいで、後ずさろうとするフェイドの身体めがけ、赤い風が吹ふく。




フェイド：ぐおっ!?

ＧＭ：ダメージは与えるつもりないんですよね？

そよぐ：もちろんだよ！　あくまでも優しく、ガツーンとね！

辰馬：表ひよう現げんが絶ぜつ妙みようにおかしい（笑）。

ＧＭ：では、フェイドはオコジョのぬいぐるみから一時的に叩き出されます。

フェイド：ぷゆぅん（擬ぎ音おん）。

そよぐ：あ、出た（笑）。

フェイド：モヤモヤとした光の玉が、オコジョの後ろにもわんもわんもわんと浮うく。これで方法が正しいと証しよう明めいはされたな。……戻っていいか？

そよぐ：あ、うん。どうぞ。ありがとね。

フェイド：まったく、せっかく馴染んだのに。またやり直しじゃないか。

ユピテル：ともあれ、これでみんなを傷つけずに済すみそうね。

辰馬：五十嵐も無事に助けられるな、そよぐ。

そよぐ：うん！

フェイド：……ひとつ質しつ問もんしていいかな？

そよぐ：うん。

フェイド：お前たちは、器にインベードをしないのに、なぜ《ワーディング》を使う？　これは、乗のり移うつる器の抵抗を消し去るためのものではないのか。

辰馬：そうか、《ワーディング》はフェイドにとってはそういうものなのか。

そよぐ：そりゃあもちろん、周りの人に被害を出さないためだよ。それにほら、戦ってるところを見たら、みんな怖こわがるじゃない？

フェイド：恐きよう怖ふを与えたほうが従したがわせやすいのでは？

そよぐ：何言ってるの？　みんなを怖がらせたら、何の意味もないじゃない。

フェイド：……難しい概がい念ねんだ。恐怖を用いて、危機を認識させる方が対象を保護するうえでは効率的だ。だが、それ以上に優先するものがあるのか？

そよぐ：うまく言えないけど、怖がらせすぎると……かえって壊れちゃうものがあるんだよ。




　そよぐは真しん摯しにフェイドを見つめて言葉を紡ぐ。




フェイド：ふむ。それは、日にち常じよう、というものか……？

そよぐ：うーん。そんな感じかな。……簡単にいうと自分の大事な人が怖い目に遭あったら、みんな嫌いやじゃない？　そんだけの話だよ。

フェイド：…………。では、たっつん。お前はどうなのだ。日常を守るのか。

辰馬：オレの場合は、それが使命だからってのがでかいな。一般人は守るべき対象で、犠ぎ牲せいは少ないほうがいい。

フェイド：……ふむ。




　ぬいぐるみの小首をかしげて思考するフェイド。

　その姿だけは、ひどく愛らしい。




フェイド：使命……。また難しい概念だ。だからそれについては触ふれないでおこう。お前も五十嵐未来やその他の人物が傷ついたり、恐怖を覚えたりすることは、望まないのだな。

辰馬：彼女はそよぐの友達だからな。

そよぐ：ここでちらっと辰馬を見ます。

辰馬：その視線に気づいて、つけくわえよう。……オレの友達、になれるかもしれない。

フェイド：友達？　うむむ……お前たちの感かん情じよう的てき概念は極きわめて難しい。

辰馬：あんたにゃ、友達ってものは難しいか。

フェイド：友達というのは、私がお前たちに守ってもらう代わりに、お前たちと目的を共有するという共きよう存そん関係と同種のものと考えてよいか？

ユピテル：んー、ちょっち違うわよぉ。そんな機械的に割わり切きる冷たいものじゃなくて、パッションとエモーションのハートウォームな……そういうものよぉ～。

辰馬：よりによってユピテルが機械的な考え方を否定するとか（笑）。

フェイド：より理解不能になった……。

そよぐ：ともかく、そのうちフェイドちゃんにもきっとわかるようになるよ！

フェイド：……返答は保ほ留りゆうしておこう。今は協力体たい制せいを維い持じすると約束する。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：敵への対処に結けつ論ろんが出たところで、支部の職しよく員いんからユピテルに連絡が入ります。

ユピテル：あら、着信ね。スマホを取りだして出るわ。はぁい、もしもぉーし♪

辰馬：電子頭ず脳のうに直ちよく接せつ通信機き能のうとかないのかよ。

ユピテル：アタシには通信機能なんてないわよ？　機械は苦手だけど、このスマホは頑がん張ばって覚えちゃったのよ～。カルチャースクールで、イケメン講こう師しに教えてもらっちゃった。

辰馬：あっ、はい、ソウデスカ。

ＧＭ：では連絡内ない容ようを。「監かん視し対象に動きがありました！　北区の消しよう防ぼう署しよです。残る五人が襲しゆう撃げきを仕し掛かけ始めました」

ユピテル：北区の消防署？　消防車が目的かしら？

ＧＭ：「対たい処しよしますか？」

ユピテル：相手が悪いわ。手は出さずに、まずは周囲の人たちを避ひ難なんさせて……。

ＧＭ：「はっ、すでに始めています」

ユピテル：あら優秀ね。さすがだわ。ご褒ほう美びにキスをしてあげちゃう♪

ＧＭ：「支部長の指し導どうの賜たま物ものです。キスは遠慮いたします」（笑）

ユピテル：あららん、つれないお返事。

ＧＭ：「では、そちらに映像を送ります」とユピテルのスマホに映像が送られてきます。

そよぐ：じゃあ、そのスマホを覗のぞき込こむと。

ＧＭ：送られてきた映像には……未来が映うつっていますね。

そよぐ：ミイちゃん！
















フェイド：リキッドに支し配はいされているな。

そよぐ：やばいじゃん！　ここどこ？　消防署？　ちょっと、今すぐ行かないと！　もう、何も聞かずに駆かけ出だしてく！

辰馬：おい、そよぐ！　チッ、オレも行くぞ！

ユピテル：素す早ばやい子たちねぇ。ま、アタシたちものんびりしちゃいられないわ。

フェイド：了りよう解かい。同行しよう。

ＧＭ：ではここでシーンを閉とじましょう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




フェイド：ＧＭ、私は未来にロイスを取っておくぞ。とりあえず。ポジティブは［庇ひ護ご］でネガティブは［無関心］だ。表に出ているのは［無関心］。

ＧＭ：はい、了解です。

ユピテル：気にかけてはくれるのね？

フェイド：興味はないが、君たちとの協力体たい制せいを維持するのに最さい善ぜんの選せん択たくと判はん断だんした。

辰馬：オレも五十嵐に取っておくよ。

ＧＭ：いいのよ、［純じゆん愛あい］とかで取っても。

辰馬：違うって！　ええと、ポジティブ［庇護］、ネガティブ［疎そ外がい感かん］。まだ一般人との間に壁かべは感じるが、守るべき対象なのはわかってる。

そよぐ：たっつん、照れ屋さんだね！






エンゲージ　本ゲームにおける距離、及びエリアを表現する単位である。









◆Middle09◆奪われた友達

Scene Player ─── 今春そよぐ




　未来を追って、消防署に急ぐ。

　リキッドは、水を媒ばい介かいにインベードするという特とく徴ちようを持っている。いやな予感がする。

　そして何より、未来を取とりもどしたかった。




ＧＭ：ではみなさん、消防署にやってきました。そこには「来たか」と振ふり向むく未来がいます。

そよぐ：ミイちゃんが？

ＧＭ：ええ、その声は未来の声ですが、口調はまったく違います。




　その声、その姿は、未来のものであった。

　だが、感情を失ったような瞳ひとみと、無む機き質しつな不自然さは、明らかに未来ではない。

　何か、別のモノだった───。




そよぐ：やっぱり、ミイちゃんは乗っ取られてるのね。

フェイド：リキッドか。

ＧＭ：「そうだ。それが貴様がインベードした先か？　フェイド」

フェイド：……そうだ。

ユピテル：オコジョだもんなぁ。

ＧＭ：「ずいぶんと弱々しい姿になったものだ。かつての貴様からは想そう像ぞうもつかん」

フェイド：かつての私のことだと？　私はお前のように、炭素化合物、生物に限げん定ていされたインベードをしなくてもいいからな。

ＧＭ：「ふん。そんなところで優ゆう位い性せいを誇ほこっても、ここで滅ぼされるのだから同じことだ」

フェイド：……本当は覚えていないんだが、そのことはばれないようにしよう（笑）。

ＧＭ：「それに、我々の目的は次の段だん階かいに入ろうとしている」

フェイド：む？　どういうことだ。

ＧＭ：「それを教えてやる必要はない」

フェイド：何か企たくらんでいるということか。

そよぐ：……待って、他にインベードされた候こう補ほの人たちは？

ＧＭ：ここにはいないようです。

ユピテル：ひょっとして、アタシたちを足止めして何かさせるつもりかも。

そよぐ：どうしよう!?

辰馬：ふん、どのみちお前を倒せばいいだけだ！

ＧＭ：「ほう、この身体に手出しができるのか？」

辰馬：ぐぐ……。

そよぐ：ごちゃごちゃ言ってないで、ミイちゃんの身体を返しなさい！

ＧＭ：「この身体はすでに我々の身体だ。なかなか、馴染む」と、未来の声としゃがれた無機質な声が、重なって聞こえます。

フェイド：それは誤ご情じよう報ほうだな。お前は、まだ完全にその身体をインベードしていない。本来の力は発揮できまい。

ＧＭ：「だが、我々も学習したのだよ。この星の知性体は、同胞に対して戦闘行動に移うつる時に精せい神しん的てきな枷かせを負いやすい。この種の肉体は制約を増幅するようだ。手出しできず、我々が勝てると学習した」

そよぐ：わたしたちが、手を出せないと思っているのね。

ＧＭ：「この精神的枷が何を意味するのかわからないがな」

辰馬：オレたちの感情を中途半端に学習してやがって。

フェイド：リキッド。その概念は日常というのだ。理解できまい。ふふん（[image: ]どや顔）。

そよぐ：可愛い～♪

ＧＭ：「にち、じょう……？」

フェイド：お前には理解できまい。……実は私もまだ理解していない。

ＧＭ：「日常？　日々の生命活動を表わす言葉だったな。それに何の意味がある」

ユピテル：日常という意味を、辞書的な意味でしか理解できないのね。アンタ、偉えらそうなこと言うわりに、人間を知らなさすぎるんじゃないかしら？

ＧＭ：「なんだと？」

ユピテル：アンタの言う〝精神的な枷〟が、単に戦力の減げん少しようにだけ繫つながると思っているのだったら、それは浅い判はん断だんと言わざるを得ないわね。

ＧＭ：「どういうことだ？　お前たちは非ひ論ろん理り的てきで解かい析せきに苦しむ」

ユピテル：それを力に変える者もいるのよ。そう、たとえばこの子たちのように───。

ＧＭ：「むっ、力に変える、だと？」

辰馬：そうとも、ロイスは力を与えてくれるのさ！

そよぐ：そうだね、たっつん！

辰馬：（自信満々に）それに……こっちには切り札があるんだぜ。

ＧＭ：（シリアスな声で）「なに!?　お前が切り札だというのか？」

ユピテル：そうよ、この子は我わが支部のエースで……。

辰馬：（突然卑屈な声で）うぇっへっへっへ。ひとつお願いしますよ、そよぐさん！

一同：…………。

そよぐ：たっつ───んっ!!（一同爆笑）

ユピテル：何故そこで三下に……。エースだって持ち上げようとしたのに！

辰馬：言いたくて仕方なかった！　ふ～、満足したぜ。ふ～、スッとしたぜ。

フェイド：病気か！　三下にならないと死んじゃう病か！




　そんな病気があるのだろうか？




そよぐ：たっつんはエースじゃん、切り札でしょ。

辰馬：おお、そうだった！　確かにそよぐの力は切り札だが、オレもまたエース！　剣けんを抜ぬきます。

ＧＭ：「理解ができん、貴様らの言っていることは、論理的に整せい合ごう性せいが取れん」

辰馬：理解なんてできないだろう。論理だけで人間は生きてるんじゃないぜ。

そよぐ：リキッドだっけ？　あんた、ミイちゃんを返しなさい！　宇宙にいたからわかんないかもしれないけど、ここじゃ友達を助けるためにあんたを殴るぐらい何でもないんだよ！

辰馬：おお、殴る気満々だ。

そよぐ：ここでリキッドのロイスを取ります！

ＧＭ：タイタスにする用ですね（笑）。

そよぐ：はい（笑）。タイタスにする気満々で取ります！

フェイド：私も、ハンドアウトにもらった「かつての同どう胞ほう」をタイタスにできる。あとの２つの「謎のロイス」はは、まだ出てきてないからタイタスにしたくない（笑）。

辰馬：ああ、ライフパスでもらったロイスか。

そよぐ：ポジティブが［執しゆう着ちやく］、ネガティブが［憤ふん懣まん］で取りました。ミイちゃんを返してもらうまで許ゆるさないんだから。

ＧＭ：了りよう解かいしました。それでは、戦せん闘とうに入りましょう！




●第一ラウンド

ＧＭ：まず初期配置の説明を。ＰＣ全員で一エンゲージ。そこから５メートル離れた場所に未来───彼女にインベードしたリキッドがいます。といっても、リキッド本体ではなく、群体のひとつですが。

辰馬：ここで決着、とはいかないってことだな。

ＧＭ：はい。未来を助けるには、リキッドを彼女の身体から追い出さなくてはなりません。

ユピテル：でしょうねえ。念のため確認するけど、もしインベードされた状態のまま未来ちゃんを倒しちゃったらどうなるのかしら？

ＧＭ：リキッドは倒せますが、同時に未来が死亡します。くれぐれもご注意を。

そよぐ：わ、分かった！　うー、何か緊張してきた。

辰馬：大丈夫だ、必ず助けられる。

そよぐ：たっつん……。

フェイド：すでにインベードされた対象からリキッドを引き剝はがす方法は判明している。あとは実行するだけだ。

ユピテル：そよぐちゃん、アナタが未来ちゃんを救う鍵よ。がんばってねん。

そよぐ：……うん、任せて！

辰馬：よし、いくぞ！




▼行動値

そよぐ　　　　12

リキッド　　　12

フェイド　　　９

ユピテル　　　７

辰馬　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：第一ラウンドのセットアッププロセスです。何かやる人はいますか？

一同：ありませーん。

ＧＭ：実はこちらもなし。イニシアチブプロセスに移ります。最初の行動は、そよぐです。

そよぐ：じゃあ、まずはオートアクションで《ワーディング》を張っちゃうよ。

ＧＭ：特殊物質が散布されてリキッドの表情が一瞬歪みますが、すぐに平静を取りもどします。「この身体にインベードする前ならば危険だった。だが、今の私には無駄なこと」

ユピテル：その余裕も今のうちよん♪　さあ、そよぐちゃん、がんばって。アナタなら、彼女を助け出すことができるわぁ。

そよぐ：うん！

ＧＭ：「この身体を傷つけずに助ける？　不可能だ。ゆえには安全だ。特に今春そよぐ、貴様には傷つけられまい！」

辰馬：こいつ、すごい勢いでフラグ立て始めたぞ（笑）。

フェイド：そよぐ、遠慮はいらない。やってやれ。

そよぐ：オッケー！　マイナーアクションでリキッドにエンゲージして、メジャーアクションでミイちゃんの身体にわたしの「対抗種」を打ち込むよ！

ＧＭ：では、そよぐとリキッドによる〈ＲＣ〉対決になります。

辰馬：ここで勝てば、このあとが色々と楽になる。そよぐ、がんばってくれ。

そよぐ：よし、がんば、る……うえっ!?

ユピテル：どうしたの、そよぐちゃん？　いきなり固まっちゃって。

そよぐ：いや、その……〈ＲＣ〉って、よく見たら【精神】の技能だよ！　わたし、【精神】２しかないんだけど!?

辰馬：ぶっ!?

ＧＭ：おやおや。ちなみにリキッドは〈ＲＣ〉判定で９個振れます（笑）。

そよぐ：待って！　……ＧＭに質問っ！　この判定に《光の手》を使ってもいいですか！




《光の手》とは卓たく越えつした感覚で光を操作するエンジェルハィロゥのエフェクトである。通常、〈ＲＣ〉判定は【精神】を使用するが、このエフェクトを組み合わせた場合、【感覚】で判定できるようになる。




ＧＭ：ＯＫですよ。

フェイド：そよぐ。私も支援しよう。さあ、ダイスを振りたまえ。

そよぐ：ありがとう！　じゃあ、いきます！　（ダイスを振る）あぁ、９!?　クリティカルしない～！

フェイド：大丈夫。《原初の紫むらさき：妖よう精せいの手》を使用。空間を歪め、そよぐと未来の距離をつめる。その判定のダイスひとつの出目を10に。これでクリティカルだ。ダイスロールを継続したまえ。

そよぐ：ありがとう、フェイドさん！（ダイスを振る）クリティカルはしなかったけど、出目はいいよ。技能レベルを足して……達成値22！

ＧＭ：こ、これは厳しいですね。（ダイスを振る）ぐっ！　一個もクリティカルしないっ!?た、達成値は……９！

一同：よし！

そよぐ：それじゃあ、どーんと走りこんでいって、ミイちゃんへ抱きつく！　押し倒さんばかりの勢いでっ！　さあ、リキッド、わたしの「対抗種」をくらいなさい！




　一瞬の隙をついて高速タックルが決めたそよぐが、接触部を通じて「対抗種」を打ち込む。

　その直後、リキッドの表情が目まぐるしく変化した。

　余裕の表情から苦悶に満ちた形相へ、そして泣き出しそうな顔になり、リキッド───いや、未来がささやく。

「そよちゃん……助けて……！」




そよぐ：……っ！　大丈夫、今助けるよ！　リキッド、ミイちゃんから出て行けぇぇっ！

ＧＭ：そよぐが叫ぶと同時、未来の瞳から大粒の涙が溢れて地面にこぼれ落ちます。すると突然、彼女は気を失い、そよぐにもたれかかってきます。どうやら《ワーディング》の効果で意識を失ったようですね。

そよぐ：わわっ！　慌てて抱きとめるよ。ミイちゃん、大丈夫!?

ユピテル：安心しなさい、そよぐちゃん。未来ちゃんが《ワーディング》の影響を受けたってことは、解放された証よん。

ＧＭ：ユピテルの言うとおりです。




　意識を失った未来は、呼吸も安定し、今や穏やかな表情で眠りについている。

　どうやらリキッドの影響からは完全に解放されたようだ。



















ＧＭ：そして、未来が気を失う寸前に流した涙が、消防署の床の上で膨れあがり、人ひと形がたになってもがき苦しみだします。「うげぇっ!?　く、苦しいっ！」

辰馬：リキッド！

ＧＭ：いかにも。水の身体を震わせながら、リキッドがうめきます。「ば、馬鹿な！　インベードが解除される、とは……！　今のはいったい……!?」

フェイド：分離成功。リキッドは予想外の事態に混乱しているようだな。

ＧＭ：「ぐぐぐ……。今春そよぐ！　貴様、先ほどの力は何だ!?」

そよぐ：友情パワーだっ!!（一同笑）

ＧＭ：「ゆ、友情!?　友情……インプット完了……」（一同爆笑）

ユピテル：ちょっと、インプットしてどうすんのよ!?（笑）

辰馬：というか、元ネタわかるのか？




　友情パワーと言われ、思わず反応してしまいました。

　ちなみに元ネタは『キン肉マン』という漫画です。




ＧＭ：気を取り直しまして。リキッドは不可解そうに、首を傾かしげながら言います。「友情？　なんだこの非合理的な概念は？　……面白い、この星の生物に興味がわいてきた！」

ユピテル：あらあら、アイツの好奇心を刺激しちゃったみたいねえ。

ＧＭ：「人間……我らがインベードする対象としては上々だ！」

辰馬：おいおい、ずいぶんと余裕じゃないか。人質はもういないんだぜ。それに器を失ったら、あんたは長く生きられないんだろう。大丈夫か？

ＧＭ：「問題ない。私は群体の一部。現状、貴様らに勝利するのは難しいが、我々の目的が達成されるまで、時間を稼がせてもらう」

辰馬：時間稼いで何を企んでるんだか。

フェイド：現時点での推測は困難だ。ただ、迅速に処理すべきだと判断する。

ユピテル：それじゃあ、チャッチャと仕留めるわよん。

そよぐ：うん！　ミイちゃんを巻き込んだこと、後悔させてやるんだから！

ＧＭ：では、戦闘を再開しましょう。リキッドを未来から引き剝がすことに成功しましたので、未来と同じエンゲージに改めてリキッドが［未行動］で配置されます。

辰馬：ここからは、リキッドだけを攻撃できるわけだな。

ＧＭ：そうです。なお、未来は戦闘から除外されますので、ご安心を。

そよぐ：ほっ、よかった。

ユピテル：守りながら戦うのは大変だし、助かるわねん。

ＧＭ：次はリキッドのメインプロセス。マイナーアクションで《オリジン：コロニー》《絶ぜつ対たいの空間》《黒耀の鎧よろい》を使用！　リキッドの身体が流体化、攻撃を吸収しやすくなりました。

フェイド：バッドステータス予防に装甲値上昇、防御能力を上げてきたか。

そよぐ：問題なし！　わたしとたっつんは装そう甲こう値無視ができるもの！

辰馬：あとは、切り倒してやるだけさ。

ＧＭ：ぐぬぬ！　メジャーアクションは《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《要かなめの陣じん形けい》《崩れる大地》《紅くれないの刃やいば》《ブラッドバーン》でそよぐ、辰馬、フェイドの三人に射撃攻撃！　ウォータージェットのごとく、体内で圧縮した水を凄まじい勢いで射出します！

そよぐ：こ、こっちにきた！

ＧＭ：目の前にいる脅威を取り除こうとするのは当然！　ちなみにこの攻撃、命中すると、このシーンの間、ドッジのダイスが四つ減へります。

辰馬：くらったら、回避の可能性はなくなるな。

ＧＭ：命中判定、行きますよ！（ダイスを振る）……微妙ですね。結構な数を振ったのに四つしか回ってない（一同笑）。

辰馬：このまま止まってくれていいんだぜ？（笑）

ＧＭ：いやいや、ここからですよ！（ダイスを振る）……お？　おおお!?

そよぐ：30、40、50!?

ユピテル：あら、あらあら。ちょっと、回りすぎじゃないかしら？

ＧＭ：止まった。えーっと、達成値64ですね。……どうしたの!?　まるで自分じゃないみたいですよ！　何が起きてるの!?（一同爆笑）




　普ふ段だんの私は、とてもダイス目が低いのである。それもなぜかＧＭの時に限って。




フェイド：ふむ、私の能力でこれを避けるのは不可能だな。（ダイスを振る）……二回クリティカルしたが、達成値25で失敗だ。

そよぐ：（ダイスを振る）うーん、ダメ！　達成値20で失敗だよ～。

辰馬：（ダイスを振る）こっちもくらった。

ユピテル：うーん、誰か守ってあげたいけど、さすがに侵蝕率が高くて厳しいわねえ。今回は見送ってもいいかしら。

フェイド：問題ない。侵蝕率的には、こちらの方が余裕がある。

辰馬：オレはむしろ侵蝕率を上げたいぐらいだ。《リザレクト》させろーっ！

そよぐ：だってさ（笑）。

ユピテル：それじゃあ、お言葉に甘えて、今回はカバーリングなしよん。

ＧＭ：では、ダメージロールです。（ダイスを振る）おおっ、こっちもかなりいい!?

辰馬：なんか、ＧＭが絶好調だな（笑）。

ＧＭ：ダイス目だけで42点。攻撃力と合わせて62点のダメージです！　放たれた無数の錐のような水流が、そよぐ、辰馬、フェイドの身体を次々と貫きます！

ユピテル：すごいわね。アタシが受けても耐たえられない威力だわ。

辰馬：《リザレクト》！　（ダイスを振る）。４点回復して、侵蝕率も４点上昇した。

そよぐ：あたしも《リザレクト》するね。たっつんと同じく４点回復したよ～。

フェイド：右に同じ。（ダイスを振る）私は６点回復した。

そよぐ：水流に貫かれてもんどりうって倒れるけど、すぐに飛び起きてリキッドを睨む！　すごい威力だね。でも、この程度でわたしたちは止められないんだから！

辰馬：そよぐの言うとおりだ。勝負はこれからだぜ。

ＧＭ：すると、身体を再生するみなさんをリキッドが興味深そうに見ます。「ほほう？　この世界の生命体は、欠けつ損そんした部位をみずからのレネゲイドで補おぎなうのか……」

辰馬：ん？　こいつ、もしかして《リザレクト》するのを初めて見たのか？

ＧＭ：そうです。こいつらジャームしかいないので、誰も《リザレクト》できないですから。

そよぐ：へ～。

ユピテル：あら、でも変ねえ。フェイドちゃんも生命体としてはインベーダーと同種なんじゃないの？　彼はジャームじゃなくてオーヴァードだけども。

ＧＭ：その辺は事じ情じようがあるのですが……まだ秘ひ密みつです（笑）。

そよぐ：き、気になる（笑）。

フェイド：私も気になるが、今は敵に集中しよう。プレイヤーはまだ何も知らない上に、ＰＣも記憶喪失だから本当に何も言えんしな！（一同笑）

ＧＭ：それでは、次はフェイドの行動です。

フェイド：了解だ。ここは全力で支援といこう。マイナーアクションは放棄、メジャーアクションで《原初の赤：要の陣形》＋《原初の白：狂きよう戦せん士し》を私以外の三人に使用する。次に行なうメジャーアクションの判定に、＋10Ｄとクリティカル値マイナス１のボーナスだ。

一同：おおっ！

フェイド：オコジョのぬいぐるみボディから緑の燐光が溢れ出して、それがみなの身体に宿ると潜在能力が解放されるのだ。

辰馬：うおっ、なんだか力が湧わいてきたぞ！

そよぐ：ぐぐーんときたね！

ユピテル：戦闘能力二〇〇％増しって感じねん！

フェイド：一時的にお前たちの潜在能力を解放した。思う存分やれ。これで侵蝕率が11％増えて[image: ]％になった。《リザレクト》できなくなったので、以後は注意せねばな。

ＧＭ：フェイドの力を見たリキッドが言います。「むう。フェイド・アウト、貴様……いつの間にそのような力を得たのだ!?」

ユピテル：あら、リキッドが知ってるフェイドちゃんは支援能力がなかったのかしらねえ。

フェイド：隠していた可能性もあるが、記憶がない以上、真実は闇の中だな。ここは適当に誤魔化しておこう。ふふふ、これがユウジョウパワーだ（一同笑）。

そよぐ：おおっ、フェイドちゃんにも友情パワーが！

辰馬：いやいや、友情パワーじゃないから。そよぐのも、フェイドのも、どっちも友情パワーじゃないからな？（笑）

ＧＭ：しかし、こちらの事情に疎いリキッドは、大まじめに信じ込み、うろたえます。「恐るべし……友情パワー……」

辰馬：おい！　それでいいのか、インベーダー！（一同笑）

フェイド：向こうが信じて、うろたえてくれているのだ。問題あるまい。さらに追い打ちで告げよう。リキッド、貴様には理解できまい。それがお前と私の違いだ。

ＧＭ：「ぬう……！」人間ならば歯ぎしりでもしそうな雰囲気を漂わせながら、リキッドがうめきました（笑）。では次、行動値７のユピテルの番です。

ユピテル：アタシもマイナーアクションでリキッドにエンゲージよ～。そんでもって、メジャーアクションで《コンセントレイト：ブラックドッグ》《アームズリンク》《バリアクラッカー》で攻撃！　両腕に内蔵された発電装置を起動して、リキッドをビリッとするわよん☆

ＧＭ：受けて立ちます！　……でも、なるべくなら来ないで！（一同笑）

ユピテル：素直ねえ（笑）。でも、残念。手加減なんてしてあげない。フェイドちゃんの支援も含めて、クリティカル値７の20Ｄで命中判定するわよん！

そよぐ：おおーっ！　すごい！

ユピテル：（ダイスを振る）三回クリティカルして、達成値39ね。んー、ちょっと低いけど問題はないでしょ。

ＧＭ：十分すぎるぐらいです（笑）。こちらは《イベイジョン》を取得していて、ドッジの達成値は10で固定。命中しました。ダメージをください。

ユピテル：それじゃあ、いくわよ。（ダイスを振る）あら、ちょっと物足りないダイス目だわ。ダメージは20点の装甲値無視ね。愛の鉄拳を喰らいなさ～い。オラァアアアッ！

辰馬：ぶほっ!?（笑）

そよぐ：ユピテルさん、口調、口調！（笑）

ユピテル：あらいけない！　アタシったら、戦闘で興奮しちゃって。オホホッ。

ＧＭ：（笑）。気合と共にユピテルの両拳が叩き込まれると、リキッドの体内で雷光が迸り、水の身体が激しく痙攣を繰り返します。「グガガガッ!?」20点直撃！　装甲が効かないのが痛い！

そよぐ：水タイプには電気タイプだね（一同笑）。

ユピテル：そうね、効果は抜ばつ群ぐんよ！

ＧＭ：「ぐ、がっ……！　な、なんという出力……！　貴様はいったい何者だ!?」

ユピテル：アタシはユピテル。ＵＧＮ支部長ロボよ！（一同爆笑）

辰馬：支部長、ロボ……！

ユピテル：辰馬ちゃん、何か言いたげな目をしてるわね。でも、他に説明のしようがないわ。どこからどう見ても支部長でロボだもの。カヴァーにも書いてあるんだもの！

辰馬：カヴァーに書けばいいってもんじゃねぇええええ！（一同爆笑）

フェイド：デザイナーがいいっていうんだから、いいんだろ！（笑）

ＧＭ：えーっと（笑）。リキッドが名乗りを上げたユピテルを睨にらみつけます。「ＵＧＮ支部長ロボのユピテル……！　おのれ、炭素生命体の分際で───」

フェイド：いや、ユピテルは炭素生命体ではない。

ＧＭ：…………本当だ───っ！　矢野さん、俺が用意してきたセリフが使えなくなっちゃったじゃないですか！

ユピテル：（素になって）知らないよ！（一同爆笑）

ＧＭ：うーむ（笑）。ユピテルという存在にリキッドが混乱します。「ぐう、この生物……いや、そもそもこれは生物か!?　むしろ我らと同種……いや、やはり何か違う!?」

ユピテル：宇宙からやってきた神秘の生命体にしては、常識外の事態に弱いわねぇ～。くねくねしながら言おう（笑）。

そよぐ：とにかく！（笑）　パニクってる今がチャンスだよ、たっつん！

辰馬：お、おう（笑）。マイナーアクションでオレもリキッドにエンゲージだ。剣を引きずりながら、全力でリキッドに迫る！

ＧＭ：混乱していたリキッドが辰馬の接近に気づき、慌てて身構えます。

辰馬：メジャーアクションは《コンセントレイト：モルフェウス》《ペネトレイト》《炎えん神じんの怒いかり》を組み合わせて、リキッドに攻撃だな。

ＧＭ：あれ、《炎神の怒り》ってＨＰ減りますよね。残りＨＰは大丈夫ですか？

辰馬：あっ……。いや、大丈夫だ。ＨＰ４点だから、１点は残る！

ユピテル：瀕死になってるわね（笑）。

辰馬：い、いつの間にか追おい詰つめられている!?　どういうことだ！（爆笑）

ＧＭ：知らないですよ！（一同爆笑）

辰馬：それでも《炎神の怒り》は使う！　今はＨＰより侵蝕率を上げたい！

ＧＭ：了解です（笑）。それでは命中判定をどうぞ。

フェイド：支援の＋10Ｄを忘れるなよ。今のお前ならば、その重い剣も自在に操れるはずだ。臆することなく進むがいい。

辰馬：ああ、力がみなぎってる。これなら行ける！（ダイスを振る）命中は……そこそこか。達成値33！　刀身に炎を走らせ、一気に切り上げる！

ＧＭ：おお、カッコいい！　こちらの回避は失敗！

辰馬：ダメージロールは５Ｄ＋19だ。これで吹っ飛ばす！（ダイスを振る）44点の装甲値無視！　刃が当たった瞬間、刀身の炎が大爆発を起こすぜ！

ＧＭ：《隆起する大地》を使用！　ダメージを１Ｄ＋12点止めます！（ダイスを振る）ぎゃ───っ!?　ダイス目、い、１ぃいいいいっ!?




　辰馬の振るう大重量の刃を、リキッドは隆起させた地面を防壁にして受け止める。

　だが、圧倒的な破壊力の前には、堅けん牢ろうな大地の壁も無意味だった。

　周囲の空間を白く染め上げるほどの膨ぼう大だいな熱量が、リキッドの肉体を蹂じゆう躙りんしていく！




辰馬：どうだ！

ＧＭ：くうー！　13点防いで、31点くらいました！　今のでＨＰをごっそり持ってかれた！　リキッドの身体を構成する水分の八割が蒸発します！

そよぎ：さすがたっつん！　やるー！

フェイド：うむ、見事なものだ。

辰馬：……べ、別にこれぐらい普通だっての。オレはエースだからな！

ユピテル：あらあら。辰馬ちゃんったら、褒められたものだから照れちゃってるみたいねん。ほんと可愛いんだから♪

辰馬：そ、そんなことねえよっ！　と、ともかく！　リキッド、これ以上あんたの好きにはさせない。まずは一匹、ここで仕留めるぜ！

ＧＭ：「ば、ばばば、馬鹿、ば、馬鹿な……なな……っ!?」身体の大半を削られたリキッドが、壊れた機械のように叫びます。

辰馬：今のでボロボロみたいだな。……うぇっへっへっ、もはや弱りきっていやがるぜぇ!!　げっへっへぇ!!

一同：おい──っ!!（一同爆笑）

そよぐ：たっつん、三下になってるー!?（笑）

ユピテル：いいところ見せたと思ったら、この子は油断するとすぐダメダメになって！　あなた、エースでしょ！　エースらしく最後までカッコよく決めなさいよ！（笑）

辰馬：ぐっ、すまない。あ、兄への劣れつ等とう感かんがそうさせるんだ……。

ＧＭ：いや、今の流れに兄は関係ないでしょ！（笑）

フェイド：卑屈になるのならば分かるが、普通は劣等感で三下にはならないだろう（笑）。

辰馬：おっしゃるとおりで（笑）。……えーっと、気を取り直して、テイク２いくぜ！（一同笑）叫ぶリキッドに剣を突きつけながら言う。観念しな。オレの炎で一滴も残らず蒸発させてやる！

ＧＭ：いいですね。辰巳の鋭い視線と高熱を発する切っ先に威圧され、リキッドはたじろぎます。ここで全員が行動済みになったのでクリンナッププロセスに。特に処理することはないので、第二ラウンドへ移りましょう。




●第二ラウンド

▼行動値

そよぐ　　　　12

リキッド　　　12

フェイド　　　９

ユピテル　　　７

辰馬　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：それでは、二ラウンド目のセットアッププロセスですが……何か宣言はありますか？

ユピテル：ないわねえ。

ＧＭ：というわけで、さくっとイニシアチブプロセスへ。そして、そよぐのメインプロセスになります。

そよぐ：ガツンといっちゃっていいかな？

辰馬：おう、思いっきりやってやれ。

そよぐ：よーし！　そっとミイちゃんを横にしてから、改めてリキッドの方へ向き直る。

ＧＭ：リキッドは先ほどの辰馬の攻撃がよほどこたえたようです。ぶるぶると震えながら、残された水分で身体を再構築しようとしています。

そよぐ：なら、ふらふらしてるところに追撃だ！　マイナーアクションは特になし。メジャーアクションで《コンセントレイト：ハヌマーン》《振しん動どう球きゆう》《光の手》！　フェイドちゃんの支援込みで、命中判定はクリティカル値６の15Ｄ！

ＧＭ：くう、まったく避けられる気がしない！

そよぐ：たあー！　（ダイスを振る）結構いい感じ。達成値は35だね！

ＧＭ：回避失敗です。《イベイジョン》で達成値10になるこちらが回避できるわけもなく……（笑）。

そよぐ：ダメージロールいくね。Ｄロイス「対抗種」の効果も入れてダメージは６Ｄ＋１！　えいっ！（ダイスを振る）

ユピテル：なかなかいい感じのダイス目ね。期き待たい値ちより少し高めかしら。

そよぐ：（計算して）…………ダメージは35点の装甲値無視！　赤く輝く振動球を、半欠けになったリキッドに叩きつける！

ＧＭ：まだ耐えてみせる！　《隆起する大地》でダメージ軽減です！　（ダイスを振る）ぐはっ、また１かよぉっ!?（一同笑）

ユピテル：おいしいダイス目ねえ（笑）。

ＧＭ：13点止めて22点ダメージ。そして残りＨＰは……13点！　ダメ、耐えられません！




　そよぐが掌から発生した振動波が、リキッドの全身を攪かく拌はんする！

　胸を中心に波紋が走り、そよぐの「対抗種」の影響か、リキッドの全身が文字どおり泡立ったかと思うと、次の瞬間には体内から爆裂していた。

　未来をインベードしていたリキッドの一部は、こうして、霧散して消え去った。




ＧＭ：そよぐの一撃でリキッドは完全に蒸発します。断末魔を上げる暇すらありません。

そよぐ：わたしの友達に手を出した報むくいだっ！

ＧＭ：おお、そのセリフはカッコいいですね！　では、そよぐの断罪の言葉と共に、戦闘は終了となります。

ユピテル：なら、そよぐちゃんのところに行って勝利を祝うわよ～。お見事ね、そよぐちゃん。さすが、いいオンナだわん☆　ハグしてあげるわ～。ぎゅー！

そよぐ：えへへ、ありがと。でも、ちょっと痛いかも（笑）。

辰馬：ロボだもんな（笑）。

ユピテル：うふふ、辰馬ちゃんもよくがんばったわね。褒めてア・ゲ・ル☆　ほら、アナタも、こっちいらっしゃいな～。

辰馬：うおっ、か、勘弁してくれーっ！　猛スピードで距離を取る！（一同笑）

ユピテル：あん、いけずねえ。

フェイド：…………。で、未来は大丈夫なのかね？

そよぐ：ああっ、そうだ！　慌てて横にしたミイちゃんを抱き起こして、呼びかけてるよ。ミイちゃん、ミイちゃんっ！

ＧＭ：まだ気を失っています。それから、体力を消しよう耗もうしているようではありますが、命に別べつ状じようはないようです。

そよぐ：……はっ！　体力の消耗……!?

辰馬：……う、うう。オレＨＰ１なんだ（一同爆笑）。

ユピテル：あらあら、半死半生ね（笑）。

ＧＭ：そよぐも「対抗種」でＨＰを消耗しますからね。敵を滅ぼした瞬間、自分のレネゲイドも活かつ性せい化かしておのれの肉体を食くい破やぶる……という感じですね。

そよぐ：あいたたた……。あたしも残りＨＰ１点。

ＧＭ：さて、未来はだいぶ憔しよう悴すいしていますが、身体に異常はないようです。

そよぐ：よかったぁ…………。

辰馬：本当によかった。

そよぐ：安心したから、ミイちゃんを抱えたまま、その場にへたりこんじゃいます。

ユピテル：周りで一般市民を避ひ難なんさせている支し部ぶ員いんに連絡を取って、未来ちゃんを保ほ護ごしてもらう手はずを整えるよう伝えるわ。

そよぐ：ありがとうございます！

ＧＭ：支部員はすぐに来てくれると思いますよ。非ひ戦せん闘とう員いんの支部員は、バックアップとして控ひかえているでしょうしね。

そよぐ：よかった……それじゃあ、ミイちゃんのこと、お願いします。

ＧＭ：「わかりました」ということで、未来はＵＧＮに無事に保護されました。

そよぐ：……それに、残りのやつらも倒さないと。

ユピテル：そよぐちゃん、いい顔ね。

そよぐ：……へへへ。

ユピテル：さて、他に乗っ取られた連中を探さないといけないわ。消防署を狙ったってことは……やっぱり、水が狙いなの？

ＧＭ：そのとおり。消防署員は《ワーディング》で無力化され、消しよう防ぼう車しやが一台消えています。

辰馬：消防車が？　なんだか悪い予感しかしないぞ……。

フェイド：残った消防車を眺ながめて言う。……これで、リキッドは何をするつもりなのだ？

ユピテル：たしかに消防車の水タンクにリキッドを入れれば、どこでも手軽に撒まけるから便利だけれど。

そよぐ：消防車で人の多い場所に水を撒くとか？

フェイド：だが、水は飲ませた方が効率がいい、って情報があったぞ？

一同：……うーん。

辰馬：浄水場に撒くとか？

ＧＭ：あ、正解です。判定してもらおうかと思ったけど、正解が出たので、分かります。なおこの消防署近郊には、神戸最大の第三浄水場が存在します。

そよぐ：さっすが、たっつん！

辰馬：え、エースだからな（笑）。……しかし、浄水場を使ったテロか……。子供向け特撮の悪の組織なみの発想だぜ。

ＧＭ：この世界についての、詳しい知識をもっていない敵の発想ですから、むしろ単純なアイデアにならざるをえないかと。

ユピテル：そんな荒っぽいことで、水を飲ませられるの？

そよぐ：確かに、ちょっとした毒とかは浄水場の施設で濾ろ過かできる設備はありますよね。

ＧＭ：もちろん、浄水場には水を浄化する設備が整っているでしょうが、マスターリキッドは人間の作ったフィルターなどは通り抜けて、飲み水に混ざることができます。ちなみに、この神戸第三浄水場は、数十万人の飲み水を供給しています。

一同：えぇっ!?

ＧＭ：神戸市一五〇万人の飲料水をいくつかの浄水場でまかなっているのですが、水道水は他の浄水場とブレンドされたりもするので、概算で見積もって数十万という数字とさせていただきました。

辰馬：……これは。

フェイド：一番の問題は、浄水場に撒かれたら、その後リキッドを追うのが不可能になるということだ。

ユピテル：例えば、全員が直接水道水を飲まなくても、一家の主婦や飲食店の従業員が飲んでリキッドになったら……。

そよぐ：料理に混入されたりして、さらに被害が拡大する……よね。

フェイド：荒っぽいが、確かに有効な手段かもしれんな。

ユピテル：行く先がわかったから追いかけましょう。いい加か減げん、アイツらに好き勝手されるのは、そろそろアタシもムカついてきたわ！

そよぐ：あっ！　追いかける前に、どうしてもやりたいことがあるんです！　応急手当キットを使わせてください……!!（笑）




　ＨＰ１点のそよぐにとって、回復は切実な問題であった。




ＧＭ：わかりました！（笑）

そよぐ：（ダイスを振る）お、13点回復しました～。

ＧＭ：めっちゃ回復してる！

ユピテル：さすがに応急手当キットをもうひとつ〈調達〉している暇はないかしら。

ＧＭ：（少し考えて）……わかりました、バックアップの支部員が持ってきたということで、誰かひとりが〈調達〉判定をしてもいいことにしましょう。

辰馬：おお、助かった～。オレもＨＰ１点なんで、応急手当キットが欲ほしい！（笑）

ＧＭ：難易度は８です。

フェイド：さて、誰がやる？

そよぐ：わたし〈調達〉２レベルあるよ～。常じよう備び化かポイントが欲しいがために上げました。応急手当キットを常備化したかったから……！（一同笑）

ＧＭ：「対抗種」ですからね！（笑）

フェイド：ならば、そよぐにやってもらおうかしらね♪

ＧＭ：６が出れば成功ですね。まぁ、今ならダイスも増えてますから大丈夫ですよ。

辰馬：よろしくお願いします（笑）。

そよぐ：はーい。それじゃあ、応急手当キットを〈調達〉しまーす。目もく標ひよう値ち８ですね。（ダイスを振る）よし、出た出た！　達成値９で成功です！

ＧＭ：では、支部員が「１セットだけですが、調達できました」と持ってきてくれます。「これをどうぞ、〝フレイムジェミニ〟！」

辰馬：それじゃあ、ありがたく使わせてもらおう。（ダイスを振る）お、14点回復した。ひゃっほー！　オープニング以来の包帯ぐるぐる巻まきだー！（笑）

そよぐ：……たっつん（笑）。

ＧＭ：それでは、キミたちは治ち療りようをしながら、その辺にある車で追いかける……といったところで、このシーンを終了してクライマックスに向かいます。






セットアッププロセス　新しいラウンドの開始にともなう処理を行なうプロセス。

イニシアチブプロセス　［未行動］のキャラクターの中で、誰が次のメインプロセスでアクションを行なうか決定するプロセス。

マイナーアクション　［行動済］になるほどでもない簡単なアクションのこと。メジャーアクションの直前に１回だけ行なえる。

メジャーアクション　キャラクターがメインプロセスに行なえる、攻撃やエフェクトの使用などの能動的な行為のこと。メジャーアクションを行なうと［行動済］となる。

《絶対の空間》　領域をコントロールし、自分の能力を最大限に発揮するオルクスのエフェクト。

《黒耀の鎧》　領域内の無機物を身にまとい、防壁とするオルクスのエフェクト。

《要の陣形》　領域を利用して、複数の対象に影響を与えるオルクスのエフェクト。

《崩れる大地》　領域内の大地を崩壊させ、対象のバランスを崩すオルクスのエフェクト。

《紅の刃》　流れ出た血液を刃の形にして撃ちだし、攻撃するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《ブラッドバーン》　全身の血液をエネルギーに変えて攻撃するブラム＝ストーカーのエフェクト。

ドッジ　防御判定において、攻撃を回避して無効化すること。

《アームズリンク》　武器と神経を結線することで攻撃の精度を上げるブラックドッグのエフェクト。

《イベイジョン》　常に安定した回避性能を発揮することを表わすエフェクト。エネミーのみが取得できる。

《隆起する大地》　巨大な壁を作り出し、周囲の人間を護るオルクスのエフェクト。

クリンナッププロセス　ラウンドの終了にともなう処理を行なうプロセス。

応急手当キット　救急箱。使用することでＨＰを回復させることができる。戦闘中は使用できない。

〈調達〉　アイテムを用意する際に使用する技能。

常備化　アイテムをセッションを超えて保持するためのルール。常備化したアイテムは、破壊、喪失、消費したとしても次のセッションまでには補充、あるいは同じ効果の新しいアイテムを入手できる。












　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆消しよう防ぼう車しやを追え！

Scene Player ─── 今春そよぐ




　神戸市内を走る、一台の消防車。

　そのタンクには、離はなれたリキッドが混こん入にゆうした水が満まん載さいされている。これが浄じよう水すい場じように流れたら、神戸市民数十万人がインベードされてしまうかもしれない。




ＧＭ：クライマックスフェイズに入りましょう！　引き続き全員登場で。侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

辰馬：（ダイスを振ふる）４、83％になった。

そよぐ：（ダイスを振る）きゃー!?　ここで10！　こんな上がらなくていいよ～!?　もう一回ぐらい《リザレクト》したかったのに！（笑）

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです、衝しよう動どう判はん定ていで２を振ればいいのです！（笑）

そよぐ：わたし、衝動判定で低かったときなんてないですよ。20とかは出るんですけど……。

フェイド：（ダイスを振る）私わたしは[image: ]％になったな。

ユピテル：（ダイスを振る）アタシは５点上がって、[image: ]％になったわ。

そよぐ：うう、10点上がって95％です……。

辰馬：なぜか支し部ぶ長ちようと20点も差がついているオレ。83％（笑）。

ＧＭ：でも、これで《クロスバースト》を使えますよ。




　エフェクトの中には、侵蝕率が一定値を突とつ破ぱしないと使えないものがある。

　それらは、往おう々おうにして強力な効果を持つものだ。




辰馬：ふっ、オレの真価……エースとしての実力を発揮するときが来たな！（一同笑）

ＧＭ：おお、みなさんいい数字になってきましたね。といったところで、シーンを開始しましょう。

そよぐ：それで、消防車は見つかるんですか？

ＧＭ：はい、リキッドにインベードされた人々を乗せた消防車が、浄水場に向かって神戸の街を爆ばく走そうしております。

そよぐ：早く止めないと！

ＧＭ：では、「このままでは引ひき離はなされるだけで、放水されてしまう」という状じよう態たいということにしましょう。

ユピテル：お、追いつかないわ！　……アタシ、重いから!?（一同爆ばく笑しよう）

辰馬：（シートを覗のぞき込こんで）体重二一二キロとか書いてあるし！

ＧＭ：重すぎるだろ!?（笑）

ユピテル：やだ、ショック……!!（笑）

辰馬：支部長、大だい丈じよう夫ぶですから！　太ってませんから！　いつもキュートっすよ！（笑）

ユピテル：あら、そう？　立ち直ります。

そよぐ：立ち直り早いですね！（笑）

フェイド：……で、あれを止めればよいのだな？

そよぐ：えっ？　う、うん！

ＧＭ：というわけで、このシーンでは「消防車に追いついて止める」という手順が必要になります。ちなみに、消防車はヴィークルです。

辰馬：判定はいかほど？

ＧＭ：〈運転〉での対決となります。そのあとに……。

フェイド：ならば、私は消防車が見えたところで、それを止めよう。

辰馬：…………あっ!?

ユピテル：Ｄロイスね！

フェイド：そういうことだ。




　フェイドの持つＤロイスは「神格デイエテイ」。

　天てん変ぺん地ち異いを起こし、シナリオ一回だけ建物やヴィークルを破は壊かいできるというものだ。

　ＧＭは判定を用意していたのだが、このＤロイスの効こう果かであれば使用を宣せん言げんするだけで解かい決けつできると判はん断だんした。




ＧＭ：くぅっ……!!（笑）

辰馬：止めなくては！　でも、あいつ、結けつ構こうスピード出だしてるぞ！

フェイド：任まかせろ。うおおお、私は神ーっ!!（一同笑）

ＧＭ：何その掛かけ声ごえ!?（笑）

フェイド：ほら、「神格」だから（笑）。

辰馬：もうちょっとかっこいい神でお願いします（笑）。

フェイド：じゃあ、神っぽいポーズをとって……。

ＧＭ：オコジョが前足をすっと掲かかげるわけですね。

そよぐ：かわいい～（笑）。

辰馬：やっぱり、あんまり威厳がない（笑）。

フェイド：そうそう。前足を上げると突とつ如じよ、進路上に幅はば３メートルぐらいの地じ割われができる。

そよぐ：フェイドちゃん、すごい！

フェイド：これが私の力だ。何故なぜこんなことができるのかは自分でも不明だが（一同笑）。

ユピテル：記き憶おく喪そう失しつだものねぇ……。

辰馬：おわぁー、大変なことにー（笑）。

ＧＭ：では、道が割れたのを見て慌あわてたのか、消防車は急ブレーキをかけ、激はげしくスピンします。

ユピテル：さすがに、消防車も止まらざるを得ないわね。あっという間だったわ（笑）。

フェイド：このＤロイス、ヴィークルが破壊されるが、エキストラの生死はＧＭが決定するらしいぞ。

辰馬：ど、どうなるんだ？

ＧＭ：彼かれらはインベードしている肉体はちゃんと保ほ護ごしますから、多少の怪け我がはするかもしれませんが、死にはしません。

ユピテル：ルール上の効果は、「建物・ヴィークルをひとつ破壊」あるいは「トループを全滅」だからね。リキッドにダメージは与えられないわ。

フェイド：演出が派手なわりには、戦闘では微妙な効果だな（笑）。

そよぐ：かえってそれが、ありがたいね。

ＧＭ：そして、スピンした消防車は、近くにあったビルの壁かべに激げき突とつし、貯水部分が壊れて、中からどろり、とレネゲイドの塊かたまりである水が流れ出してくる。




　地割れによって、消防車は止まった。

　横転した消防車から、リキッドそのものが染しみ出だしてくる。

　その名めい称しようどおり、形を持たぬ液えき体たいだった。




ＧＭ：「う、ぐぐ……貴き様さまぁ……!!　貴様か、フェイド……貴様の仕し業わざか!?」

フェイド：そうだ。私に何ができるか、知っているだろう？

ＧＭ：「……ああ、知っているさ」

フェイド：……私自身、覚えてないんだけどね！（一同笑）

ユピテル：これで何かぽろっと言ってくれないかしらねぇ。

ＧＭ：リキッドは苦々しげにうめく。「……知っているとも！　だからこそ、貴様を滅ほろぼさねばならぬのだからな！　だが、今ここで滅ぼすべきは、貴様だけではないらしい」

そよぐ：どきっ!?

ＧＭ：「今春そよぐ……我が群ぐん体たいのひとつが経験した戦闘の記憶はこちらでも共有している。私のインベードを解除する能力、実に厄介だ」

そよぐ：ふんだ！　あんたが誰かの身体を乗っ取ろうと、追い出してやるんだから！

ＧＭ：「つまり、貴様が存在する限り、我が危機は去らず、計画を進行することも難しいというわけだ。ならば、まずは貴様を、フェイドともども始末することにしよう」

ユピテル：あらあら、アタシたちがそれを許すと思ってるのかしら？

辰馬：始末されるのは、お前の方だぜ。リキッド！

ＧＭ：「フェイド、そして今春そよぐを守ろうというのであれば、貴様らも同様に排はい除じよするだけだ。その後、改めてインベードし、計画を続行する！」リキッドの語気が強まり、その身から発せられるプレッシャーが増していきます！

そよぐ：一瞬圧倒されそうになるけど、ぐっと堪こらえてにらみ返す！

ＧＭ：「インベードしていない状態では、肉体を保持するのは難しい。短期決戦を仕し掛かけさせてもらう！」と叫さけぶと、リキッドが四体に分裂します。

辰馬：か、数が増ふえた!?

ユピテル：あらあら。結構な数ねえ。

ＧＭ：といっても、本体は一体で、残りの三体はＥロイス「さらなる絶望」で呼んだトループなんですが（笑）。なお、敵全員が液体の身体をしていて、外見からはどれが本体───群体の中ちゆう枢すうかは分からないです。

フェイド：群体の一部にすぎないトループと、中枢を担う本体の二種がいるわけか。中枢さえ倒せば、群体すべてを停止できるのか？

ＧＭ：はい、できます。

ユピテル：四体の中に隠れる本命を倒すのね。いいわよ、面おも白しろいじゃないの。

ＧＭ：ありがとうございます。さて、ここからは二種類のリキッドを混同しないように、群体中枢をマスターリキッド、そのほかのトループをリキッドスレイブと呼こ称しようします。

フェイド：了解した。

辰馬：（超ちよううろたえながら）うおおお、いったいどれが本物なんだぁ……！

そよぐ：どれが本物だろうと、関係ないよ。

辰馬：なに？




「全部まとめて吹っ飛ばすっ！」

　四体に分かれたリキッドから視線をそらさず、そよぐはよく通る声できっぱりと告げる。その瞳には、日常を脅かす悪意への怒りの嵐が吹いていた。




一同：おおおおっ、男らしい！

ＧＭ：怖こわい！（笑）　なお、こいつらは全員同じエンゲージにいます。くくく、所しよ詮せん範はん囲い攻こう撃げきができるのはひとりしかいない！

フェイド：気をつけろ。やつは本気だ。

ユピテル：あの程てい度どで勝った気でいるなんて、笑っちゃうわね！　……といっても、アタシ表ひよう情じよう変えらんないけど！（一同笑）

辰馬：大丈夫！　心は笑っている！（笑）

ユピテル：でも、こっちのレネゲイドに適てき応おうできなくて、器うつわがないとすぐ消えちゃうんだから、この地球全体が、アンタたちの天てん敵てきみたいなもんじゃないの？

ＧＭ：「そのとおりだ。従って我われ々われは、この世界そのものをインベードするための拠きよ点てんを作らなければならん。それがこの街だ。貴様らを排はい除じよすれば、我々の計画は実行に移うつされる。そうすれば……」




　この街の住民全員が我々となる！




一同：…………。

フェイド：まぁ、数十万人の神戸市民が、リキッドを飲む可能性はあるわけだ。

ユピテル：全員っていうのはちょっと大げさな気がするけど、まぁいいわ。だって、あなたの計画は実現しないから。

辰馬：そうだ、お前たちの思いどおりにはさせない！　剣けんを構かまえる！

ユピテル：ふふ、気き合あい十分ね。頼もしいわぁ。

辰馬：さあ、そよぐさん！　君からも何か言ってやってくださいよ！

そよぐ：あっ、うん。じゃあ、リキッドに言うよ！

ＧＭ：どうぞ！

そよぐ：その数十万人の中には、わたしの友達や家族だっているんだから！　あんたたちみたいな、にょろにょろした気持ち悪いものにはさせないんだからねっ!!
















辰馬：おお、そうだ。

そよぐ：……こんな感じでよかった？

辰馬：ああ、ばっちりさ！

ＧＭ：「どうやら見せるしかないようだな。私の、本当の力を───」と言うと、彼らの存そん在ざいそのものが、おのれと同じようなものを増やそうと試みます。その衝動は吸きゆう血けつ、水そのものゆえに、同じ水を求めるのです。

そよぐ：ブラム＝ストーカーか……。

ＧＭ：そして、彼らにとっての〝渇かわき〟のようなものが、あなたがたに流ながれ込こんできます！　衝動判定です！




　衝動判定とはクライマックスなどにおいて、強大な敵との戦闘の前に行なう判定である。生死を賭した戦いを前に、オーヴァードの中に存在するレネゲイドが活性し暴走しようとするのだ。

　判定を行うと即座に侵蝕率が２Ｄ10上昇する。〈意志〉で判定し、成功すれば問題はないが、失敗するとバッドステータスの暴走を受ける。




ユピテル：アタシにとって大事な衝動判定ね。暴ぼう走そうしたら目も当てられないわ。

ＧＭ：それでは、どうぞ！

そよぐ：４Ｄで判定です。（ダイスを振る）あっ、クリティカルした♪　15です！

辰馬：すげぇ!?（笑）　鉄の意い志しすぎる！

そよぐ：ううっ……でも、侵蝕率上じよう昇しようが怖い！　（ダイスを振る）あっ、低いよっ！　侵蝕率が[image: ]％まで上がりました！　エフェクトのレベルが上がった～！

フェイド：私は10Ｄで。（ダイスを振る）17で成功。侵蝕率は11上昇して、ぴったり[image: ]％。

ユピテル：よっと。（ダイスを振る）11で問題ないわ。侵蝕率は12点上がって、[image: ]％……微び妙みようねぇ～！　あと５％、せめて１％欲ほしかったわ！

辰馬：（ダイスを振る）は、８!?　失敗!!（笑）

ＧＭ：おめでとうございます、暴走です（笑）。

辰馬：ひぃーっ!?　う、後ろからやつが追ってくる!!　うおおーっ!!　嫌いやだ、オレは逃げるぞおおおおーっ!!（一同笑）

ＧＭ：衝動は何でしたっけ？（笑）

辰馬：妄もう想そうです。剣がオレを食べる妄想をしちゃいます。そして侵蝕率は……（ダイスを振る）２Ｄで、５……!?　ば、馬ば鹿かなぁーっ!?（一同笑）

ＧＭ：さて、敵は四体いますが、見た目としてはひと塊かたまりが攻撃するたびに一個こずつ出現していくという形となります。

ユピテル：そよぐちゃん、お願いね。

そよぐ：はいっ！　気合全開で《ワーディング》させていただきますっ！

ＧＭ：ではその瞬しゆん間かん、空間はそよぐの「対抗種カウンターレネゲイド」が張はり巡めぐらされ、やつらの身体にある程度の制せい限げんがかかります。具体的には、ＰＣのレネゲイドを無む効こう化かする能のう力りよくを封ふうじられます。

フェイド：……見ろ。この星の防ぼう衛えいシステムはなかなか優ゆう秀しゆうだ。

ＧＭ：か、かっこいい！（笑）

フェイド：これで、お前の得意なエフェクト無む効こうは効きかぬぞ。

ＧＭ：「ぬぅっ……！　だが、この程度で勝った気になるな！　ピルグリム四大幹かん部ぶのひとり、マスターリキッドの力を見せてやる！」

フェイド：この惑星の言葉で、ピルグリム四天王と名乗るといいぞ（一同爆笑）。

ＧＭ：さて、それでは戦闘に移りましょう！




●第一ラウンド

ＧＭ：初期配置はみなさん全員で１エンゲージ。５メートル離れて、マスターリキッドとリキッドスレイブ三体が、別々のエンゲージに配置されます。

ユピテル：この戦闘、マスターリキッドを倒せば終わりなのかしらね？

ＧＭ：はい。群体中枢であるマスターリキッドを倒せれば、みなさんの勝利です。ただ、先ほどもお伝えしたとおり、四体いる敵のうち、どれがマスターリキッドかは判別できません。それに合わせて、この戦闘のみの特殊処理があるので説明いたしましょう。




▼マスターリキッドとリキッドスレイブについて

　エネミーはマスターリキッドとリキッドスレイブ三体。マスターリキッドを戦闘不能にすることで戦闘に勝利できる。

　マスターリキッドとリキッドスレイブは外見で判別できず、行動や判定、エフェクトの使用などによっても、正体が判明することはない（どのエネミーが行なったかは分からない）。

　メジャーアクションを使用して、敵一体を対象にマスターリキッドかを調べられる。難易度10の〈知覚〉判定を行ない、成功すればマスターリキッドかどうか判明する。




ＧＭ：───以上です。

辰馬：どれがマスターリキッドかを暴くには、判定が必要なんだな。

ユピテル：これ、なかなか悩ましいわ～。難易度10はフェイドの支援があるから成功を狙える。でも、メジャーアクション一回につき、一体しか調べられないところがポイントねん。

フェイド：一発で本体を当てられればリターンは大きい。だが、調べた対象がリキッドスレイブだった場合、行動を無駄にしてしまう。

辰馬：本命を絞ることはできるけど、それでも行動一回分の対価としては微妙なとこだな。

そよぐ：これ、全員倒しちゃった方がいいんじゃない？　最悪三体調べればいいけど、それでもかなり大変だよ。

辰馬：そよぐに賛成だ。敵は倒す。シンプルな方がやりやすい

ユピテル：若い子たちはアグレッシブねえ。（少し思案して）……でも、そうね。フェイドに支援してもらって、残りの三人で調べれば本体を暴けるでしょうけど───。

フェイド：最悪、一ラウンドまるまる失うリスクを考えれば、すべてを倒すつもりで攻勢に出た方がよいだろうな。

ユピテル：いいわよん。ちまちましたのはなし。敵を一気に殲滅しちゃいましょ！

一同：おう！

ＧＭ：作戦はまとまったようですね。それでは改めて、戦闘を開始します！




▼行動値

マスターリキッド　　　　　14

そよぐ　　　　　　　　　　12

リキッドスレイブ　　　　　12

フェイド　　　　　　　　　９

ユピテル　　　　　　　　　７

辰馬　　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：それでは、第一ラウンドのセットアッププロセス！　やることがある人は……なしと。イニシアチブプロセスに移ります。先手は行動値14のマスターリキッド！

そよぐ：あう、速さで負けたー！

ユピテル：さすがは群体の中枢を担うだけのことはあるわねえ。どうやら、さっき戦ったやつとはひと味違うみたいよん。

ＧＭ：そりゃそうですとも。マイナーアクションで《オリジン：コロニー》《絶ぜつ対たいの空間》《黒こく曜ようの鎧よろい》！　バッドステータス予防と装甲値の強化、ダイスボーナスを得ます。

フェイド：先ほど未来に取とり憑ついていたのと同じか。

ＧＭ：メジャーアクションは《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《要かなめの陣じん形けい》《崩くずれる大地》《ブラッドバーン》《紅の刃》で射撃攻撃。なお、《未知なる陣形》を取得しているので、《要の陣形》による対象の変更は五体となります！

そよぐ：わわっ、こっち全員にくるの!?

辰馬：しかも、ＧＭが握ってるダイスの数もさっきよりも多い！

ＧＭ：ミドルフェイズで見せたのは、リキッドの力の一端にすぎません。群体の中枢たるマスターリキッドの本気をお見せしましょう！　なお、この攻撃で１点でもダメージを受けた場合、シーンの間、ドッジのダイスが５個減少します。

フェイド：ふむ、ダイスの減少数もわずかに増えているな。どうやら先ほどの戦闘よりも、全体的に能力が強化されているようだ。

そよぐ：だとしてもこんなヤツには負けないよ！　さあ、きなさい！

ＧＭ：クリティカル値７の18Ｄで命中判定！（ダイスを振る）10、20、30……！

ユピテル：ちょ、ちょっと！　なに、ものすごい勢いで回しまくってんのよ！

ＧＭ：えーっと、自分でもちょっとびびってます（笑）。40、50……く、止まった！　でも、ここで《原初の紫：妖精の手》を使用してさらに判定を継続します！

フェイド：こ、これは……！

ＧＭ：60、70、80……84！　技能も足して、達成値86！

一同：おおっ!?

ユピテル：いや、これは敵ながら大したもんだわ。ここまでの達成値はそうそう出ないわよ。

そよぐ：だ、大丈夫！　こっちが九回クリティカルすればいい！（一同笑）

辰馬：それはさすがに無理があるだろ（笑）。

そよぐ：それぐらいの気概でがんばるってことで！（ダイスを振る）あう！　二回クリティカルしたけど、そこでストップ。達成値22で失敗だよ。

辰馬：オレは暴走してるからリアクション自体できない。命中したぞ。

ユピテル：ガード……しても、その達成値だと防ぎ切れないわよねえ。一応、ドッジしておくわねん。（ダイスを振る）なんてこと、一回もクリティカルしない！

フェイド：冷静に考えて成功確率は皆かい無むだが、足あ搔がかせてはもらう。（ダイスを振る）うむ。達成値７で失敗だ。

ユピテル：全員命中しちゃったわねえ。仕方ないから、ここは少しでも被害を減らすとしましょう。《マグネットフォース》でそよぐちゃんをカバーリングするわよん。電磁力で引き寄せて、背後にかばうわ。

そよぐ：ユピテルさん、ありがとう！

ユピテル：どういたしまして。

ＧＭ：では、ダメージロールです。（ダイスを振る）うん、なかなかいい感じ。ダイス目46点に攻撃力を足して、合計72点のダメージ！

辰馬：すごい威力だな。二回は死ねる。

ユピテル：アタシはカバーリングしてるから、二倍ダメージで四回爆散しちゃうわ（笑）。

フェイド：うむ、戦闘不能だな。

辰馬：ＨＰ０になるけど《リザレクト》！（ダイスを振る）４点回復して侵蝕率92％……って、また４点かよ！（一同笑）

フェイド：ギリギリ《炎神の怒り》が使える絶妙な数字でいいではないか（笑）。こちらはかつての同どう胞ほうリキッドのロイスをタイタスにして昇しよう華か。ＨＰ12点で復活だ。

ユピテル：アタシも、謎なぞの襲しゆう撃げき者しやをタイタスに昇華して起き上がるわ。

ＧＭ：了りよう解かいしました。では、これでリキッドのメインプロセスは終了なので、まず《ブラッドバーン》の効果でＨＰ５点を消費します。その後、《夜や魔まの領りよう域いき》を使用して、未行動になります！　ただし、行動値は０になりますが。

そよぐ：おおっ!?

辰馬：ラウンドの最後に、もう一回仕掛けてくるか。厄介だな。

ＧＭ：ふっふっふっ。これでリキッドの行動はひとまず終了。次は行動値12のそよぐです。

そよぐ：よーし、いくよ！

辰馬：ひとつお願いしますぜ！　へっへっへ、そよぐ先生のアレが出るぞぉー!!（一同笑）

そよぐ：たっつん、エース、エース！（笑）

辰馬：はっ！　そうだ、オレはエース、オレはエース……！（一同笑）うん、もう大丈夫だ。そよぐ、本体がどれか分からないが、お前なら問題ない。やってやれ！

そよぐ：うん！

ＧＭ：「ふっ、非論理的なことを言う。我が中枢を判別できずにいるというのに、いったいどうするというのだ！」

そよぐ：ふふん。誰が中枢かなんて、あたしには問題じゃないんだよ。

ＧＭ：「なんだと？」

そよぐ：だって、全部まとめてなぎ払っちゃえば、関係ないもの！　邪じや毒どく系けい女子の本気を見せてやる！

ＧＭ：きた、邪毒系女子！（一同笑）

フェイド：何度聞いても、トンチキな名称だな（笑）。

ユピテル：すごい言こと霊だまよねえ（笑）。

フェイド：ネイルに書かれた〝毒〟の文字が、キラーンと光る！

辰馬：くっ……ぶほっ！　くそ、じわじわ来る……！（腹を抱えて突っ伏してる）

ユピテル：ちょっと、やめてよ！　そんな反応見せられたら、こっち、も、ぶふっ！（笑）

そよぐ：え、えへへ。

辰馬：ふぅー、はぁー、よしっ、行動不能から復活したぞっ！（笑）

そよぐ：ご、ごめんなさい。変なこと言っちゃって……。

ＧＭ：いやいや、いいネタですし、ガンガン使ってください（笑）。

フェイド：うむ、気にすることはまったくないぞ。

辰馬：みんな、楽しんでいるから。

ユピテル：そそ。さあ、そよぐちゃん。敵を蹴散らしちゃってちょうだいな。

そよぐ：うん！　メジャーアクションで《コンセントレイト：ハヌマーン》《アースシェイカー》《振しん動どう球》《スターダストレイン》《光の手》《原初の赤：蝕むしばむ赤》を組み合わせて、シーン全体攻撃を仕掛ける！

ＧＭ：やはり来ましたか。そよぐの掌しよう中ちゆうに発生した真しん紅くに輝く振動球が一気に膨れあがるのを見て、リキッドたちが一斉に表情を引きつらせます。「こ、これは！」

そよぐ：みんな吹き飛べええええっ！（ダイスを振る）うっ、23で止まっちゃった！

フェイド：まだだ。お前の力はその程度ではない。《原初の紫：妖精の手》を使用、ダイスひとつの出目を10に変える。緑の燐りん光こうを振動球にあて、威力を増幅するイメージだ。

そよぐ：ありがとう！（ダイスを振る）わっ、それでも低い!?　32でストップして、達成値は36だね。

ＧＭ：（ダイスを振る）うーん、全員避けられません。緑と赤、ふたつの輝きに彩られた振動球が、次々とリキッドという群体を吞み込んでいきます！

そよぐ：ダメージロールは「対抗種」分もあわせて６Ｄ＋２！（ダイスを振る）ちょっとダイス目が低いかな。合計で29点のダメージ！　もちろん装甲値無視で！

ＧＭ：リキッドスレイブは素す通どおしで喰らいます。マスターリキッドは《隆りゆう起きする大地》でダメージ軽減を。（ダイスを振る）おっ、ダイス目が走った！　31点止めてノーダメージ！

辰馬：なんだとっ!?

そよぐ：残念。でも、ダメージの有無に関係なく、命中したら《アースシェイカー》であらゆる判定のダイスをマイナス３個するよ。さらに《原初の赤：蝕む赤》で［邪毒（４）］もプレゼント！　そんでもって、わたしのＨＰも３点減っちゃう。

フェイド：ちなみに《アースシェイカー》のダイス減少はシーン中、持続だな。

ユピテル：しかも邪毒つき。そよぐちゃん、アンタ結構えげつないわ（笑）。

そよぐ：わたし、大切な人に危害を及ぼす人には容赦しません！

辰馬：リキッドの最大の間違いは、そよぐを怒らせたことだな（笑）。

ＧＭ：むう。マスターリキッドは《オリジン：コロニー》の効果で邪毒から回復。でも、ダイス減少は残ってしまう……。というか、リキッドスレイブがやばい！

フェイド：ふむ。その反応を見るに、リキッドスレイブは邪毒のダメージで倒れるといったところか。

ＧＭ：さ、さてどうでしょうか？（視線を逸らす）

辰馬：バレバレじゃないか（笑）。

ＧＭ：はて？（笑）それより、さあ次の行動に行こうじゃありませんか。行動値９のフェイドの番ですよ。

フェイド：支し援えんの一手だな。マイナーアクションは放棄、メジャーアクションで《要の陣形》《狂戦士》。私以外の三人に緑の燐光を飛ばして、十二分に力を発揮できるようにする。次のメジャーアクションでクリティカル値マイナス１、ダイスの数に＋12個してくれ。

ユピテル：う～ん、みなぎるわ～。クセになっちゃいそうよ☆

辰馬：パワーが溢れる……！　もう誰だれにも負ける気がしないぜ！

そよぐ：たっつん、その発言は負けフラグだよ（笑）。

辰馬：……言われてみればそうだな（笑）。

ユピテル：アンタ、もうほとんど無む意い識しきレベルで負けフラグ立てちゃってるわねえ。

辰馬：つ、つい。だが、もう大丈夫だ。オレはエースだからな。こんなところで負けない！

フェイド：それも負けフラグだぞ（一同爆笑）

そよぐ：たっつん……（笑）。

辰馬：むう……。

ＧＭ：負けフラグを乱立する辰馬は置いておいて、リキッドスレイブが行動します。マイナーアクションで《オリジン：コロニー》は……意味がなーい！（笑）

フェイド：《オリジン：コロニー》はすでに受けているバッドステータスには無力だからな。

そよぐ：先に動けてよかったよ。

ＧＭ：くっ！　少々内容を変更して、マイナーは《絶対の空間》《黒曜の鎧》。メジャーで《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《崩れる大地》《紅の刃》《ブラッドバーン》で攻撃……って、あぁあぁあ!?

辰馬：おおう。いきなり叫んで、どうした？

ＧＭ：……ＨＰが少なすぎて、《ブラッドバーン》が使えないっ!?（一同笑）

フェイド：そこまで弱っていたのか（笑）。

ユピテル：ナイスよ、そよぐちゃん！

そよぐ：ぶい！

ＧＭ：くそーっ！　先ほどのコンボから《ブラッドバーン》を抜いて攻撃します。対象は……フェイド以外の三人を一発ずつ撃ちます！　若じやつ干かん攻撃力は下がりましたが、それでも命中判定でダイスを12個振れる！　達成値さえ出れば、十分な威力が出せるはず！

そよぐ：おっと、わたしが与えたダイスペナルティを忘れてないでね！

ＧＭ：あばばば、そうでした！　がっくり減って８個になってしまいました。ちくしょう！　この悲しみはこの命中判定にぶつけよう。まずは一発目。対象はそよぐ！

そよぐ：来い！

ＧＭ：「死ぬがいい、今春そよぐ！　貴様がいなくなれば、我がインベードを止められる者はいなくなる！」（ダイスを振る）おっ、一個回った……お？　おお？　おおおっ!?　四回連続で10!?

ユピテル：（素になって）加納君、本当に今日は絶好調だな！（笑）

フェイド：確かく率りつにして一万分の一の結果を出したわけだな。

そよぐ：す、すごい！

ＧＭ：自分のダイス目のよさが怖くなってきた……！　で、では、そよぐのリアクションをお願いします。

そよぐ：ほい。でも、さっきの攻撃でドッジのダイスが減ってるから１個しか振れないんだよね。（ダイスを振る）駄だ目めだ、達成値８で失敗！

ユピテル：《マグネットフォース》でカバーリングするわよん。そして、ガード！

ＧＭ：ではダメージロール！（ダイスを振る）29点になりました。装そう甲こう値ちは有ゆう効こうです。

ユピテル：Ｄロイス「機械化兵フルボーグ」の効果で10点、さらにガード値を５点引くから14点喰らうわ。（計算して）ふふ、残りＨＰ１点で耐えたわよーっ！

一同：おおーっ！

ＧＭ：《ブラッドバーン》さえ使えていれば！　圧縮された水流にボディを貫かれながらも、ユピテルは防御を固めて重要なパーツを守り、ギリギリのところで機能停止を免れます！

ユピテル：ふう。正直、死ぬと思ってたんだけど、一回稼かせげてよかったわ。

そよぐ：でも、ボロボロだよ。ごめんなさい、ユピテルさん。

ユピテル：ふふ、気にしないでちょうだい。アナタみたいないいオンナを守るのが、アタシの役目だもの。ウィンク代わりにアイカメラを光らせるわ。キュピーン☆

そよぐ：ドキッ！　ちょ、ちょっとカッコいいかも（笑）。

辰馬：おいおい、マジか！（笑）

フェイド：身を張って女性を守る。男らしさを感じる行動だ。ときめいてもおかしくはない。

ユピテル：褒めてもらって悪いけど、それ、アタシ的にはすごい複雑だわ（一同笑）。

ＧＭ：おっと、まだ安心するのは速いですよ。リキッドスレイブはあと二体います。先ほどと同じコンボで、今度は辰馬に攻撃しますよ。「障害を排除する！」こちらも圧縮された水を発射！（ダイスを振る）達成値22です！

辰馬：うん、暴走中だから避けるのは無理だ。座すわりながらブツブツ呟いてる（一同笑）。

ユピテル：深しん刻こくな妄もう想そうに囚われてるみたいね（笑）。辰馬ちゃんはまだ《リザレクト》できるから、カバーリングしないわよん。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは20点です。

辰馬：19点喰らって《リザレクト》だ。無数の水流に貫かれた痛みで一瞬だけ妄想が晴れて、慌あわてて跳はね起きる。（ダイスを振る）げっ、１点しか回復しない！

ＧＭ：《炎神の怒り》が使えなくなってしまいましたね（笑）。

辰馬：く、くそー！

ＧＭ：オレと同じ苦しみを味わうがいい！（一同笑）さて、最後にやはり同じコンボでユピテルに攻撃です。（ダイスを振る）おお、かなりいい感じ。達成値54！

ユピテル：満まん身しん創そう痍いのロボ相手にがんばりすぎよ～。一応、ガードしておくわね。

ＧＭ：了解。ダメージロールいきます！（ダイスを振る）ダメージは34点！

ユピテル：ガードも焼け石に水ね。それで戦闘不ふ能のうよ。でも、リキッドにロイスを取って即そくタイタス化して昇華。ＨＰ15点で復活するわ。

ＧＭ：機能停止に陥る寸前、ユピテルの意志に呼応するようにレネゲイドが活発化し、各種機構を修復しました。

ユピテル：今のはちょっとやばかったわね。でも、おあいにく様。まだここで倒れてあげるわけにはいかないの。

ＧＭ：普通ならば倒れているはずの相手が、いまだに健在なことに、リキッドは困惑し始めます。「なんなのだ、貴様は……。その機体はすでに限界を超えている。通常であれば動くことは不可能だ。なのに何故、貴様はまだ動けるのだ!?」

ユピテル：ふふ。それはね、あきらめたくない理由があるからよ。

ＧＭ：「理由があろうと、それが貴様が動ける理由にはならない。貴様の言っていることは非論理的だ！」

ユピテル：そうねえ。論ろん理りじゃないのよ。大切なものを守りたい───その一念がアタシを支え、立たせているのよ。あんたには大切なものはないのかしら？　守ってあげたいと思う人はいないのかしら？

ＧＭ：「自己の生せい存ぞんと繁はん栄えい以外に必要なものはない。他者はそのための糧にすぎない。貴様の言っていることは理解不能だ」

ユピテル：寂しいヤツねえ。この世界には〝日にち常じよう〟という大切なものがあるのよ。

ＧＭ：「日常？　そのようなものは認識できないが……」

ユピテル：アタシもよ。

そよぐ：……えっ!?

ユピテル：アタシはロボットだから、正直に言うと日常の大切さはわからない。食事を取ることもできない。お風呂にはいっても気持ちいいわけではない。本当は服を着たり、おしゃれをしても、なんの意味もない。

フェイド：そうか。ユピテル、お前には日常がないのか。日常のふりをしているだけなんだな……。

ユピテル：そう、アタシには日常はない。それでも、持っていないからこそ、守りたいものがあるのよ！

そよぐ：（しんみりした声で）ユピテルさん……。

ユピテル：アタシの日常は全部想そう像ぞうでしかない。人間の五感にあたる部分もデータを受信しているだけだし。でも、みんなが喜んでいるのはわかるから、守りたいと思ってるの。

辰馬：（しんみりした声で）支部長、あんた……。

ＧＭ：いい話じゃないですか。

ユピテル：少しでも日常を理解するために、普段は人間のことをすごく研究しているわけ。

そよぐ：なるほどー。

ユピテル：で、人間を研究した結果、おねえ系になったわけよ。

一同：…………。

フェイド：……はっ？（目が点になってる）

辰馬：な、なな、何でだ───っ!?

そよぐ：え？　え？　今、話まったく繫がってなかったよね？（笑）

辰馬：ちくしょう、オレの感動を返せ！（一同爆笑）




　ものすごくいい話だったのに、色々と台無しである。




ユピテル：オホホホ。まっ、アタシの話はいいのよ。それより、敵に集中しましょ☆

辰馬：な、納得いかねえけど、戦いの最中だし、強引にリキッドたちに向き直る（笑）。

ＧＭ：リキッドたちはぶるぶると身体を震ふるわせ、怒りの感情を露あらわにします。「貴様、ふざけているのか！　もういい。貴様はインベードせずに木こっ端ぱ微み塵じんに砕いてやる！」

ユピテル：怒らせちゃったわ。次はアタシの行動だけど……待機するわ。辰馬ちゃんの番よ。

辰馬：オレも待機だ。まだ侵蝕率が[image: ]％を超えてないから、マスターリキッドの追加行動を待たせてもらうとするよ。

ＧＭ：ぐっ！　マスターリキッドの現在の行動値は０。待機した場合、行動値の低い順に動くことになるから、こっちが待機しても先に行動せざるを得ない！

辰馬：それが狙ねらいだ！　さあ、マスターリキッドの二回目の行動をするがいい。

ＧＭ：くうーっ！　これはどうしようもない。もう全力で殴るしかない。《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《要の陣じん形けい》《紅の刃》その他で全員に攻撃！（ダイスを振る）ぐ、一回しかクリティカルしない!?

フェイド：ダイスの減少が地味に効いているようだな。

そよぐ：えへへ（笑）。

ＧＭ：ここで《原初の紫：妖精の手》を使用！　ユピテルとの会話で混乱し集中が乱れている中で、強引に力を収束させます！（ダイスを振る）く、止まったか。達成値25です。

そよぐ：ドッジするよ。（ダイスを振る）うーん、クリティカルしない。６で失敗だね。

辰馬：予定どおり攻撃をくらうぞ。

フェイド：（ダイスを振る）達成値９で命中した。

ユピテル：がんばってドッジしてみましょうか。（ダイスを振る）うーん、ダメねえ。達成値10で回避失敗よ。

フェイド：うーむ、誰かの判定を《原初の紫：妖精の手》でクリティカルにすることもできるが……。もう一度クリティカルしないと回避できないのでは微妙か。スルーだ。

ＧＭ：ユピテルは誰かをカバーリングしますか？

ユピテル：そうね。同じ倒れるなら、誰かを守った方がお得だわ。ここは《マグネットフォース》でそよぐちゃんをカバーリングよん。

そよぐ：ああ、ありがとう！　もう、ユピテルさんには足を向けて寝られないよー！

辰馬：この戦闘、そよぐへの攻撃全部を支部長が止めてるもんな。

ユピテル：いいオンナを見ると、つい守ってたくなっちゃうのよねえ。辰馬ちゃんも守ってあげたい対象のひとりだけど、まだ限界じゃないみたいだから、お・あ・ず・け☆

辰馬：謹んで辞退する。

ユピテル：なんでよーっ!?（一同笑）

ＧＭ：えーっと、ダメージは37点になります（笑）。

辰馬：《リザレクト》！（ダイスを振る）７点回復。これで侵蝕率がぴったり[image: ]％だ。《炎神の怒り》も使えるようになったし、準備万端だぜ！

フェイド：私は未来のロイスをタイタス化、昇華して立ち上がる。もう守りきったから、興きよう味みが失うせてしまった（一同笑）。

そよぐ：あっさりしすぎだよ、フェイドさん（笑）。

ユピテル：アタシは開発者のロイスをタイタスにするわ。残り三つ……ちょっと使いすぎているけど、しょうがないわね。敵の火力が予想以上に強かったから。

ＧＭ：では、最後に待機組の行動になります。まずは辰馬から。

辰馬：おう。といっても、実はやることないんだよな。

そよぐ：そうなの？

辰馬：リキッドスレイブがそよぐの一撃で限界ギリギリだからな。このまま邪毒で倒れるのを待った方がいい。

そよぐ：おおっ、そっか！

辰馬：というわけで、マイナーで暴走を解かい除じよして、行動終了だ。

ユピテル：アタシは行動を放ほう棄きするわ。

ＧＭ：では、全員の行動が終了したのでクリンナッププロセスになります。リキッドスレイブが邪毒（４）で12点のＨＰダメージを受けます。これで累るい計けい38点。そして、リキッドスレイブのＨＰは36点！

辰馬：どぶしゅっ！（一同笑）

そよぐ：やった～！




　液えき状じようのリキッドスレイブの内部に浸透したそよぐの「対抗種」が、ついに牙を剝いた。

　レネゲイドそのものを蝕み、リキッドの分身たちを崩ほう壊かいさせていく！




ユピテル：これはまた綺麗に倒れたもんねえ。

ＧＭ：まさか、［邪毒］で全員死ぬとは（笑）。次々と弾けて地面の染みになっていく分身たちに、マスターリキッドが狼狽します。「ば、馬鹿なっ!?」

そよぐ：これが「対抗種」の力だよ！

辰馬：これがそよぐの力なのか！　時代は邪毒なのか！

フェイド：まさに、インベーダーの天敵ともいうべき存在だな。

ＧＭ：「くっ、まだだ！　群体の一部が崩れようとも私は滅びぬ！　今春そよぐを倒しさえすれば、脅威はなくなるのだ。勝負はまだこれからだ！」




●第二ラウンド

ＧＭ：二ラウンド目のセットアップ。ここでマスターリキッドが動きます！

[image: ]

フェイド：む、気をつけよ。何か仕掛けてくるぞ！

ＧＭ：Ｅロイス「血の焦がれ」を使用。全員に２ＤのＨＰダメージを与あたえ、その分、こちらのＨＰを回かい復ふくします。

フェイド：むう、吸収能力か！

ＧＭ：（ダイスを振る）12点のダメージ！　今までの攻撃で傷口に潜り込んでいたリキッドの肉体でもある水を通して、みなさんの身体から水分や血液が奪い取られていきます。

フェイド：そして、奪われた水分は、マスターリキッドが取り込み、己を維持するエネルギーに変換するわけだな。

ＧＭ：そのとおり！

そよぐ：くー！　このタイミングでのダメージはやばいって！　ばたんきゅー。意識を失いそうになるけど、リキッドのロイスをタイタス化して昇華！　ギリギリで踏みとどまる！

辰馬：謎の襲撃者のロイスをタイタス化して昇華だ。こっちも復活する。

フェイド：これが今回最後のタイタス昇華だな。保留にしていた私の過去に関わる謎のロイスをタイタス化、昇華して立ち上がる。記憶の一部が欠落していくが……、問題はなかろう。

ＧＭ：ふふ、追い詰められていますね。ユピテルはどうしますか？　すでにかなりのロイスを削ってますが───。

ユピテル：（ケロリと）特になんにもしないわよ～。アタシ、ダメージを10点軽減できるから、２点しか受けないもの。残りＨＰ13点ね。

ＧＭ：へ？　……あっ、「機械化兵」か！

ユピテル：そうよん。生憎、この機械のボディには血が流れてないから、能力の影響もほとんど受けなかったみたい。ちょっとだけオイルを吸われたぐらいかしらね。

そよぐ：さすが、ユピテルさん！

ＧＭ：な、なんてこった。だが、これでこっちのＨＰは38点回復します！

辰馬：いきなりやってくれるぜ！

ＧＭ：まだまだ！　イニシアチブプロセス。マスターリキッドの行動になります。マイナーで《絶対の空間》を使用。メジャーは《要の陣形》《ブラッドバーン》《紅の刃》その他で全員に攻撃です！

フェイド：追撃がくるぞ、備えろ！

ユピテル：これはやばいかしらね。

ＧＭ：命中判定は最後の《原初の紫：妖精の手》も使って達成値45！　地面に一度潜り、みずからの身体を高こう圧あつ水流と化して、足元から飛び出してくる！

辰馬：ようやくドッジできるようになったが……（ダイスを振る）くっ、避けられねえ！

そよぐ：うきゃーっ!?　あたっちゃったよ～！

フェイド：同じく回避失敗だ。

ユピテル：もう、さっぱりねえ。

ＧＭ：では、ダメージロールに───。

フェイド：待て。メジャーアクションを放棄してユピテルをかばう。

ＧＭ：うお、そうきますか。

ユピテル：いいの、フェイドちゃん？　そっちも限界ギリギリでしょうに。

フェイド：すでに支援はした。今回の戦いにおける私の役目は終わっているよ。私よりもユピテルが残って一撃を入れるのが、この状況での最善手だ。

ユピテル：……分かったわ。ありがとう。この礼はアンタの分も、リキッドをぶん殴ることで返すわね。

フェイド：それでいい。

ＧＭ：改めてダメージロール！（ダイスを振る）おおう!?　54点のダメージです！

フェイド：耐たえられん。そのまま倒れて戦闘不能になる。あとは任せた！

辰馬：フェイド！　くっ、オレは師匠のロイスをタイタス化して昇華する。まだまだ！

そよぐ：わたしは、かつての仲間である敷しき島しまあやめちゃんのロイスをタイタスにして昇華します。ごめーん！

ＧＭ：「ふはは！　さすがに貴様らも限げん界かいが近づいているようだな!?」哄笑しつつ、マスターリキッドの行動は終了。そして《夜魔の領域》を使用します。

フェイド：行動値０で未行動に戻ったか。

ユピテル：侵蝕率、残ったロイスの数……またマスターリキッドにメインプロセスを回したら、本格的にやばいわね。犠牲が出てもおかしくなくなるわ。

辰馬：そんなことさせるもんか。あいつが動く前に、一気に仕留める！

そよぐ：だね！　次はわたしの番だ！　メジャーアクションで《コンセントレイト：ハヌマーン》《振動球》《光の手》で攻撃！　残った力で生み出した振動球を、全力で叩きつける！　たぁあああああっ！（ダイスを振る）命中は46だよ！

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられない！　ダメージをください！

そよぐ：えいっ！（ダイスを振る）38点の装甲値無む視し！

ＧＭ：《隆起する大地》！　倒れた群体の残骸を集めて、水の壁を構築する！（ダイスを振る）26点軽減！　受けたの12点……だが、この12点が超ちよう痛いたい！

そよぐ：くーっ！　いいダイス目だしたかったなぁ。

辰馬：十分だったぜ。ダメージ軽減も使わせられたし、ここからはタコ殴りだ！

ＧＭ：あばばば！　な、なんとか耐えないと！

ユピテル：悪いけど、そうはいかないわ。次はアタシの番よ。マイナーで移い動どう。メジャーで《アームズリンク》《コンセントレイト：ブラックドッグ》《バリアクラッカー》に、アージエフェクト《クルーエルデバイス》も組み合わせちゃう！

ＧＭ：ぶっ!?

そよぐ：切り札だ！

ユピテル：そうよ～。これが最初で最後の一撃だもの。出し惜しみなんてしないわ。命中判定いくわよん。えいっ！　（ダイスを振る）まあまあね、達成値は46！

ＧＭ：当たりますよ！　何でそよぐと同じ達成値なの！

ユピテル：あら、本当ね（笑）。

そよぐ：おそろいですね、ユピテルさん♪

ユピテル：ふふ。ダメージは49点の装甲値無視よ！　リミッター解除して、動力部をオーバーロードさせることで、出力三〇〇％の一撃を放つわん！




　ユピテルの巨きよ体たいが突如、加速した。

　リミッターが解除され、出力が限げん界かい値ちを超こえる。

　電でん撃げきをまとった超ちよう高こう速そくパンチが大気を切り裂き、衝撃波がリキッドを打つ！

　その一撃、まさに電光石火！




ＧＭ：ユピテルの拳が音速を超えて、轟音と共にソニックブームを発生させる！　すさまじい衝撃と雷光に打たれ、マスターリキッドの肉体の半分が弾け飛びます！

辰馬：何という強きよう烈れつな一いち撃げき！　効果は抜ばつ群ぐんだ！

ユピテル：その分、代償も大きいけどね。ＨＰが２Ｄも減っちゃうの。（ダイスを振る）11点減って残りＨＰ２点。ギリギリ倒れないですんだけど、これ以上動くのは無理かしらね。というわけで……あとは任せたわよ、辰馬ちゃん。

フェイド：人間という生命の可能性、見せてくれ。

そよぐ：たっつん、ゴーゴー！

辰馬：ああ……。ここで決める！　マイナーでマスターリキッドに接敵。ゾディアックウェポンを引きずりながらも、猛スピードで一気に肉薄する！

ＧＭ：先ほどの衝撃でふらつきながらも、マスターリキッドは辰馬の攻撃に対応しようと、構えを取ります。「こんなところで私が消えるわけにはいかん……！　この星そのものをインベードし、生命としてさらなる高みに登るのだ！」

辰馬：あんたには無理だ。この星を解析できても、理解することができないあんたにはな！

ＧＭ：「ぐ、うう……！」辰馬の一喝に、マスターリキッドは言葉を詰まらせ、たじろぐように後ずさりします。

辰馬：メジャーで《コンセントレイト：モルフェウス》《ペネトレイト》《炎神の怒り》《クロスバースト》！　さらに判定の直前に《パーフェクトコントロール》も使う！　剣のコアにある光の珠たまが輝かがやいて、双子座ジエミニのマークが浮うかび上あがるぞ！

一同：おおっ!?




　辰馬の振り上げた大剣に、双子座を示しめす星の配置が輝き、そしてそれがひとつのマークを形作る。

　埋うめ込こまれたコアの輝きに応えるように、刃自体が微び細さい振動して唸りを上げる！




辰馬：命中判定いくぞ！　（ダイスを振る）よし、絶好調だ！　……ダイス目だけで81までいったっ!!

そよぐ：さすが、たっつん！

辰馬：技能に《パーフェクトコントロール》による上昇分も足して、達成値97！

ＧＭ：ぐはっ！　そんなの避けられませんよ！

辰馬：ダメージロールは11Ｄ＋20！　ぶっ飛べ、リキッドっ！（ダイスを振る）ダメージは……86点の装甲値無視っ!!　これでどうだっ！

ＧＭ：くうー！　ここで最後のダメージ軽減、《赤河の支配者》を使用します！

一同：なにぃいいいいいっ!?




　轟ごう音おんを立てて振り下ろされる、辰馬の大剣───。

　リキッドは即そく座ざに身体を液えき状じよう化かし、巨大な質量が生み出す衝しよう撃げきに抗おうとした。

　固体と違い、液体は砕くことができない……はずだった。




ＧＭ：ぬんっ！（ダイスを振る）18点止めて、68ダメージ！　今までの累るい積せきダメージが61点なので、合計[image: ]点。マスターリキッドのＨＰは……くーっ、[image: ]点しかないっての！　オーバーキルもいいとこだ！（一同笑）




　辰馬が一振りが生み出した衝撃は、液状化によって拡散された。

　だが次の瞬間、リキッドの肉体は急速に温度を上昇させ、ボコボコと泡あわ立だっていく。

　運動エネルギーが、熱量に変へん換かんされて沸ふつ騰とうしたのだ。



















ＧＭ：「ば……馬鹿な、こんなところで、私が、我々が焼き尽つくされるというのか……!?」

辰馬：お前は絶対に侵しちゃいけないものに手を出した。そのまま乾いて消えろ、インベーダー！




　振り抜かれる炎の剣。

　リキッドを形成する液体が、瞬く間に蒸発していく！




ＧＭ：「い、いやだ、消えたくない……！　こんな……は、話が違うぞ、アルフレッド・Ｊ・コードウェル───っ!?」と断だん末まつ魔まを残し、マスターリキッドは消滅します。戦闘終了です。

[image: ]

辰馬：……アルフレッド・Ｊ・コードウェル？

ユピテル：コードウェル博士……ＵＧＮ創そう設せつ者しやにして、ＦＨコードウェルセルの指し導どう者しやね。

辰馬：こいつ、コードウェル博士にそそのかされたのか？　リキッドが消滅すると、コアの光が消えます。で、途と端たんに消えると重たくなるので、そのまま剣をごとりと置きます。

ＧＭ：残ざん滓しが地面に落ち、じゅっと蒸発して完全に消滅します。

辰馬：やった……のか……？

そよぐ：倒れたフェイドちゃんをそっと抱だっこして、ふたりの間に走っていきます！




　全力を出し切って戦ったふたりの仲間に向かって、そよぐはダッシュした。




そよぐ：ふたりの肩かたに腕うでを回しますっ！　やったね、たっつん！　やったね支部長っ！

辰馬：うわっ!?　や、やめろよっ、恥はずかしいだろ!?

ユピテル：うふふ、辰馬ちゃんたら、照れちゃって！（笑）




　緊張感がほどけ、一同の笑顔が弾はじける。

　そよぐたちは、恐るべきインベーダーを撃退したのだ。




ＧＭ：といったところで、戦闘は終了です。戦闘不能は回復されますよ。

フェイド：ここで目を覚ます。……むう、倒したのか？

そよぐ：そうそう！　みんなで倒したんだよ！　フェイドちゃんのおかげだよ～！

フェイド：大したものだな、地球のレネゲイド……ＵＧＮというものは。だが……これだけは言わせてもらう。

一同：……？

フェイド：───リキッドは、ピルグリム四大幹部の中でも一番の小物だ。

一同：えええぇぇえ─────!!（一同爆笑）

辰馬：そうだろう、そうだろう！　そうだろうけど、あえて驚おどろく！　なん、だと……!?

フェイド：ＧＭが言いたくてうずうずしてるだろうから、あえて先に言う！（笑）

ＧＭ：くそおーっ!?　マスターシーンでやろうと思ったのにぃーっ!!（一同爆笑）

ユピテル：あら残念♪

辰馬：やはり言うべきは、「リキッドなどという小こ僧ぞうを倒したぐらいでいきがってはいけない」ですね（笑）。

フェイド：……そのとおりだ（笑）。だから、油ゆ断だんはするなよ。

辰馬：やった！　やったわ！　やったでごわす！

フェイド：私の話を聞かんか！（一同笑）

辰馬：はっ、浮かれすぎました（笑）。

ＧＭ：さて……目の前には、割れた大地と大たい破はした消防車があります。

辰馬：……ところでこれ、どうやって片かたづけるんですか？（笑）

フェイド：地割れは、主に私のせいだがな（笑）。

ユピテル：まぁ、始末はどーにかＵＧＮで、てきとーにやりましょ（笑）。

ＧＭ：交通事じ故ことガス爆ばく発はつでだいぶ誤魔化せますけどね（笑）。

辰馬：でも、消防車とか登録されてるだろうし、色々後始末が面倒ですよ……（笑）。

ユピテル：まあ、公共機関のものなら、かえって国に話は通し易いわよ。とりあえず、今は帰って、面倒くさいことはあとで考えましょ。

そよぐ：はーい！

辰馬：うおおー！　勝ったぞー！

そよぐ：勝ったぞーっ！　わーい！

ＧＭ：といったところで、シーンを終了しましょう。






「さらなる絶望」　いずこからともなく、さらなる戦力をその場に出現させるＥロイス。

《未知なる陣形》　より多くの対象を同時に目標にできるようにするオルクスのエフェクト。

リアクション　他のキャラクターのメジャーアクションに対応して行なうアクションのこと。リアクションを行なっても［行動済］にはならない。

昇華　タイタスを使用すること。使用した本人にのみ様々な効果を発揮する。

《夜魔の領域》　全身の血流を完全に統御し、人間を超えた速度で行動するブラム＝ストーカーのエフェクト。

「血の焦がれ」　世界そのものから命を吸い上げる災厄と化したことを表わすＥロイス。

《パーフェクトコントロール》　物体の構造を理解し、一瞬だけ完全無欠に使いこなすモルフェウスのエフェクト。

《赤河の支配者》　血液の流れをコントロールし、血を失わないようにするブラム＝ストーカーのエフェクト。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、エンディングの前にバックトラックですね。

一同：はーい。




　バックトラックとは「戻り道」の意で、レネゲイドの侵蝕に耐え、日常に戻れるかをチェックする行為のことである。

　バックトラックを行うことで、ＰＣは侵蝕率を［タイタスになっていないロイスの数］Ｄ10ぶん減少させることができる。この結果、侵蝕率が[image: ]以上だと、そのＰＣはジャーム化してしまう。侵蝕率を減少させる際に振るＤ10を増やすことも可能だが、その場合、得られる経験点が経る。




ＧＭ：Ｅロイスは「不滅の妄執」、「さらなる絶望」×３と「血の焦こがれ」で合計五つ。まずは侵蝕率を５Ｄ減らしてください。

ユピテル：アタシ、そんなに振らなくても大丈夫ね。




　Ｅロイスを所持するエネミーを倒した場合、ＰＣはそのＥロイスの数のＤ10ぶん侵蝕率を減らすことが可能となるのだ。




フェイド：では、私からいこう。むん！　（ダイスを振る）おお、一気に減ったな。32％減少だ。

辰馬：すごいな。

フェイド：（ダイスを振る）おお、ロイスの分は23。81％まで下がった。

ユピテル：（ダイスを振る）アタシはＥロイスで22％減って、今[image: ]。残りロイスは三つだから３Ｄを振って……23％下がって、89％まで下がったわ。一倍振りで帰ってこられたわね。

そよぐ：Ｅロイス振らないで、ロイス四つで一倍振りするね。侵蝕率を下げすぎると経験点も減るし……（ダイス）20が出たので94％まで戻り。ちゃんと帰ってこられたよ～。

ＧＭ：では、最後にたっつん。

辰馬：いけるさ。オレもＥロイスは要いらない。ロイス四つで。（ダイスを振る）おお、かなり目がよかった。31減ったので、83％だ。

そよぐ：よかった、みんな帰ってこられたね。

辰馬：ああ、神戸も救われたしな。

ＧＭ：みんな綺き麗れいに一倍振りですね。では、それぞれのエンディングに行きましょうか。







◆Ending01◆支部長の優ゆう雅がなショッピング

Scene Player ─── ユピテル




　神戸第三支部近くの商店街は今日も賑にぎわっていた。

　ユピテルは行きつけの店を巡めぐり、会話を楽しみながら買い物を続ける。

　人なつっこい笑え顔がおに囲まれるこんな時間が、神戸第三支部長にとっては、何よりに癒いやしの時であった──。




ＧＭ：エンディングは支部長のシーンからということでいきましょう。シチュエーションにご希望はありますか？

ユピテル：その前に、相原ちゃんはどうなった？

ＧＭ：相原を含め、インベードされた人々は保護されました。ただ、無事とは言えないのでエンディングには登場しません。

ユピテル：よかった。じゃあ、アタシは八百屋さんの前にいるわ。

ＧＭ：八百屋さん？（笑）

ユピテル：アタシ、街を巡って買い物したり、バーゲンに突撃したりしたいわ。

ＧＭ：ああ、日常の演えん出しゆつですか。

フェイド：神戸の街の人も、慣なれてるんじゃないのか？（笑）

ＧＭ：なんて呼ばれているんだろう？　ユッピーとか（笑）。

ユピテル：あら、いいわねそれ。

ＧＭ：では、商店街ではユッピーと呼よばれ、親しまれてる、と（笑）。

辰馬：（魚屋になって）「いい魚が入ったよ、ユッピー！」

ＧＭ：「ユッピーどうだい、大根が安いよ！」

ユピテル：相変わらず威い勢せいがいいのね～。そんなふうに威勢をよく売られたら、買いたくなっちゃうじゃない。

ＧＭ：「お、さすがユッピー。今日も美人だね！」

ユピテル：わかるぅ？　なんか色々変えて見たんだけど。ちょっと企き業ぎよう秘ひ密みつでいえないの。ほんとに秘密だから（爆笑）。

ＧＭ：《ヒューマンズネイバー》すごいですね。

ユピテル：〈知覚〉判定したらバレちゃうんだけどね～。

フェイド：エキストラだからバレなさそうだな。

ユピテル：で、街を巡って色々見たり訊きいたりしつつ帰ってきて、支部長の机つくえに座ってひと息つくわ。

ＧＭ：ああ、なるほど。

ユピテル：この街も、いつもどおりに戻ったみたいね。とりあえず、この騒さわぎもひと段だん落らくってことなのかしら。

ＧＭ：そうですね。買い物しつつこの街の様子を見た限りでは、ＵＧＮの迅じん速そくな動きによって何事もなかったかのように処しよ理りされてます。

ユピテル：アタシたちが守る日常なのね。

ＧＭ：では、そういうことで霧谷雄吾に報ほう告こくするところですかね。

ユピテル：そうね。霧様に報ほう告こく書しよは送ったわ。

ＧＭ：では、連れん絡らくがあります。「ユピテル支部長、報告書は確認いたしました」

ユピテル：さすが、仕事が早いわぁ。

ＧＭ：「どうやら、ＦＨセル・ピルグリムは、何らかの目的を持ってアルフレッド・Ｊ・コードウェルと取引をしているようです」

ユピテル：そうね。宇う宙ちゆうから来たっていう世間知らずたちが、何のガイドもなしにわざわざこの街にポンと出てくる理由はないものね。あっ、もちろんフェイドちゃんを追っかけてきたということはあるにしても。

ＧＭ：「そうですね。わざわざその神戸という西日本の街を選んだことも、おそらく理由はあるのでしょう。神戸を中心に……要するに、あなたがた神戸市の各支部の管かん轄かつだけで活動の痕こん跡せきが報告されています」

ユピテル：この街に、何かがあるってことかしら？

ＧＭ：「わかりません。外部では確認されていません。報告には、リキッドが〝この街を〟と言っていたとのことですが……」

ユピテル：しばらくこの一件けん続きそうね。そよぐちゃんには、ちょっと負ふ担たんをかけてしまうことになるかしら。

そよぐ：わたしが「対抗種」だから。

ＧＭ：「心苦しい話ですが、我々の対抗策の鍵かぎはそよぐさんです」

ユピテル：歯がゆいわね。本来あの子は守るべきひとりなのに……。

ＧＭ：「確かに、そよぐさんの力は必要ですが、だからといって我々が彼かの女じよを守らない理由も守れない理由もありません。彼女には彼女にしかできないことをやってもらう。その代わり我々は彼女をバックアップする。それでいいのではないでしょうか？」

ユピテル：そうねー。ちょっと柄がらにもなく、少し弱気なことを言ってしまった気がするわ。

そよぐ：支部長、心配かけます（笑）。

ユピテル：まあ、切きり替かえるわ。ありがとう霧様。そっちでも連中の動きややつらについて、何かわかったらなんでも連絡をちょうだい。

ＧＭ：「もちろん。私は私にできることを。あ、そうそう。先々月いただいた、いかなごのくぎ煮が、大変おいしかったので。また春先になったらお願いいたします」（笑）

フェイド：神戸名物なのか？（笑）

そよぐ：霧谷さんのとこ、日本各地の支部から名物が届とどくのかな？

辰馬：う、うらやましい……（笑）。

ユピテル：じゃあ、次はもっと多めにして、日本支部の子たちに配れるようにするわ。

ＧＭ：「それはみなさんも喜びますよ。では、また───」通信は切れます。

ユピテル：さて、次に何か動きがあるまで、みんなにはきっちり英気を養ってもらわないと。

ＧＭ：さっき買ってきた材料で支し部ぶ員いんをねぎらうんですね（笑）。

ユピテル：さーて、アタシはお風ふ呂ろでも入ってさっぱりしようかしら。

辰馬：おっ、お風呂!?

ユピテル：もちろん玉のお肌はだよ。防ぼう水すいだし（笑）。

ＧＭ：生活防水仕様か、このロボ（笑）。

そよぐ：どうやって入るんだろう？

フェイド：油風呂じゃないだろうか（笑）。

ユピテル：じゃ、るんるん気分で入浴シーンを（笑）。

ＧＭ：では、そんなユピテルのサービスシーンで終わります。

辰馬：嬉しくねー!!（一同笑）







◆Ending02◆守られたもの、続いていくもの

Scene Player ─── 今春そよぐ




　まぶしい日差しに、そよぐは空を仰あおぎ見みる。

　初夏の風が心地ここちよい──。

　騒さわぎも終わり、日常を取りもどした青空の下の通学路。

　振ふり返かえれば、彼女を呼ぶ耳みみ慣なれた声が聞こえてきた──。




ＧＭ：では、続いてそよぐのエンディングを演出していきましょう。

そよぐ：はーい。

ＧＭ：ここはいつものそよぐの登校風景と考えていますので、問題なければ辰馬も途と中ちゆうで登場してください。

辰馬：了解だ。

ＧＭ：翌よく日じつの朝、そよぐはいつものように、未来の家にやって来ています。これから、一いつ緒しよに登校するってところです。

そよぐ：ミイちゃーん、学校行くよー。

ＧＭ：キミが訪たずねて五分ぐらい経たつと、「ちょっと待ってー」といって、未来から声が返ってきます。今、朝ごはんを食べているようですね。

そよぐ：いつもどおりだなー（笑）。

ＧＭ：「あのねゴハンはね、よく嚙かんで食べないといけないからね」

そよぐ：もちろん。ゆっくり食べててね。

ＧＭ：で、身み支じ度たくを終えてやって来ます。「そよちゃん、昨日はごめんね。貧ひん血けつで倒れたところをおうちまで連れて帰ってもらったって。お母さんから聞いたよ」

そよぐ：ううーん、偶ぐう然ぜんその場所に居い合あわせて本当によかったよー（笑）。

ＧＭ：「ほんとだよねー。でも私なんでそんなところに行ってたんだったかなー？」

そよぐ：季節の変わり目だから。ほら、変な夢ゆめを見たんだよ。

ＧＭ：おお、基き本ほんですね。

辰馬：ベタは重要です。

そよぐ：そうそう。

ＧＭ：「なんかね、そよちゃんがね。悪い怪かい人じんにさらわれた私を、スーパーヒロインみたいになって助けてくれる夢だったの。マスコットまで連れてたんだよ！」

そよぐ：すごい、なんか魔ま法ほう少女みたい（笑）。

ＧＭ：「だよねー」

そよぐ：そんな話をしつつ、途中でたっつんと合流しようか。

ＧＭ：そうですね。じゃあ校門近くで会うんじゃないでしょうか。

辰馬：じゃあ、そこに登場するよ。

ＧＭ：「あ、おはよう海かい藤どうくん」

そよぐ：おはよう、たっつん。

辰馬：おはよう。

ＧＭ：「あれ？　今日は〝たっつん〟でも嫌がらないんだ」

辰馬：そろそろあきらめの境地さ。

ＧＭ：「わかるよ、そよちゃんは一度決めたら曲げないからね」

辰馬：それが彼女のいいところさ。

そよぐ：よせよたっつん──照れるじゃん（笑）。

ＧＭ：それでは、未来はふたりの顔を見み比くらべて。「えっ!?　私が貧血で寝ねている間に、ふたりに何があったの！」

辰馬：お、お、おぅ。勘かん違ちがいするなよ。長所を褒ほめただけだって。そよぐには短所はまだまだたくさんあるよな。ぼんくら女子だし。

ＧＭ：「もうっ、海藤くん、そこまで言うことないじゃない！」

そよぐ：ひどいよね、たっつんってさ。

辰馬：いや、そうじゃなくてさ。

ＧＭ：「むぅ……。あ、そうだ。タイの演えん劇げきの件、忘れてないよね」

辰馬：や、ヤバイ！（笑）

そよぐ：（にやりと笑って）ああ、約束は守らないとねぇ～。

ＧＭ：と、そんなこんなで、校こう舎しやの方から予よ鈴れいが響ひびいてきます。

辰馬：たすかったぁーっ！　おっとまずいぜ、遅ち刻こくしちまう──と全力で校舎の方へ駆けていく。海藤辰馬はクールに去るぜ（笑）。

ＧＭ：「ちょっと待ってよぉ、海藤くーん！」と追いかける勢いの未来。

そよぐ：ああ、ミイちゃんもそんなに慌てないで……。って、いつもどおりっていいなー。

辰馬：オレは、なんだか窮きゆう地ちに陥おちいっているけどな！（一同笑）




　学校に、チャイムが響く。

　いつもどおりに友達が教室に集まって、あれこれと他た愛あいない話題で盛もり上あがる。

　宇宙からやって来た何かが、街を乗っ取ろうとしたとは思えない、いつもの日常。

　そんな昨日を振り返りながら、そよぐは席に着く。

　今日は、どんな日になるんだろう。
















◆Ending03◆忍しのび寄よる影かげ・混こん沌とんへの誘さそい

Scene Player ─── フェイド




　星の彼方かなたから来た存在──フェイド。

　彼はこの短期間の冒ぼう険けんで、多くのものを見、この星に住む人々に関する膨ぼう大だいな知ち識しきを獲かく得とくしてきた。

　しかし、不ふ可か解かいなことは多い。仮かりの肉体を操あやつり、さらなる知識を求めるべく活動する必要があった──。

　そんな彼のもとに、新たな情じよう報ほうをもたらそうとする、ひとつの影が姿すがたを見せる──。




ＧＭ：では、最後にフェイドのシーンです。フェイドは普ふ段だん、何をしてるんですかね？

フェイド：基き本ほん的てきに、そよぐの鞄かばんにくっついてるつもりだったんだが……。

そよぐ：いつも連れてるんだ（笑）。

フェイド：最近は身体が馴な染じんだんで単たん独どく行動をする。記き憶おく喪そう失しつはそのままだが、それを補おぎなうべく私を取とり巻まく情報を収集しているのだ。

ＧＭ：なるほど。

フェイド：私は、そよぐと辰馬たちが登校していくのを、学校の向かい側の塀へいの上に立って眺ながめている。

ＧＭ：ああ、前のシーンの登校風景ですね。

フェイド：あれが日常か、ふんっ。

ＧＭ：だんだん理解してきたんでしょうか。

辰馬：どんなものかはわかってきたけど、何故大切なのかはまだわからないってとこか。

フェイド：そんな感じだな。だいぶ身体が慣れてきた感じで、塀の上をぴょこぴょこ歩こう。

ＧＭ：では、塀の上を歩いていると、ふと背はい後ごから視し線せんを感じる。

フェイド：むっ、誰だ？

ＧＭ：振ふり向むいたキミを見ている少女がひとり。

フェイド：年は？

ＧＭ：年の頃は一〇歳くらいですが、少女とは思えない妖よう艶えんな瞳ひとみをしています。

フェイド：……只ただ者ものではないな。私と同じ、この星でレネゲイドビーイングと呼ばれる存在のようだな。

ＧＭ：「ごきげんよう来訪者エトランゼさん」

フェイド：何者だ、あなたは？

ＧＭ：「私の名は都築京香つづき・きようか。またの名を〝プランナー〟」

そよぐ：やっぱり～！




都築京香

　かつて、ＦＨ日本支部長だった女じよ性せい。

　とある事じ件けんをきっかけにＦＨと決別し、レネゲイドビーイングの集しゆう団だん〝ゼノス〟を組そ織しきしている。現げん在ざい、少女の姿をしている。

[image: ]




ＧＭ：「あなたに、お話があります。よろしいかしら───」と言うところで、シーンは終了します！

そよぐ：ええっ、気になる～！




　やって来た宇宙からの来訪者。

　神戸の街に忍び寄る、ピルグリムたちの影。

　そして、現あらわれた都築京香。

　いつもの日常が、徐じよ々じよに変化しようとしていた。





ダブルクロスThe 3rd Edition リプレイ・コスモス

第一話「運命の出会い」

─ＦＩＮ─












　　　　あとがき




　宇う宙ちゆう、そこは最後のフロンティア。光さえゆがむ果てしない世界に思いをはせる時、我われ々われは胸むねのたかまりを覚えずにはいられないのであります。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　はじめまして、あるいは毎度ありがとうございます。本書の著ちよ者しや、加納正顕かのう・まさあきで御ご座ざいます。『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス①　星のエトランゼ』、いかがでしたでしょうか。お楽しみいただけましたら幸いです。




　さて本書についてですが、本文冒ぼう頭とうでも触ふれておりますとおり（なにまだ読んでない？　じゃあ読んでくるんだ）、「初めて『ＤＸ３』に触れる人でも安心して読める、オーソドックスなリプレイを」ということで始まった企き画かくでありました。それがなんで宇宙から来た謎なぞのレネゲイドと戦うことになったのかはわたくしにも皆かい目もく見当がつきませんが、「非ひ日にち常じようの脅きよう威いから日にち常じようを守る」という軸じくをぶらさなければきっと『ＤＸ３』らしさは失わない、そう信じて突つき進すすんでいく所しよ存ぞんであります。

　ところで読者のみなさまの中には、外宇宙から来たレネゲイドというと拙せつ著ちよ『デザイア』シリーズに出てきたアイツを思い出す方もいらっしゃるかもしれませんが、今回の敵てきたちはアイツとは無関係ということになっております。宇宙は広いのです。




　なお、本書とは趣おもむきを異にするリプレイ、謎としかけが満まん載さい、声せい優ゆうの佐藤有世さとう・ありせさんと片かた岡おかあづささんをプレイヤーに迎むかえた中村やにお先生の『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・メビウス①　キミだけが望むすべてだから』が好こう評ひよう発売中です。

　タイトルがメビウスで本書はコスモスですが、光の国とは関係ありません。偶ぐう然ぜんです。




　そして今回、プレイヤーとして作家の駒尾真子こまお・まこ先生に参加していただいております。作家ならではの発想とキャラクター造ぞう形けいには驚おどろかされつつも非ひ常じように楽しませていただきました。みなさまも本文でご堪たん能のういただいたかと思います（読んでない？　じゃあ略りやく）。

「精せい鋭えいのＵＧＮチルドレン」という役やく柄がらで、何度倒れても這はい上あがる不ふ屈くつのヒーローを演えんじてくれた大畑さん、出オチとはかくあるべしというキャラ造形ながらも、デザイナーとしての力を十全に発はつ揮きしてセッションの潤じゆん滑かつ油ゆとなってくれた矢野さん、宇宙から来た記き憶おく喪そう失しつの不定形生物というおよそＰＣに向かないハンドアウトを受けて立ってくださった鈴すず吹ふき社長、みなさまのご協力あってこそのセッションでございました。この場を借りてお礼申し上げます。

　美び麗れいなイラストで華はなを添そえて下さったしのとうこ先生、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆうさんおよびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のスタッフの皆みなさまにも感かん謝しやすることしきりです。今後とも色々とご迷めい惑わくをおかけしますが、よろしくお願いいたします。




　そして最後になりましたが、本書を読んでいただいた読者の皆みな様さまに多大なる感謝を。

　ありがとうございます。

　それでは、また次巻でお会いしましょう。





二〇一三年五月　『アイカツ！』を観みながら　加納正顕



















イラストレーター：しのとうこ

カバーデザイン：F.E.A.R.
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